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　　　第二十二話　黒い悪魔の恐怖










　　　　　１




　日本のどっかにあるひまわり市。その外れにある小さな一軒家、春日かすが邸ていは今まさに昼時だった。

　休日のお昼は交代で作ることになっている。この日の当番は春日邸のやかましい居い候そうろう。血ち桜ざくらかなでだった。

「うふふふふふふふ」

　エプロン姿のかなでは鍋なべの中身をぐるぐるかきまぜながら呟つぶやいた。

「アタシの新作料理、かなでシチュー。もうすぐ完成ですね～」

　そっと鍋の中を覗のぞき込む。ドス黒い色のシチューがぐつぐつと言っていた。なんて言うか、夢に出てきそうな色合いだ。とても食べ物とは思えない。

「アタシの大好きなものみんな入れましたからね。きっとおいしいはずです。うんうん。そ～～だ、仕上げのスパイススパイス、血桜スパイス」

　胸の谷間から引っ張り出した竹たけ筒づつを逆さまにする。鍋の中に真まっ赤かな粉が投入された。

「はい、これで完成です！！！」

　かなではパチリと手を叩たたいた。

「このおいしいシチューを食べたマコトさんはきっと」

　かなでの頭の中で想像虫がざわめいた。

　想像虫の色は、ピンク色をしていた。





マコト『うん、すごいおいしいよ。このシチュー』

かなで『かなでシチューって言うんです。マコトさんのために心を込めて作ったんですよ』

マコト『今度は、かなでさんのこと食べちゃいたいな～～』

かなで『きゃ～～、マコトさんのエッチー』




涼すず葉は『キ～～～』（悔しそうにハンカチを嚙かんでいる）






「なんてね、そんなことある訳ないっか」

　さっさとピンクの想像虫をどっか行かせてから、かなでは気を取り直して鍋を見つめた。

「さてと、お皿お皿っと」

　かなでが食器棚からシチュー皿を取ってきた時だった。

　かなではそいつを発見した。

　そいつは真っ黒だった。

　長い触覚がピコピコ動いていた。

　手足がたくさん生はえていた。

　言うまでもなく、世間一般でいう黒い悪魔、ゴキブリ君だ。

「あ、アタシのかなでシチューを狙ねらってきたんですね。そ～～はいきませんよ」

　かなでは素早くママレモンを摑つかんだ。ゴキブリには台所用洗剤がきくっていう話をテレビで見てからもっぱらこれを使っているのだ。

「必殺！　ママレモンビ～～～ム！」

　そんなこと叫んで、かなではゴキブリにママレモンを噴ふきつけた。これまで春日かすが邸ていの台所に現れたゴキブリの数は合計五匹。そのうちの実に三匹がこのママレモンビームの餌え食じきとなって敗北している。

　だけど、そのゴキブリは参まいらなかった。こちょこちょって動くと、ママレモンビームを避けた。

「うまく避けたようですね。だけど負けませんよ」

　さらにママレモンビームは発射された。一発、二発、三発。

　だけど、一発も命中はしなかった。その度にゴキブリは調子よく動いてしまう。

「ど～～やらアタシを本気で怒らせちゃったみたいですね」

　かなでの右のこめかみのとこに十字のバッテンが浮かび上がっていた。

　しゃがみこむと、台所の下から予備のママレモンを何本も取り出す。福引きで当たってたくさんあるのだ。

「究極必殺！　ママレモンビーム乱れ打ち！」

　ちゃんとかなでシチューには蓋ふたをしてから、かなではママレモンをまき散らした。

　春日家のママレモンは全すべて空からっぽになった。

　春日家の台所はママレモンでベタベタになった。

　だけど、ゴキブリはまだ動いていた。その黒光りする体にママレモンがかかった気配はない。

「むきょ～～～」

　空になったママレモンの容器を床に叩たたきつけてから、かなではゴキブリを睨にらみつけた。

　いや、もはやそれはゴキブリなんてものじゃなかった。かなでにとっては宿しゆく敵てきと呼んだっていいくらいの存在になっていた。

「アタシは負けませんからね」

　かなでは、静かにエプロンに手をかけた。

　そしてそれを勢いよく引きちぎった。




　のどかな日差しの入ってくる春日かすが邸ていの居間にて、春日マコトはのんびりとテレビを見ていた。

　タイムスリップしてきた忍にん者じやに命を狙ねらわれてるっていう、人とはちょっと違う境遇だけど、その体型や顔立ちは平凡一直線だ。

　昼の番組が終わろうとしているのを見て、マコトは呟つぶやいた。

「かなでさん遅いよな。もう作り初めて二時間くらいたってるのに」

「そうでござるな」

　向かい側に座っていた涼すず葉はも頷うなずく。

「かなでさん、何作ってるんだろ？」

「なんでも新作の必殺料理と言ってたでござる」

「必殺料理………」

　マコトはちょっと顔をしかめた。

　殺人料理の同義語っぽくて、不安を覚えてしまったのだ。

「ま～、かなでさん、創作料理好きだからな。きっと新しいメニューを開発してるんだろ」

「新しい、めにゅーでござるな」

　二人はそろって大きく息を吐はき出した。

　これまで何度も、かなでの創作料理には痛い目にあってるのだ。

「マコト様。この間かなでが作った料理、どうだったでござるか？」

「ああ、あのチャーハンとお茶漬づけと寿す司しが一緒になったような奴やつでしょ。そこになんだか妙な天ぷらが載のってたっけ」

「拙せつ者しや、正直あれを食べた後に胸焼けがひどくて眠ねむれなかったでござる」

「僕は、胃いもたれがしたんだ。二、三日」

　二人はまたず～～んと落ち込んだ。

「だけどまあ、きっと大丈夫だと思うよ。かなでさんもこの前はすごく反省してたし。きっと今回は前回の失敗を教訓にしてると思うよ」

　反省、教訓。

　かなでに一番似合わない単語だなって、涼葉は思った。

　こっそり、胃薬を用意しておいた方が良いでござるな。

　涼葉が心の中でそう呟いたまさにその時だった。

　どんがらしゃんしゃんしゃどかしゃ～～ん！！！

　なにやらすごい音が聞こえてくる。

「なんだ？」

「なんでござるか？」

　マコトと涼葉が顔を見合わせた直後、その声は響いた。

「待ちなさい！　許しませんったら許しませんからね！！！」

　忍にん者じや服のかなでが飛び込んできた。その手にはハエ叩たたきが握られていた。右手と左手にそれぞれ一本ずつ。二刀流、いや二ハエ叩き流だ（ゴロ超悪し）。

「見つけました！　覚かく悟ごしちゃってくださいね！」

　壁に畳たたみに向かって叫ぶと、かなでは二本のハエ叩きを振り上げた。

　しゅばばばばばばばばばばばば！

　目にも止まらない速さで、ハエ叩きが打ち付けられる。何度も何度も何度も。マコトの目ではその数が数えられないくらいの速度だ。

　右足に左足をからめて転んでしまうようなかなでだけど、ハエ叩きが空中でぶつかることはなかった。

　血ち桜ざくらかなで。天然系で、ポケポケだけど、紛まぎれもない忍者。しかも超極ごく悪あく集団と呼ばれた血桜忍にん群ぐんにおいて、中ちゆう忍にんをしてたほどなのだ。

　二本の小こ太だ刀ちを使った剣術、血桜流双そう牙が剣術のキレはなかなかのものなのだ。

　しゅばばばばばばばばばばばばばば！！！

　思う存分ハエ叩きを振り回してから、かなでは満足したように額ひたいの汗をぬぐった。

「ふ～～～、これでもう終わりでしょう。抵抗するからいけないんです。抵抗しなかったら楽に天国行けたのに」

　一応、かなでは手と手のシワとシワを合わせて合唱した。

　それから、涼すず葉はとマコトに目を向けてニッコリとした。

「あ、二人とも。お待たせしました。すぐにご飯にしますからね。特製のかなでシチューです」

　ぱたぽたと台所へ行こうとしたかなでの瞳の端はしっこに、その影は映った。

　小さな黒い物体が、壁をかさかさと歩いていた。

　黒い悪魔再びだった。

（へへ～～～ん、お前の攻撃なんて当たらないぜのろま！　乳がでかくて思うように動けないじゃね～～か？）

　そんな声が、かなでの耳には聞こえた。確かに聞こえた。聞こえちゃったのだ（被害妄もう想そう）。

　宿しゆく敵てきの登場に、かなでの表情が強こわ張ばる。

「どうやら戦いはまだ始まったばかりみたいですね」

　かなでが妙にうつむきながら言った。顔の上半分は影で隠れてて、なんだかとてつもなく怪しい雰囲気だ。

「もう、勘かん弁べんしてあげませんよ」

　抑揚の少ない平へい坦たんな声でそう呟つぶやくと、かなでは懐ふところから大量の武器を取り出した。手しゆ裏り剣けんとか投げ苦く無ないとか鎌かまとか、トゲトゲのついた鉄球だとか、もうたくさんだ。

「これで張り付けにしちゃいます！！！」

　かなでの手から大量の武器が発射される。四方八方にだ。もし涼すず葉はが防いでくれなかったらマコトはその餌え食じきになってただろう。

　ガラスが割れて、棚に置いてあった全すべてものが落っこちてくる。部屋中が手しゆ裏り剣けんだらけだ。

「うふふふふふふふ、いくら何でもこれで終わりでしょう」

　完全勝利に酔よいしれてるかなでだったけど、その鍛きたえられた聴覚がその音を捉とらえた。

　かさかさかさかさかさかさかさかさか。

　キッと音のした方向を睨にらみつけると、宿しゆく敵てきがいた。

（へへ～～～ん、かすりもしなかったぜ。もうちょっとちゃんと狙ねらえよな。バーカ）

　そんな声が、かなでの耳に届く（超被害妄もう想そう）。

「き～～～～～～～～～～～～～～！！！」

　かなではその場でじだばたと地じ団だん太だを踏んだ。

「こ～～～～なったら、こ～～～～なったら、こ～～～なったら！！！」

　だ～～～って、階段を駆かけ上がって自分の部屋へと行くと、まただ～～って駆け下りてくる。

　でっかな竹たけ筒づつを束たばねたようなものを抱かかえていた。ポケポケしてるくせにかなではけっこう器用なのだ。部屋でこ～～いったものをこつこつ作ることに関しては天才的なのだ。

「木こっ端ぱ微み塵じん之の介すけ様直じき伝でんの必殺火薬筒です！　これでもくらっちゃってください！　せ～～の」

　どっげん！！！

　壮絶な音が響いた。涼葉が巨大ハリセンでかなでの後頭部をぶっ叩たたいたのだ。

「お主ぬしという奴やつは何をしてるでござるか！」

　涼葉の叫び声が響いた。

　黒い悪魔は、そんな光景をまるで眺めるかのように壁に張り付いていてから、またかさかさと歩き柱の隙すき間まへと姿を消していった。

（やれるもんならやってみな。俺おれ様はいつでも挑戦を受けてやるぜ。けけけけ）

　もしかなでが見てたら、きっとそんな被害妄想が聞こえたことだろう。

　きっと。




　　　　　２




　家の片付けは大変だった。まず床や壁や天てん井じように突き刺さるトゲトゲした武器達を回収してから、部屋の中を片付ける。もちろん割れたガラスやなんかも拾わなくちゃなんない。

　とりあえず一息つけるほどに片付いた時には、もう時計の針は二時を回っていた。

「まったく、お主という奴は。何を考えてるでござるか？」

　涼葉がお小こ言ごとを言い始めた。何もこれが始めてって訳じゃあない。片付けをしてる最中もずっと言ってた。言い続けてた。

　さすがにちょこっと気の毒になって、マコトは声を飛ばした。

「まーまー、それぐらいでい～～じゃないか。かなでさんも反省してるみたいだし」

「はい、ものすごく反省してます」

　タタミの上に正座して、沈痛な面おも持もちでかなでは頷うなずいた。

「いくら頭に血が上ってたとはいえたかがゴキブリ相手にやりすぎちゃいました。すみませんでした。もう二度とこんなことのないように気をつけます」

　そのままペッコリと頭を下げる。

　かなでがこんなにもしおらしくしてることはかなり珍しいことだから、さすがの涼すず葉はも言葉に詰まる。

「ま、まあ次から気をつけるでござるよ」

「はい、大丈夫です。次からはたとえゴキブリが出たってあんなバカなことはしません。何な故ぜなら」

　満面の笑みでかなではすくって立ち上がると、口の効果音付きである物を突き出した。

「じゃじゃ～～～～ん！　スーパーゴキジェットです。洗面台の下に入ってるのを見つけました。これでいつゴキちゃんが現れても平気です。華か麗れいに退治してあげます！」

　ゴキジェットのスプレーをかまえて、は、は、は～～とか言ってポーズ決めてるかなでに、涼葉は特大のため息を吐はき出した。

　そして思った。

（こいつは、本当に反省してるでござるか？）

　それを判断するチャンスはすぐにやってきた。またカサカサと音をたててゴキブリが現れたのだ。

「あ、出てきましたね。ゴキちゃん。今度はさっきみたいに熱くなんかなりませんよ。なんってったってこっちにはこれがあるんですから」

　かなでがゴキジェットをかまえた。

「必殺！　ゴキジェットアタック！」

　しゅ～～～～～。しゅ～～～～～。しゅしゅ～～～～～。

　断続的にスプレーが発射された。

　だけど、ゴキブリには当たらなかった。偶然かもしれないけど、うまいことスプレーの攻撃を避けていく。

　しゅ～～しゅ～～しゅ～～～。しゅしゅ～～～～～～。

　何度もやったけどダメだった。

　やがて、ゴキジェットスプレーは空からっぽになった。もともとそんなに残ってなかったのだ。

　余よ裕ゆうしゃくしゃくだったかなでの表情が強こわ張ばった。どうやらまた被害妄もう想そうが聞こえてしまったようだ（あくまでかなでの被害妄想なので掲けい載さいは省く）。

「いくらなんでもそんなこと言うなんて……も～～許しませんよ！！！！」

　かなではまた二階の部屋に駆かけ上がった。そして今度はでっかな黒い玉を抱かかえていた。一ひと抱かかえもある玉だ。ちょっとした電子レンジくらいの大きさはあった。

　悪魔が乗り移っちゃったような顔で、かなではその玉をごろんと置いた。

「このかなで特製、超巨大爆ばく裂れつ玉だまでこの家ごと吹っ飛ばしてあげますよ。うふふふふふ」

　チャッカマンで火がつけられる。

「うふふふふふふ、さ～～～覚かく悟ごしちゃってください。黒い悪魔さん！」

　どっげん！

　今度も鈍い音が響いた。また涼すず葉はが巨大ハリセンを振り回したのだ。

　心行くまでかなでの後頭部をぶっ叩たたいてから、涼葉はその巨大な爆弾を抱え上げた。そして窓から思いきり裏の山めがけて投げた。

　それから指をわなわなさせながらかなでを睨にらみつけ言った。

「か～～～～な～～～～で～～～、お～～～ぬ～～～し～～～と～～～い～～～う～～や～～～つ～～～～は～～」

「あ～～～、や～～ですね軽い冗じよう談だんなのに。あはははは」

　なんて笑うかなでだったけど、

　どっご～～～～～～～～～～～～～～ん！　壮絶な音が響いた。

　壮絶な音は、裏の山から聞こえてきた。

　冗談にしてはかなりパワフルに爆風が吹きつける。

　見ると、山の形が変わっていた。

　思わず絶句してしまってる涼葉とマコトの後ろで、かなでが呟つぶやいた。

「あらら、火薬の量を間違えたかしら？」

　それからへらへらって笑う。

「良かったですね～～。涼葉さんマコトさん。もし遠くに投げなかったら今ごろ仲良く三人そろって天国でしたよ」

「か～～～～な～～～～～～～で～～～～～～～～～～～～」

　涼葉がまたかなでを睨みつけた。これまでの怒った顔が微笑ほほえみに見えるくらいに、それはそれは恐ろしい顔だった。

「あはは、涼葉さん怒ってます？　怒ってますよね。あははははは」

　さすがのかなでも謝ってなんとかなる怒り度合いじゃないって判断したのだろう。

「あ、そう言えば三時からチミちゃんと遊ぶ約束してたんだっけ。それじゃね～～みなさん」

　ちょこちょこって逃げ出そうとするかなでを涼葉が追いかける。

「待つでござるよ！！！」

　そして、いつものケンカが始まった。ケンカって言ったって、刀や手しゆ裏り剣けん、爆ばく裂れつ玉だまなんかも飛び出しちゃう、一歩間違えば命を落としかねない物騒なケンカだ。

　流れ手裏剣に当たらないように逃げながら、マコトは叫んだ。

「ちょっと二人とも落ち着いてってば。落ち着いてって」

　そんなマコトの後ろから声がかけられる。

「何やってるの？　マコト兄ちゃん？」

　振り返ると、ぷくぷくほっぺの男の子がいた。マコトの命を狙ねらってる血ち桜ざくら忍にん群ぐんの頭とう目もくだけど、とっても優しくてマコトになついてる少年忍にん者じや。血桜わに太た朗ろうくんだ。

「見ての通り、手裏剣を避よけてるんだ」

　神しん妙みような顔つきで答えるマコトに、わに太朗はふ～～～んって頷うなずいた。

「大変だね」

「大変なんだよ」

「そっか、手裏剣を避けてるんだ」

　少し考えてから、わに太朗は口を開いた。

「新しい遊びか何かなの？」

　さすがは幼いとはいえ超極ごく悪あく忍にん者じや集団、血桜忍群の頂点に立つ少年だ。彼の目から見ればこの状況も遊んでいるようにしか見えないのだろう。

　目の前の少年の内に秘められた忍しのびの血に何か末すえ恐ろしいものを感じながらも、マコトは早口に説明した。

「そ～じゃなくって、二人がケンカしてるんだよ。かなでさんがゴキブリを相手に危あぶない武器を使おうとするから涼すず葉はが怒って」

「ゴキブリ！！！」

　わに太朗の顔がぱ～～って明るくなった。

「マコト兄ちゃんの家にゴキブリがいるの？」

「いるけど、ど～～～してそんなに嬉うれしそうに」

「うふふふふふふ、実はい～～もの持ってきたんだよ」

　わに太朗は、何ど処こからかそいつを取り出し、マコトの前に突き出した。

「じゃ～～～～～ん！！！」

　マコトの目の前に突き出されたのは、緑色した巨大な筒つつだった。

「それは？　何？」

　マコトの言葉に、わに太朗はニッコリ笑って答えた。

「ゴキ家出煙けむり花火！」
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「ゴキ家出煙けむり花火は、血ち桜ざくら秘伝の煙花火なんだ。火をつけるとたくさんの煙が出てくるんだよ」

　春日かすが邸ていの居間にて、わに太た朗ろうは得意気に説明した。

　わに太朗の登場で、涼すず葉はとかなでの忍にん者じや合かつ戦せんもとりあえずの休戦を迎えてた。みんなでそろってわに太朗の持ってきた筒つつを眺めてた。

「マコト兄ちゃんの家にゴキブリが出るって言うならちょうどいいや。これを使えばもうゴキブリに困ることないよ」

「それはすごくありがたいんだけど」

　マコトはそう前置きしてから疑問に思ってたことを口にした。

「ゴキ退治とか、ゴキ殺しとかなら分かるけど、ゴキ家出ってのはどういうこと？　ゴキブリが家出したくなるくらいに強烈な威力があるってこと」

「違いますよマコトさん」

　もと血桜で、この爆弾のことを知ってるのか、かなでが説明した。

「文字通りです。ゴキブリを家出させてしまうんです」

「は？」

　かなでに代わってわに太朗が叫んだ。

「だから、この爆弾を破は裂れつさせてその煙をゴキブリが吸うと、ゴキブリがなんだか旅に出たくなって、家から出ていっちゃうんだ」

　それで説明が終わった。

　非常に難解な説明で、理解するまでにけっこう時間がかかってしまった。

「ゴキブリを倒すんじゃなくて、追い払うってことか」

「追い払うって訳じゃないよ。ゴキブリは喜んで出ていくんだから」

「そんなこと分からないんじゃないの？　ゴキブリに聞いたことがある訳でないし」

「喜んで出ていくの！」

　わに太朗はかたくなに言い張った。そこだけは譲ゆずれないって感じだ。

　この謎なぞについてはもっと詳しく聞いてみたいとこだったけど、なんだかよく分からない忍者や忍にん術じゆつで有名な血桜だ。詳しく聞いたってマコトの中の常識って奴やつが苦しむだけだろう。

「分かった、とにかく、その爆弾を使えばゴキブリが家から出ていってくれる。そういうことだね」

　こっくりとわに太朗が頷うなずくのを見て、マコトは涼葉に顔を向けた。

「せっかくだからお願いしようか？」

「しかし、大丈夫でござるか？」

　涼葉が小声で囁ささやく。

「そのような怪しい爆弾」

「大丈夫だと思うよ。かなでさんが作ったって言うならともかく、わに太た朗ろうくんが持ってきたんだから」

「………………そ～～～でござるな」

　涼すず葉ははこっくりと頷うなずいた。

「それじゃ、それ頼むよ」

「うん、分かったよ」

　わに太朗がちゃぶ台の上に筒つつをどかんと置いた。蓋ふたをパカッと開けると、中に導火線らしき物が突き出している。

　わに太朗は小さな火打ち石で、その導火線に火をつけた。

「しばらくすると白い煙けむりが出てきて、ゴキブリは家出したくなっちゃうんだ。人間が吸っても大丈夫だけど、煙で何も見えなくなっちゃうから外に出よ」

　四人そろって居間を出る。一応、効果が高まるようにと窓を閉めておいた。

　煙が噴ふん出しゆつしたのだろう。もくもくという煙で部屋の中が見えなくなってしまう。

「マコト様、先ほどわに太朗殿どのは白い煙と言ってたでござるが………」

　不安気に、涼葉がマコトに囁ささやいた。

「気のせいか、煙の色が白じゃないように見えるでござる」

「奇き遇ぐうだな。実は僕も違う色に見えるんだ。なんていうか、もっと毒々しい色に」

　ちょっとした不安が生まれた。だけど、気にしないことにした。

「ま～～些さ細さいなことだから」

　そんなこと言うマコトの近くで、かなでが口を開いた。

「だけどわに太朗様。ゴキ家出煙花火なんてよく作れましたね。この時代じゃもう材料になる薬草がないでしょ」

「そうなんだ。ボクよく分かんない。だってこれボクが作ったんじゃないんだもん」

　あははってしてわに太朗は言った。

「昔のボクの家に行ったんだ」

「血ち桜ざくらの隠れ里に？」

「うん、もう五〇〇年もたっちゃってるから家もないし、へんな工場が立っちゃってるんだけど。だけど、土の中から箱の端はしっこが飛び出してるの見つけて掘り出してみたんだ。その箱の中にこれが入ってたんだ？」

「箱？」

　かなでがちょっと「ん？」って顔をした。何かがかなでの記憶の扉をこんこんってしたようだ。

「あの、わに太朗様。その箱って他ほかにどんなものが入ってました？」

「う～～んとね、へんなものが一杯入ってたよ。手しゆ裏り剣けんで作った首かざりとかいろいろ」

「あああああああああああああああああああああああ！！！」

　かなでは大声を上げてから、けらけらと笑い出した。

「あはは、わに太た朗ろう様。その箱アタシのですよ。アタシが昔埋めた時とき箱ばこですよ。まさか五〇〇年も後にわに太朗様が掘り出すなんて。面おも白しろいですね」

「なんだそ～～だったのか。あははは」

　にこやかに笑う血ち桜ざくらコンビに、マコトが尋ねる。

「時箱って何？」

「今で言うタイムカプセルですよ。一時期血桜の里ではやったんですよ」

「………………昔っからあるんだな。あれって」

　そう言えば、小学校の時にタイムカプセル埋めたっけ。将来の夢を絵にして描かいたよな。何描いたっけな僕。確か富ふ士じ山さんくらいのプリンを食べる絵を描いたっけ。バカだったな～～あの頃は……。

　ひとしきり物思いにふけってから、マコトは待てよって思った。

「あの、今ちょっと思ってしまったのですだけれども」

　不自然な敬語でマコトは尋ねた。

「かなでさんのタイムカプセルに入ってたってことは、あのゴキ家出煙けむり花火はもしかして」

「そ～～～ですよ。アタシが作ったんです」

　大きな胸を張ってかなでが言った。

　不安的てき中ちゆうだった。

　マコトと涼すず葉はは顔を見合わせた。

「あ、なんですかその顔。大丈夫ですって。アタシちゃんと作ったんですから。本を見て。まあ、ときどき分量を量はかるのが面めん倒どう臭くさくなって適当に入れちゃったりしましたけど、だけど大丈夫です」

　根拠のない自信を胸に、かなではまた大きく頷うなずいて見せた。

「大体、マコトさんも涼葉さんも普段からアタシのことをバカにしすぎてます。アタシだってやる時はやりますからね」

　確かに、かなではやる時はやる女だ。それは誰もが認めている。

　問題は、何をやるということだ。

　マコトの経験上、とんでもないことをやらかしてくれる可能性はかなり高い。

　そんなこと考えてるマコトの耳に、その音は聞こえてきた。

　カリカリカリカリ、カリカリカリカリ、カリカリ。

　何か硬い物を引っかくような音だ。そして、窓ガラス越しの部屋の中を動く得体の知れない黒い影。煙けむりでよくは見えないけど、それは巨大な何かだった。

「涼葉、本能的になんだかまずい予感がする」

「奇き遇ぐうでござるな」

　涼すず葉はが頷うなずいた。

「拙せつ者しやも、本能的にいやな予感がするでござる」

　次の瞬間だった。いきなりガラス戸が中から打ち割られた。煙けむりと一緒に飛び出してきたのは、大量のゴキブリ達だった。

　問題は、そのサイズだった。

　ざっと見積もっても、寝そべった牛くらいはある。

　思わず絶句しちゃってる面めん々めんの前を、ゴキブリ達はかさかさと走り去っていった。

　数秒の沈黙。

「かなで！！！」

　涼葉の叫び声が響いた。

「あれは一体何なのでござるか？」

「なに言ってるんですか。ゴキブリですよ」

「それは分かってるでござる！　問題はあの大きさでござる！　お主ぬしの作った煙のせいで」

「やっぱそうですよね。普通に考えたらアタシの仕し業わざですよね。でもどうしてあんなに大きくなっちゃったんだろ？　ちゃんと作ったはずなのに」

　アゴのとこに指を当てて考え込んでから、かなではポツリと呟つぶやいた。
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「五〇〇年もたっちゃってるから、賞味期限が過ぎちゃったかしら？」

「でもすごいね。かなで。ゴキブリを大きくしちゃうなんて。すごいよすごいよ」

　虫好きのわに太た朗ろうが目をキラキラさせた。

「本当ですよね。もしかしたらアタシ才能があるのかも」

　満まん更ざらでもない顔をしてるかなでの首を摑つかむと、涼すず葉はは前後にかっくんかっくんと揺らした。

「吞のん気きに喜んでる場合じゃないでござる！　あんなゴキブリが町に行きでもしたら…………」

「あ、確かにそれは大変ですね。あんな大きなゴキブリが町になんか行っちゃったら」

　深刻三〇〇パーセントで、かなでは呟つぶやいた。

「町中のママレモンがなくなっちゃいます」

　かなでのとんちんかんは筋すじ金がね入りだった。

「とにかく、あのゴキブリをなんとかするでござるよ。お主ぬしも責任を取るでござるよ」

「分かりましたよ。一緒に行きます。一緒に行きますって」

「は～～い、ボクも行くボクも行く！！！」

　涼葉、かなで、わに太朗の姿がしゅばって消える。相変わらずの見事な消えっぷりだ。わに太朗の着ていた現代の男の子の服だけがはらはらと落っこちてくる。

「行っちゃった」

　妙な節ふしをつけて、マコトは呟いた。

「ゴキブリポイポイでも用意しとこうかな」

　なんとなくそんなこと口にしたマコトの目の前に、かなでが姿を現す。

「そ～～だ、せっかくですからマコトさんにお願いしたいことがあるんです。一応念のために作っておいてもらえませんか？」
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　木々を飛ぶ二つの影があった。草くさ影かげ涼葉と血ち桜ざくらわに太朗のものだ。

　と、その影に後ろからもう一人加わる。

「かなで、一体どこに行ってたでござるか？」

「あはは、ちょっとマコトさんにお願いしにいってました」

　軽く笑ってから、かなでは尋ねた。

「それで、ゴキちゃんはどこですか？」

「もうすぐだと思うけど……………」

　わに太朗が目をくりくりと動かす。忍にん者じやのサラブレッドの家系に生まれたわに太朗。その視力の良さはマサイの人にだって負けない。

「いた！！！」

　わに太朗が指さしたはるか前方に、巨大ゴキブリ達の姿はあった。分ぶん別べつがちゃんとされてなかったのか、ゴミ置き場に残されてたゴミをあさってる。ＳＦ映画でしか見られないようなおぞましい光景だ。

「さっさと片をつけるでござるよ！！！」

　涼すず葉はを先頭に、かなでとわに太た朗ろうもゴキブリの群れに突進する。

「草くさ影かげ流奥おう義ぎ！　風ふう神じん竜たつ巻まき斬ぎり！」

　涼葉の必殺技に、大量のゴキブリが吹っ飛ばされた。

「血ち桜ざくら流奥義！　火か炎えん地じ獄ごく踊おどり！」

　かなでがばらまいた爆弾で、たくさんのゴキブリがひっくり返った。

「え～～っと、え～～っと、わにわに流奥義！」

　わに太朗も負けじと叫んだ。

「こちょこちょあたっく！！！」

　わに太朗は分身の術で五人くらいに分かれると、一いつ斉せいに敵をこちょこちょした。

　ゴキブリ達も悶もん絶ぜつした。

「う～～～む」

　涼葉が唸うなった。

「齢よわい一〇歳さいにしてあそこまで完かん璧ぺきな分身をするとは。さすがだ」

　三人の働きで、戦いはあっけなく終わった。ゴキブリ達はひっくり返って手足をピクピクさせている。

「とりあえず縛しばっておくでござる」

　涼葉がゴキブリ達をしっかりと縛ってふうと息を吐はき出す。

「これで終わりでござるな」

　わに太朗はうずたかく積まれたゴキブリ達の山を見つめて呟つぶやいた。

「これ、血桜のアジトで飼かっちゃおっかな？　慣れたら背中に乗っけてくれるかも」

　そんなとんでもないことを考えてうふふってしてる。

　だけど、かなでだけは浮かない顔でゴキブリの山を見てた。

「ど～～したでござるか？　かなで」

「いないんです。黒い悪魔が」

「どういうことでござるか？」

「だから、いないんです。アタシと死闘を繰り広げた黒い悪魔が」

「あ、さっきのゴキブリのことでござるか」

　涼葉はやれやれと息を吐き出した。

「お主ぬしの気のせいでござろう。ゴキブリなど皆同じような姿をしてるから」

「いいえ、アタシは忘れません。人をおちょくってるようなあの顔を。この中にあいつはいません。断言したっていいです！」

　拳こぶしを握り締め、かなでは力説した。

　と、わに太た朗ろうが声を上げる。

「あ、あそこにもう一匹いるよ！」

　指さした方向に、そろって目を向ける。

　少し離れた茂みの中に、そいつはいた。こちらに顔を向けている。

「とうとう決着をつける時が来ちゃいましたね。黒い悪魔さん」

　かなではゆっくりと二本の太た刀ちを構えた。

「とあああああああああああああああああああああああ」

　突っ込んでいくかなで、だけど、とっても素す敵てきに右足が左足にひっかかかる。

　壮絶に転ぶかなでを見つめて、涼すず葉ははぼそっと呟つぶやいた。

「お主ぬし、よくこれまで生きてこられたでござるな」

　それから、巨大ゴキブリを睨にらみつける。

「直接の恨うらみはないでござるが、世の台所を預かる奥様方を代表し、天てん誅ちゆうをくらわすでござるよ！」

　涼葉が忍にん者じや刀とうを振り上げて巨大ゴキブリに突進する。そして一気に切りつけた。

　光が一いつ閃せんしたようにしか見えない、一瞬の刀のきらめき。しかし…………。

「まさか……………」

　涼葉は自分の刀を見つめた。無残にも刃はこぼれしてしまっている。

「刀が通じぬとは」

「涼葉姉ちゃん！　どいて！」

　空高くジャンプしたわに太朗が、大きく体を丸めて叫んだ。

「血ち桜ざくら忍にん法ぽう、鬼おに蜘ぐ蛛も固め！！！」

　わに太朗の両手から粘ねん着ちやく性のある白い糸が飛び出す。それは巨大ゴキブリを完全にくるんでしまった。まるで一つの巨大な繭まゆだ。

「はい、これで終わりだよ」

　しゅたって降りてくるわに太朗を見つめて、涼葉は思わず唸うなった。

「鬼蜘蛛固めでござるか。齢よわい一〇歳さいにして恐ろしい術を使うでござるな」

　それから、気を取り直して倒れてるかなでを引っ張り上げる。

「さ、かなで起き上がるでござるよ。まったく、自分の足につまずいて転ぶ忍しのびなど聞いたことが」

「涼葉お姉ちゃん！！！」

　わに太朗の声で、涼葉は振り向いた。

　そして、その光景を見つめた。

　繭のようになっていた白い糸が内側から断ち切られていく。そして、黒い悪魔は再び姿を現した。しかも、ものすごくありえない体勢で。

　一番後ろの足で立ち上がり直立していた。しかも一番前の足にはしっかりとある物が握られていた。

　忍にん者じや刀とうだ。

「ど～～～～ゆ～～～ことでござるか！！！」

　涼すず葉はが思わず叫んだ。

「ど─────して、ど────してゴキブリが二本足で立ってるでござるか？　ど─────して忍者刀なぞを持ってるでござるか？」

　謎なぞが謎を呼んでもう何も分からないわってなっちゃってる涼葉の隣で、かなでが素す敵てきに青ざめてた。

「もしや、もしやあなた様は……………ゴキ丸様!!」

「え？」

　ものすごくいやな予感しながら、涼葉は尋ねた。

「まさか、あのゴキブリが血ち桜ざくらの忍しのびだとでも？」

「そのまさかです。上じよう忍にんのさらに上に位置する幻まぼろしの特とく忍にん、それがゴキ丸様なんです」

　人間よりも階級が上のゴキブリ。

　涼葉はなんだか頭が痛くなった。

「敵の城に忍び込んでばい菌を食べ物にくっつけて、それで敵を体調不良にさせてしまうっていう恐ろしい忍にん術じゆつを使うんです」

　特忍って呼ばれてるわりには、ちょっとせこい忍術だ。って言うか普通のゴキブリがやってることとさほど変わりはない。

　ただ、ここまで大きいとなるとかなり問題だけど。

「でも、ど～～～してゴキ丸様がマコトさん家ちの台所なんかに。確かゴキ丸さんはずっと前に行方ゆくえ不明になっちゃってたはずなのに。最後に見たのは、アタシが確か時とき箱ばこを…………」

　そこでかなではあらって声を上げた。

　ものすごくまずいことを思い出してしまったような、そんな顔だった。

「かなで、聞くのも怖いが聞くでござるよ。一体何が」

「あはは、そ～～言えば時箱に中身をつめてる時ゴキ丸様が箱の蓋ふたのとこにいたんですよ。それでちょっと席を外してから戻ってきて蓋を閉めようとしたらゴキ丸様がいらっしゃらなくて。もしかして、箱の中にいらっしゃったのかも」

　いや～～～～、まいちゃったまいっちゃったってかなでは頭の後ろを搔かいた。

「そっか、それでわに太た朗ろう様が箱を開けたからゴキ丸様が出てこられたんだ。ゴキ丸様はきっと当時、誠せい之の進しんを狙ねらえって命令を受けてたからマコトさんのとこへとやって来たんだ。それにしてもよくマコトさんのこと見つけましたね。さすがゴキ丸様です」

　感心するかなでに、涼すず葉はが叫んだ。

「ちょっと待つでござる。いくらなんでもそんなことある訳がないでござるよ。お主ぬしの時とき箱ばこは別にタイムスリップした訳じゃないのでござるよ。普通に五〇〇年という時を土の中で」

「涼葉さんはゴキブリの生命力をなめてますよ」

　口の前で人差し指を振って、かなでは言った。

「ゴキブリは食べ物がなくたって脱皮してその皮を食べて生きられるんですよ。この前テレビでやってました」

「それにしたって五〇〇年なのでござるよ。一年が五〇〇回なのでござるよ！　うるう年を考えなければ………………」

　懐ふところから紙と筆を取り出して素早く計算する。

「一八二、〇〇〇と五〇〇日なのでござるよ！！！」

「それはすごいですね～～～」

　かなでがとっくりと頷うなずいた。

「でもまあ、そこは特とく忍にんまでなったゴキ丸様のことですからきっとうまくやったんですよ。一人フリーズドライしてたとか」

　一人フリーズドライってなんだよって突っ込みをとてつもなく入れたくなる涼葉だったけど、奥歯を嚙かみ締めてそれを我が慢まんした。今はそれどころじゃないってことは痛いくらいによく分かってたからだ。

　巨大ゴキブリ、ゴキ丸がのそのそって動き始めたのだ。その方向はマコトの家がある方だ。

「いけない！　どうやらゴキ丸様が任務を思い出しちゃったみたいです！」

「な、なんとかするでござるよ！　同じ血ち桜ざくら忍にん者じやとして説得するとか」

「無理です。だってゴキ丸様って言葉通じませんもの」

「な～～～～！！！」

　パニック起してる涼葉の足を、わに太た朗ろうがぺちゃぺちゃと叩たたいた。

「大丈夫だよ、安心してよ涼葉お姉ちゃん。ボク秘密道具を持ってるから」

「秘密道具？」

「あ、分かっちゃいました」

　かなでが言った。

「血桜の虫むし笛ぶえですね！」

「そ、血桜の虫笛。その笛の音色さえ聞けばもうゴキ丸は大人おとなしくなっちゃうんだ。その笛を使ってすぐに誠せい之の進しんを狙ねらえっていう命令を取り消すよ。そうすればもうマコト兄ちゃんも安心だよ」

「本当でござるか？」

「本当ですよ。血桜を信じてください」

　かなでが熱い瞳で言った。

　かなでの熱い瞳ほど信用出来ないものはないけれど、わに太た朗ろうの言葉にはそれなりに信しん憑ぴよう性がありそうだ。

「わに太朗殿、頼むでござる」

「任せてよ」

　小さな拳こぶしで胸をポコンと叩たたいてから、わに太朗は懐ふところに手を突っ込んだ。

「えっと、虫むし笛ぶえ虫笛っと」

　ゲームボーイが出てきた。

　ヨーヨーが出てきた。

　けん玉が出てきた。

　サイダーの王おう冠かんも出てきた。

　ビー玉とかめんことかも出てきた。

　どんぐりとか松ぼっくりも出てきた。

　カブト虫の幼虫とかカミキリ虫の幼虫とかコガネ虫の幼虫とかも出てきた。みの虫だって出てきた。

　最後に、蛇へびのぬけ殻がらを引っ張り出してから、わに太朗はバツの悪そうな顔で涼すず葉はを見上げた。

「どっかに落としてきちゃったみたい」

「わに太朗殿ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！！！」

　涼葉が思わず大声を出す。

　そんな賑にぎやかさなんて後しり目めに、ゴキ丸は巨大な背中の羽を広げた。飛ぶつもりなのだ。

「そうはさせないでござる！」

　涼葉が飛びかかる。

「アタシもお手伝いします！」

　かなでもそれに続く。

　責任を感じたのか、わに太朗も背中の忍にん者じや刀とうを引き抜き、ゴキ丸に飛びかかった。




　ドカバキゴキゴキュドカバキュゴキガキュ！！！




　敗北だった。

　三人仲良く、道路に倒れることとなった。

　ゴキ丸の強さは半はん端ぱじゃなかった。さすが五〇〇年も生き延びただけのことはあった。

　ぶっ倒れてる三人を後目に、ゴキ丸は飛び立っていく。

「大変でござる。マコト様が、マコト様が」

「よ～～し、こうなったらボク、ボク必殺技出しちゃうぞ」

　よろよろと立ち上がったわに太た朗ろうが、何ど処こから取り出したのかわにの着ぐるみを着始めた。いつもなら宙返りして着るとこなんだけど、ちょっと体力が足りなかったのだ。

　わにの着ぐるみにその身を包んだわに太朗は、胸の前で手をぐるぐる回転させ始めた。

「じゅげ～～むじゅげ～～～むごご～～のすりきれ～～～」

「わに太朗様！　それはダメです！」

　かなでが叫んだ。

　わに太朗がこの呪じゆ文もん唱となえた時はものすごく危険だって、下げ忍にんからこっそり回ってきた回覧板に書いてあったのだ。

　だけど遅かった。

「てけれってのぱ～～～！！！！」
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　かなでと涼すず葉はがなんだか大変なことになってる中、春日かすが家けの主あるじ、マコト君が何をしてたかというと。

　庭にて、ぺったらぺったらセメントのような物をこねていた。

　それはネバネバとした粘ねん着ちやく性の物質だった。

　それを、あらかじめ作っておいた段ボールの家のようなものの床にぺったらぺったらと張り付けていく。ちゃんと自分がくっつかないように注意しながら。

「ふ～～、こんなものか」

　完成したそいつを前に、マコトは額ひたいの汗をぬぐった。

『泥どろ棒ぼうポイポイ』

　かなでの字でそんなことが書かれていた。

　近所の家に空あき巣すが入ったっていう話を聞いて、半月ほど前にかなでがしこしこ作ってたものだ。完成前になって空き巣が捕まったってことを聞いて創作意欲がなえてしまって物置きに突っ込まれてたのだ。

「一応、かなでさんに言われて作ってはみたけれど」

　マコトは完成した泥棒ポイポイを眺めた。さすが美術と工作においては天才的な才能を持つかなでの作った作品だ。商品パッケージをそのままコピーしてて、ぱっと見たところは本物のゴキブリポイポイだ。

「ま～～、今回は本当にゴキブリ対策だからな。一応直しておくか」

　マコトは物置きからかなで愛用のペンキを持ってくると、泥棒ってとこを塗りつぶした。

　そしてそこに別の文字を書いた。

『巨大ゴキブリポイポイ』

「うん、こんなもんか」

　今度こそ完成した巨大ゴキブリポイポイを前に、マコトが満足気に頷うなずいた時だ。

　ドスって音が、後ろから聞こえてきた。

　てっきりかなでが戻ってきたんだと思った。涼すず葉はだったらドスなんて音絶対に立てないだろうし、わに太た朗ろうだったら体重がもっと軽いから音だってもっと軽いものだと思ったのだ。

「お帰り。ちゃんと作っといたよ。それで、巨大ゴキブリはど～～なった？」

　にこやかに振り向いた目と鼻の先に、巨大ゴキブリ、ゴキ丸がいた。

　どうしてこのゴキブリは、二本足で立っているんだろうか？　どうして忍にん者じや刀とうなんか握り締めてるんだろうか？

「進化？」

　何となくマコトは呟つぶやいた。

　だけど、こんなダーウィン先生に対抗してる場合じゃない。目の前の巨大ゴキブリは明らかに自分を見つめてる。あんまり健全じゃない瞳で。

　ギチギチギチギチギチ！

　ゴキ丸はアゴを鳴らした。思わず背筋がぞぞっとするような不快な音だ。

　それから、ぐわっとアゴを開いてマコトにのしかかった。

「わ～～～～～～～～!!」

　マコトは悲鳴を上げると、ペンキを投げ捨てて家に飛び込んだ。窓を閉めてカギをかける。とりあえずこれでなんとかって思ったけど、世の中そんなに甘あまくなかった。

　ゴキ丸が忍者刀を投げ捨てると、四つん這ばいになって後ずさる。それからすごい勢いで突っ込んできた。

　ガラスが割れて、ゴキ丸の巨体が居間に飛び込んでくる。万年体育の成績が２のマコトが避よけられたのは奇き跡せきみたいなものだ。

「よくも家のガラスを！　修理にいくらかかると思うんだよ！」

　マコトは、脇の壁に立てかけてあったホウキを手にすると構えた。苦しい家計をやりくりしてる怒りが彼に勇気を与えたのだ。

「とりゃあ！」

　だけど、そんな勇気も長続きしなかった。勢い良く振り下ろしたホウキは、あっけなくゴキ丸の強いアゴで砕くだかれてしまった。

「わ～～～～～～～～」

　マコトはホウキの柄えを投げ捨て、居間を飛び出した。

「ムリだ！　勝てん！　絶対だ！」

　玄関めがけて逃げる。だけど、ゴキ丸はかさかさと手足を動かし、壁、天てん井じようを渡り、マコトの目の前にやってくる。さすがゴキブリならではの運動力だ。

「わ～～～～～～～」

　マコトはすぐ脇の台所に飛び込んだ。台所の脇にもう一つ窓があるからそこから飛び出そうと思ったのだ。

　だけど、思おも惑わく通りにはいかなかった。台所に足を踏み入れた途と端たん思いきり素すっ転ころんだのだ。

「あたたた、ど～～して床がママレモンでベタベタになってるんだよ」

　理由は、かなでがママレモンビームをやったからなのだけど、そんなことマコトは知らないし、考える余地もなかった。

　気がついたら、目の前にゴキ丸が来てた。

　ギチギチギチギチギチギチギチギチ！

　アゴが鳴らされる。まるで喜んでいるかのように激しく。

　マコトは思わず死を予感した。

　そしてちょっとセンチメンタルになってしまった。

　ああ、忍にん者じやに斬きり殺されるならまだしも、ゴキブリに食い殺されるなんて。なんて、悲しい終わりなのかしら？

　はらはらと涙を流してるマコトに、襲いかかろうとしたゴキ丸だけど、とある物体に気がついてふと止まる。

　ガスコンロの上に載のっかってる鍋なべ、かなでシチューだ。

　ゴキ丸は鍋に顔を突っ込むと、シチューを食べ始めた。よっぽどお腹なかが空すいてたのだろう。抱かかえるようにしてすごい勢いで平らげていく。

　少なくとも、それでお腹が一杯になるとは思えなかった。

　そんなゴキ丸を見てたら、マコトはなんだか腹が立ってきた。

　こうなったら、こうなったら、こうなったら……。

　燃え上がる闘志を胸に、マコトは叫んだ。

「胃いにもたれてやるからな！」

　意味不明の闘志を胸に、待ち構えてるマコトだったけど………………。

　ゴキ丸は襲いかかってこなかった。

　突然もがき苦しみ出すと、その場に仰あお向むけになってひっくり返った。しばし足をじたばたさせてたけど、そのうちピクリともしなくなる。

「…………ど～～なってんだ？」

　しばし目をパチクリさせてから、空からっぽになった鍋を見る。

　マコトは思わず唸うなった。

「さすが、必殺料理だ」
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「いや～～～、それにしても良かったですね～～。マコトさん」

　かなでが、へらへら笑いながらおっしゃった。

「てっきりゴキ丸様に頭からバリバリ齧かじられてるんじゃないかって思って心配してたんですよ」

　それから、えっへんって胸を張った。

「これもみんな、かなでシチューのおかげですよ」

　スパコ～～ン！！！

　かなでの後頭部に、涼すず葉はのハリセンによる強烈な一撃が食らわされた。

「なにを言ってるでござるか。あんな恐ろしいものを作っておいて。もしあれを昼食に食べてたとしたら、拙せつ者しやらは皆そろってお陀だ仏ぶつだったのでござるよ」

「ちょっと涼葉さん。人聞きの悪いこと言わないでくださいよ」

　かなでが唇くちびるを尖とがらせた。

「それじゃかなでシチューが毒だったみたいじゃないですか」

「…………かなで、お主ぬしはあの鍋なべが毒じゃなかったとでも言うのでござるか？」

「もちろんですよ」

「それじゃ、どうしてあんな風になってるでござるか？」

　涼葉は庭を指さした。ひっくり返ってるゴキ丸の姿があった。

「決まってるじゃないですか」

　かなでは自信たっぷりにおっしゃった。

「おいしすぎたからです！」

　涼葉は呆あきれた。とことん呆れた。

「あ、信用してないようですね。だったらいいです。残ってるのをかき集めてアタシが味見を」

「かなでさんダメだって！　命を無む駄だにしちゃ！」

「あ～～、マコトさんまでかなでシチューのこと毒だと思ってるぅぅぅ」

「いや、そんなことはないよ。うん、ほら、だけどあのでっかいゴキブリが顔突っ込んで食べてたんだよ。汚きたないって。ばい菌入ってそうだし」

「そ～～ですね。さすがにちょっとエンガチョですねそれは」

　思い止とどまってくれたかなでにホっと息を吐はき出してから、マコトは尋ねた。

「ところで、わに太た朗ろうくんの姿が見えないんだけど？」

　二人の顔がちょっと曇った。

「その、わに太朗殿どのは………」

「どっかで休んでるんじゃないですか？　ちょっと元気にはしゃぎすぎたようでしたから」

　そこで二人はこそこそと内ない緒しよ話を始めた。

「拙者、本当に死ぬかと思ったでござるよ」

「アタシもです。本当、生きてるのは奇き跡せきみたいなものですよね」

「しかしわに太た朗ろう殿どのの変身ぶりはすごかったでござるな」

「本当ですよね。木の根元をビーバーみたいに歯でガジガジガジガジ齧かじっちゃうんですもの。あの大木がたった三秒で倒れちゃうのにはびっくりしました」

「あの大岩を頭ず突つきで割ったのにも背筋が凍こおったでござる」

「火なんか噴ふいちゃってましたもんね」

「もはや怪かい獣じゆうでござったな」

「わにわにザウルスって名前つけましょうか？」

　よく意味は分からないけど、なんだかすごい会話だ。マコトが詳しく尋ねようとすると、縁側の方から声が聞こえる。

「たっだいま～～～」

　わに太朗の登場に、涼すず葉はとかなではのけぞって驚いた。

「どこ行ってたのわに太朗くん」

「うん、よく分かんないけど、気がついたらロープで縛しばられて木に逆さに吊つるされてたんだ。誰がしたんだろ？」

　涼葉とかなでがそろってそっぽ向いて口くち笛ぶえを吹き始めた。

「あ、ゴキ丸やっつけたんだ。すごいな～」

　ひっくり返るゴキ丸を見てすごいなすごいなって感心してから、わに太朗は思い出したように言った。

「そ～～だ、一応あんなとこにほったらかしにしといたら可哀かわい想そうだったから連れてきたよ。待ってて」

　プイっとわに太朗の姿が消えた。それからズリズリと何かを引っ張って戻ってくる。

　わに太朗に引っ張られる巨大な網の中には、巨大ゴキブリがぎっちぎちに詰め込まれていた。おぞましいことこの上なしだ。

　ゴキ丸も含めて、三十三匹の巨大ゴキブリがマコト宅の裏庭にうずたかく積まれた。

「ど～～するかだよなこれ」

　マコトが呟つぶやいた。

「火をつけて焼くというのはどうでござるか？」

「ええ、可哀想だよ！」

「それに、すごいことになるだろうな」

「そうでござるな」

　却きやつ下かだった。

「そ～～だ、新しいペットってことで売ったらどうでしょうか？　一匹一〇〇円くらいで」

　却下だった。

「ただでさえ迷めい惑わくな連中でござるに、ここまで大きくなってしまうと………」

　涼すず葉はがため息を吐はき出した。

「これもかなでの作ったあの奇妙な花火のせいでござる」

「あ、なんでもかんでも悪いことはアタシのせいにするう。涼葉さんの悪いクセです」

「お主ぬしのせいでござろうが」

「あ～～～、まだ言ってる！」

　今にも不ふ毛もうな争いを始めようとしてる二人に、マコトが割って入った。

　まあまあと二人をなだめてから、呟つぶやいた。

「あのさ、今ふっと思ったんだけどさ。あのゴキブリ達ってかなでさんの作ったえ～～と」

「ゴキ家出煙けむり花火ですか？」

「そ～そ～、そのゴキ家出煙花火のせいで巨大化しちゃったんだろ。だからその逆の花火でもとにもどっちゃうとかなって。まさかそんなことないか」

「ゴキ家出煙花火の反対って言うと、ゴキ大歓迎煙花火ってのがあるよ」

　わに太た朗ろうが懐ふところに手を突っ込むと、同じような筒つつを引っ張り出した。

「時とき箱ばこに入ってたから、かなでが作った奴やつだよ」

「ダメですマコトさん！　そんなの使ったらゴキブリが集まってしまいます！」

　かなでが大きな声を上げた。

「アタシを信じてください！」

　かなでが両手を組み合わせて、瞳をキラキラとさせた。私を信じてオ～ラがほとばしってた。

　だ、け、ど………………

「マコト様、試してみるでござるよ」

「そ～～だな」

　なんて話になるもんだから、かなではその場にずっこけた。

「あ～～ん、涼葉さんもマコトさんもひどいです～～～」

　嘆なげくかなでの肩を、わに太朗がポンポンって叩たたいた。

「いいじゃない。ひょっとしたらうまくいっちゃうかもしれないよ」

「うまくいくはずありません！　絶対にありません！　絶対って言ったら絶対です！」

　叫ぶかなでだったけど……………。

　ひょっとしてしまいました。




　もとのサイズに戻ったゴキブリ達は、カサカサ動いて何処いずこへと去っていった。

「それじゃボクは帰るね」

　ゴキ丸だけを捕まえて、わに太朗が言う。

「家に帰ったらちゃんと虫むし笛ぶえ聞かせて任務を取り消しちゃうから安心してね」

　そう言って、わに太朗はしゅばっと消えた。

「よかった。ダメ元で試してみて」

「そうでござるな。実は拙せつ者しや、けっこう可能性は高いと思ってたでござるよ」

「奇き遇ぐうだな。実は僕もなんだ」

　二人で笑ってから、顔を動かす。

「それじゃ、かなでさん。もう暗くなったし家に入ろ」

　庭の片隅で、かなではいじけてた。

「ど～～せアタシなんて何やったってだめだめなのよね。ゴキ家出煙けむり花火も、ゴキ大歓迎煙花火も作れないような、そんなダメダメくノ一いちなのよね」

　ほっとくと世界の終わりが来るまで落ち込んでいそうだったから、マコトは優しく声をかけた。

「そんなことないよ。うん、結果はともあれ、ゴキブリを巨大化させるなんてすごいことだよ。かなでさんにしか出来ないよ」

　マコトに誉ほめられて、かなではすっかり気をよくした。

「そ～～ですよね。やっぱすごいことですよね、いや～～、実は前々からアタシってすごいと思ってたんですよ」

「調子に乗るなでござる」

　涼すず葉はにクギを刺されたけど、そんなものにめげるかなでじゃなかった。

「そ～～だ、みなさんお腹なかペコペコですよね。すぐに作りますよ。かなでシチュー。待っててくださいね」

　かなでが家の中に飛び込んでいく。

「こら～～、かなで、それは止やめるでござる！！！」

　涼葉も追いかけていく。

　裏庭に、マコトだけが残された。

「やれやれ、これで一件落着か」

　大きく息を吐はき出してから、マコトはそれに気がついた。

　裏庭の片隅に置かれた、巨大ゴキブリポイポイの存在だ。

「せっかく作ったのに、使ってやんないってのも可哀かわい想そうだよな」

　しばし考えてから、マコトは呟つぶやいた。

「ま、大は小をかねるって言うし………いいかも」
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　その日の夜………………。

　闇やみの中、少し離れた木々の上から春日かすがマコト邸ていを眺める影があった。

　血ち桜ざくら虎牙ベンガルと愉ゆ快かいな仲間達………もとい下げ忍にん達だった。

　春日かすが邸ていの方から駆かけてきた二人の下げ忍にんが、虎牙ベンガルに小声で報告した。

「皆眠ねむっている様子です。寝ね息いきから判断するに眠りは深い模様です」

「行くならば今しかないかと」

　だけど、付け加えた。

「しかし、本当に行くんですか？」

「当たり前だろう。せっかくこいつが完成したんだ」

　虎牙は懐ふところに手を突っ込むと、一本の竹筒づつを引っ張り出した。

「血ち桜ざくら忍にん群ぐんの薬術の全すべてを費やし作り上げた秘薬、茂も矢や史し津つ子こ。こいつを飲めば最後、極度の虚弱体質になってしまうという恐ろしい薬。しかもどんな毒物検査薬にもひっかからないという特性すら持っているのだ」

　ぐふぐふと虎牙は笑った。

「これさえあれば、草くさ影かげのくノ一いちとかなでをへろへろにしてしまえる。来きたる戦いの時に我らが有利となるのだ！」

「しかし、来る戦いっていつなんですかね」

「わに太た朗ろう様がなかなか突撃命令出さないし。そんな時はずっと来ないのかも」

　そんなことを呟つぶやいた下忍に、虎牙の鉄てつ拳けんが飛んだ。

「きさまぁぁぁぁぁぁ！！！」

　下忍達は必死になって虎牙を押さえた。

「虎牙様！　落ち着いてください！」

「そ～です。いくら離れてるからってそんな大声出したら起きちゃいますよ！　ただでさえ虎牙様は声が大きいんですから」

「ううむ」

　下忍達の言うこともごもっともだった。

　奥歯を嚙かみ締めて、虎牙は怒りを保留にすることにした。

「とにかく、これより奴やつの家に忍しのび込み、保管されている食料にこいつを振りかけてくる。いいな！」

「はい！」

「それじゃ行くぞ！」

　虎牙が飛び出す。下忍達もその後に続いた。

　それからしばらく後。

　春日邸にその音は響いた。

　べちゃ！！！




「ふわ～～～！」

　かなでが欠伸あくびしながら下りてくると、台所でマコトが浮かない顔をしてた。

「ど～～～したんですか？　マコトさん。考え込んじゃって」

「なくなっちゃったんだよ」

「何がです？」

「昨日台所に置いといた奴やつ」

「ああ、あれですか。別にいいじゃないですか。使い道もなかったんですし」

「だけど、なくなったってことは誰かが持ってったってことだからな」

　その時だ。しゅばっと涼すず葉はが現れ、マコトに向かって土ど下げ座ざした。

「も～～しわけないでござる。マコト様。今朝は拙せつ者しやが食事当番なのにすっかり寝坊してしまい」

「しょ～～がないよ。昨日はいろいろあって疲れてたんだし」

　優しくそう言ってから、また台所の空間に目を向ける。

「ど～～したでござるか？」

「いや、昨日ここに置いといたあれがなくなっちゃったんだ。ど～も誰かが持ってったみたいで」

「泥どろ棒ぼうでござるか！！！」

「そう思ってほかを調べたんだけど、別に何も取られてないんだよ。なくなったのはここに置いといたあれだけで」

「おかしな話でござるな」

「おかしな話なんだよ」

　マコトは呟つぶやいた。

「あんなのど～して持ってっちゃったんだろ？」




　一方その頃、血ち桜ざくらのアジトでは……。




「ん～～～～」

　アジトから出てきたわに太た朗ろうは、朝日の中で伸びをした。

「今日はちょっと寝坊しちゃったかな～」

　そんなこと言ってから、ぴょこぴょこと体操を始める。

　そんな時だ。広場のはしっこの方に集まってる下げ忍にん達に気がついたのは。

　好奇心旺おう盛せいなわに太朗は弾はずみながら下忍達のとこに向かった。

「ね～ね～、何してるの～～」

「いえ、それはですね。その」

　口ごもる下忍達の前には、家の模型のような大きな箱が横たわってた。

　箱には、『巨大ゴキブリポイポイ』って書かれてた。

「わ～～、すっごい。こんなの作ったんだ～～」

　わに太た朗ろうは目をキラキラさせながら、その窓に顔を突っ込んだ。

　そして、憮ぶ然ぜんとした顔で床に張り付いてる人物に気がつき、笑顔で言った。

「ね～ね～、虎牙ベンガル。そんなとこで何してるの？　ね～ね～楽しいの？　ね～ね～」





第二十二話　完
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　　　第二十三話　いんびじぶるで忍
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　ぐつぐつぐつぐつぐつぐつ。

　大きな鍋なべの中では、何だか分からない液体が音を立ててた。

　うっかり手なんか突っ込んだら即座に溶とけてしまいそうな色合いだ。

　鍋を覗のぞき込んだ人々は間違いなくこの単語を思い浮かべるだろう。

　毒！

　もしかしたらこうかもしれない。

　猛もう毒どく！

　とにかくま～～、そんな色合いだ。

　そんな恐ろしい鍋を相手に、血ち桜ざくら忍にん群ぐん頭とう目もく、血桜わに太た朗ろうはがんばってた。

　ここは、ひまわり市の外れの山の中にある廃工場。

　言わずとしれた血桜忍群のアジトなのだ。

「えっと、次はアメンボの爪つめの垢あかとバッタの魚うおの目とミミズのふき出物を入れてっと」

　何だか分からないものを入れたら、鍋の中身はさらに凶きよう悪あくな色合いになった。

「うん、こんなもんか」

　わに太朗は満足気に頷うなずいた。

「うんしょうんしょ」

　額ひたいに汗して鍋の中身をぐちゃぐちゃかきまぜてる時だった。

「わに太朗様」

　どすどすやって来たでっかな忍にん者じやが、思わず鼻を押さえた。

　血桜忍群副頭目、血桜虎牙ベンガルだ。泣く子も漏もらす顔の恐いおじさんだ。

「…………何をやっておられるので」

　くぐもった声で尋ねる虎牙に、わに太朗は笑顔で答えた。

「薬を作ってるんだよ！」

　じゃんじゃんじゃん！

　って突き出されたのは一本の古ぼけた巻き物だ。

『血桜忍にん薬やく秘伝之巻』

　血桜忍群が開発した様々な薬やら毒薬やらの作り方が記されてる巻き物だ。

　だけれども………。

　虎牙ベンガルは鍋なべの中を覗のぞき込んだ。

　今にも人を襲いそうな色をしてた。

　最強の毒どく薬やくと言われる人ひと転ころ利りだってもう少し人の良さそうな顔色をしてたはずだ。

「わに太た朗ろう様。一体何の薬を作っておられるので？」

「うふふふふふ」

　わに太朗は巻き物をび～～って引っ張ると虎牙に見せた。

「これなんだ」

　わに太朗が指さしたとこには、こんな文字が書かれてた。

『秘薬　印いん尾び地じ分ぶ瑠る』

「すごいんだよ。この薬。体の向こう側が見えるようになっちゃうんだって。びっくりだよね」

　興奮してぺちゃくちゃ喋しやべるわに太朗に、虎牙は微妙な表情で言った。

「その………ですな。申し上げにくいのですが、それはムリですぞ」

「え？」

　目をぱちくりさせるわに太朗に、虎牙は説明した。

「その作り方通りに何度も試したのでございますが、一度として成功したことはございません。おそらく、先祖がふざけて書き加えた冗じよう談だんではなかろうかと」

　てっきり諦あきらめると虎牙は思った。

　だけどわに太朗は諦めなかった。

「それはみんなが失敗しちゃっただけだよ」

　わに太朗は言った。

「今回は大丈夫だよ」

　自信満々だった。瞳だってキラキラ輝いてた。

　その自信がどこからやってくるのか、虎牙はちょっぴり気になった。

　だから尋ねた。

「わに太朗様。どうしてそう言い切ることができるのでございますか？」

　わに太朗は答えた。

「ボク一生懸けん命めい作ったんだもん」

　それが答えだった。

　答えはそれしかなかった。

　虎牙はやれやれってため息を吐はき出した。

　だけどすぐにそうもしてられなくなった。

　わに太朗が恐ろしい一言を口にしたのだ。

「ちょっと待っててね。もうすぐ出来るから。そしたら虎牙に一番に飲ませてあげるよ」

「……………………」

　虎牙ベンガルは思わず息を詰まらせた。

　息を止めたまま、もう一度鍋なべの中に目を落とした。

　相変わらず凶きよう悪あくな色をしてる。こんなの飲んだら間違いなく無事じゃいられないだろう。そう虎牙の第六感がざわめいてた。

　死ぬことが恐い訳ではない。主あるじのために命を投げ出す覚かく悟ごなら出来ている。それが忍しのびってものだ。

　だけど、死に様ってとこには少しこだわりたかった。

　こんな訳の分からないものを口にして死ぬってのは、ちょっとこだわりから反する。って言うか絶対イヤだ！

　とは言っても、わに太た朗ろうが飲めって言うなら飲まなくちゃならない。これが体育会系の厳しいところだ。

　命令されたら断れない！

　虎牙はごくりとツバを飲み込んだ。

　となると……………。

　残された方法は一つしかなかった。

「えっと、強火で煮詰めて色が変わったら出来上がり……か。あ、変わった。出来た出来た」

　わに太朗はやったやったと喜んでから、大きな木のしゃもじでその無気味な液体をすくった。

「はい、虎牙。飲んで」

　そこに虎牙はいなかった。

「あれ？」

　きょろきょろと辺りを見渡したけどいなかった。

「虎牙ぅぅぅぅぅぅ！」

　返事もなかった。

「しょ～～～がないな～～～」

　わに太朗は唇くちびるを尖とがらせると、次なるターゲットを呼ばった。

「オロチ！　ミカゲ！」

　いつもならすぐにしゅばって現れる二人だけど………今日は出てこなかった。

　返事すらなかった。

「誰か来て～～～」

　いつもなら下げ忍にん達がレギオンみたいにわさわさ駆かけつけてくるはずなのに、やっぱり誰も来ない。

　今日の廃工場は、何な故ぜかものすごく静まりかえってた。

　逃げたとしか思えない静けさだ。

「せっかく作ったのにな」

　相変わらず怪しい色に輝いてる薬を見下ろし、呟つぶやく。

　そんなわに太た朗ろうの頭に、一つの顔が浮かんだ。

　人の良さそうな若者の顔だ。

「そ～～～だ」

　わに太朗は頷うなずいた。

「マコト兄ちゃんに試してもらおっと」

　勝手に決めた。
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　一人の忍にん者じやが壁に張り付いてた。

　壁の向こう側にいる侍さむらいの動きを、そっと見つめていた。

　堂々と出ていってもいいんだけど、そしたら普通に戦わなくちゃならない。

　そんな骨の折れることは忍者はしたくなかった。

　だからこうやって待ってるのだ。侍がそっぽを向くのを。

　待ったかいがあり、侍がぷいっと横を向いた。その隙すきを逃すほど忍者はお人好しじゃなかった。

　素早く侍の背後から歩み寄ると忍にん者じや刀とうを持ち上げる。

　侍の首がかき切られた。

　忍にん殺さつ、首供く養ようだった。

「よし！」

　コントローラー片手に、マコトはガッツポーズを決めた。

「これで忍にん術じゆつ皆かい伝でんは間違いなしだな」

　そう、マコトは自宅にてゲームをやってるのだ。

　マコトはゲームが好きだった。周りからゲーマーと呼ばれるほどにだ。いきつけのゲームショップで開かれたゲーム大会で入賞したことだってある。

　涼すず葉はらとの同居生活が始まってからは48時間耐久ゲームとかいった無む謀ぼうなことはしなくなったけど、それでもたまにはちょこちょこ遊んでるのだ。

「あとはこのまま出口まで行くだけか」

　さらに忍者をぐりぐり動かしてる時だった。

「こんにちは～」

　って声が縁側から聞こえてきた。

　顔を動かすと、リンゴの髪型した男の子がいた。

「お、わに太朗くんじゃないか」

　マコトは上がっといでって手で合図した。

　靴をぺんぺんって脱ぎ捨てると、わに太た朗ろうは居間へと上がってくる。

「おじゃましま～～す」

　好奇心旺おう盛せいなわに太朗はさっそくテレビ画面に大きな瞳を輝かせた。

「ゲームやってるの？」

「ああ、涼すず葉はもかなでさんも友達と用事があるとかで朝から出かけてるからさ。こ～ゆ～時に進めておかないとやる時がなくって」

　マコトはちょいちょいって画面の中の忍にん者じやを動かした。

　前方に侍さむらいが現れた。

　今度はちょっとばかし手て強ごわそうだった。なかなかそっぽ向いてくれないのだ。

「こうなったら特殊忍にん具ぐ、霧隠れの術だ！」

　忍者の姿が消えた。

　いわゆるステルス迷彩なのだ。

　笑っちゃうほどあっけなく、敵侍は撃げき沈ちんした。

「まー実際はこんな都合のいい忍術なんてないんだろうけどね」

　って忍者のわに太朗に顔を向けると……。

「うふふふふふふふふふ」

　わに太朗は笑った。なんだかちょっと恐い笑いだ。

「マコト兄ちゃん。コップ借りてもいい？」

「別にいいよ。ジュースは冷蔵庫の中に入ってるから好きなの飲みなよ」

「うふふふふふふふふ」

　やっぱり気持ち悪い笑いを響かせながら、わに太朗は台所へと向かった。

「やっぱあの子も、忍者だけあってちょっと人とは違うのかな」

　なんてぼやいてから、マコトはテレビ画面に目を戻した。

「よ～～し、さっさとこの屋敷をクリアしちまうか」

　しばしゲームに熱中してると、不意にグラスが突き出される。

「はい、マコト兄ちゃん」

「あ、ありがと」

　マコトはグラスを受け取った。

　もしこの時、グラスに少しでも目を向けてさえいれば、その普通じゃない色に気がついたはずだ。

　だけど、ゲームをがんばってるマコトにそんな余よ裕ゆうはなかった。

　てっきりジュースだと信じて疑ってなかった。

　なんのためらいもなく、マコトはグラスに口をつけた。

　ごくごくごくごくご………。

　マコトの顔が青ざめるのに時間はいらなかった。

　ぶしゅ！！！！！

　マコトは人間噴ふん霧む機きと化した。

「な、何だこれは」

　ここで初めてグラスの中身に目を向けた。

　思わず気が遠くなるような恐ろしい液体だった。地獄のドブ川の水だってもう少しましな色をしてそうだ。

「わ、わに太た朗ろう君………ま、まさか」

　血ち桜ざくらの頭とう目もくとしての本能に目覚めて僕を殺そうと一服盛ったのか！

　なんて考えがぽっこり浮かび上がったけど、どうもそうではないようだ。

　とんでもないものを口にしてムカムカはするけど、胃い袋ぶくろがひっくり返るような痛みを覚えるとか腸が溶とけ出すような苦しみを感じるなんてことはない。

　わに太朗は目をきらきらさせてマコトのこと見てた。

　わくわくわくわく。

　そんな音が聞こえてきそうな瞳だ。

　わくわく音はそれからしばらく続いたけど、ゆっくりと小さくなっていった。

「マコト兄ちゃん、透き通ってないね」

「？？？」

　がっくしとわに太朗は肩を落とした。

「やっぱり冗じよう談だんだったのかなぁ」

「あの、わに太朗くん。一体何の話を……」

「ゴメンね。ゲームしてるところ邪じや魔ましちゃって」

　ぴょこって立ち上がると、わに太朗は縁えん側がわから外へ出た。

「じゃ～～またね。マコト兄ちゃん」

　わに太朗は去っていった。

　状況がイマイチ理解できていないマコトが残された。

「なんだってんだよ本当に」

　すっかり訳分からんちんって表情でマコトが呟つぶやいた時だ。

　ちゃぶ台の上に置いてあった携帯がぷるぷるとその体を振動させた。

　口ゆすぎに行きたいんだけどな～～～。

　そんなこと考えながら、携帯を手に取る。

「もしもし」

『お、マコトか』

　電話の向こうからは、聞き慣れた悪友の声が聞こえてきた。

『今から出てこないか。面おも白しろいもんがあんだよ』

「福ふく本もとの面白いもんね～～」

　マコトは微妙な表情を浮かべた。

　この年がら年中女の尻しりを追いかけてるような悪友の誘いに乗って、得したと思ったことは一度もない。むしろ損ばかりだ。

『そんな気乗りしない声出すなよ。ど～～せ、たいしてやることもなくゲームばっかしてんだろ？　いい若いもんのくせに』

　ちょっと図ず星ぼしで、マコトは押し黙る。

『とにかく、駅前デパートに集合だぞ。いいな』

　電話は一方的に切れた。

「ま～～、家にいてもすることもないし。ちょっとくらい出かけるとするか」

　マコトはよいこらしょと立ち上がってから、思い出したように顔をしかめた。

「いけね、口ゆすがなくちゃ口」
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　駅前デパートの多目的広場にはたくさんの人々が集まっていた。

　このスペースでは、季節に応じていろんなイベントが催されるのだ。地元中学のブラスバンドの演奏会とか、お子様向けのぬいぐるみショーとか、新人アイドルのプチコンサートとか。

「久しぶりだよな。ここでやるイベントに来たの」

　マコトはぼそっと呟つぶやいた。

「この前も福本に連れられて来たんだっけ。新人アイドルのコンサート。最近見ないけどどこ行ったんだろ？　あのアイドル。確か星ほし野のカナタとか言ったっけ」

　遠くに行っちゃうんだろ～なって、マコトは思った。

　それから隣の福本に顔を向ける。

「で、今日はどんな新人アイドルが来るんだ？」

「何を言ってんだよ。誰が新人アイドルなんて言ったんだよ」

　カメラやら何やらで完全武装した福本が言う。

「今日ここであるのは美少女コンテストだよ」

「え？」

「ひまわり商店街がスポンサーになって企画したんだよ。ま～～商品が、野菜とか家電製品とか缶かんビールとかってあれなもんばっかで最初は応募も何もなかったんだが、とある噂うわさが流れてからドバッて応募が殺さつ到とうしたんだ」

「どんな噂なんだ？」

「芸能プロダクションのスカウトマンがお忍しのびでやってくるって噂うわさ」

　そこで福ふく本もとは小声で囁ささやいた。

「ま、流したのは俺おれなんだけどな」

「そこまでするのか」

　福本の執しゆう念ねんって奴やつに、マコトは思わずため息を吐はき出した。

「係員の話じゃかなりレベルの高い女の子が集まってるらしいし。こりゃ楽しみだぜ。早く始まんねえかな」

　福本がでっかなカメラを持ち上げたその時だ。彼のポケットの中から携帯電話の鳴き声が聞こえてくる。

「もしもし、え！　なんだって、じいちゃんが餅もちを喉のどに詰まらせて救急車で運ばれたって！　俺は今忙しいからそんなの知らんぞ」

「知らんぞじゃな～～～～～い！！！」

　マコトはグーでパンチした。そ～でもしなきゃ絶対に行かないだろうからちょっとバイオレンスにやってみたのだ。

「お前はさっさと病院に行ってこ～～～い！」

「く～～～～」

　苦く悶もんの表情で唇くちびるを嚙かみ締めてから、福本はでっかなカメラをマコトに押しつけた。

「後は頼んだ！」

　それだけ言って、福本は会場を飛び出していった。

「きっと血の涙を流してるんだろ～な」

　マコトはなんとなく呟つぶやいた。

　それから、さっさとステージに背を向ける。

「さ、帰ろ、帰ろ、ゲームセンターにでも寄って…………！！！」

　なんて呟きながら会場を後にしようとするマコトはとある少女とぶつかった。

「あ、春日かすがセンパイじゃないですか」

　どこかで見覚えのある少女だった。しばらしくてそれが前にフリフリウエイトレスさんのレストラン前で会った女の子だってことに気がつく。

　確かかなでさんの友達だとか言ってたっけ。名前は？　名前は？

　マコトが名前を思い出すよりも前に、その女の子は早口にまくしたてた。

「やっぱり応援に来てたんですか？　そ～～ですよね。普通来ますよね。せっかくの二人の晴れ舞台なんですものね。だけどど～～します？　もし本当に芸能プロダクションの人が来てスカウトなんかされちゃったら。二人とも魅力的だし可能性は高いと思うんですよね」

「あの、何を？」

「あ、だけど大丈夫ですよ。あんなへらへらしてるけど、かなちゃんって一いち途ずな女の子ですから。きっと、あ、これ内ない緒しよにしなくちゃいけないんだ。あはは、失敗失敗」

　女の子はコツンと自分の頭を叩たたいた。マコトにはとてもじゃないけどついていけないテンションだ。

「そ～～だ、せっかくですからもっとよく見えるとこに案内しますね。アタシこの企画のサポートスタッフしてるんで大丈夫です。さ、どうぞどうぞ」

　よく分かんないけど、女の子に手を引っ張られて最前列へと連れてかれる。

「じゃ～、ごゆっくりね」

　女の子はウインク一つすると去っていった。

「なんなんだ？　一体」

　マコトはそう呟つぶやいてから、改めてまた首をひねった。

「そしてあの娘むすめの名前は何だっけ？　確か山の名前と関係したようなしなかったような」

　富ふ士じ之の宮みやチミって名前をマコトが思い出すよりも前に、会場内が暗くなった。

　そして、アナウンスが始まる。どうやらコンテストが始まってしまったようだ。

　次々と名前を呼ばれて、女の子達がステージへと出てくる。水着のようなレオタードのような、そんな格好だ。

「いかんいかん」

　慌あわてて外へ向かおうとするけど、バリケードのように立ちふさがる人の波がそれを許しちゃくれない。

「ちょっとすみません。僕帰りたいんですけど！」

　なんとか人込みの間をぬって突き進んでいたマコトの耳に、アナウンスの人のその声が聞こえてきた。

「三番、木き桜ざくらかなでさん。四番、草くさ影かげ涼すず葉はさん！」

「え？」

　マコトは思わずそう叫び、振り向いた。

　実に見慣れた顔が、ステージの上に立っていた。

　マコトは思わず大声を上げた。

「あ～～～～～～！！！」




「？」

　ぎこちなく笑ってた涼葉の眉まゆ毛げが、ピクリと動いた。

「ど～～～したんですか？　涼葉さん。ダメですよ。にこにこしてなくちゃ」

　隣のかなでが小声で囁ささやく。五感を研とぎ澄ましてる忍しのびじゃなきゃ聞き取れない息のような小声でだ。

「いや、気のせいか、マコト様の声が聞こえたような気がしたでござる」

「またですか……」

　かなでがやれやれって息を吐はき出した。

「マコトさんがこんなとこに来るはずないじゃないですか？　出で不ぶ精しような人なんですから」

「しかし……………」

「それにもし来てたっていいじゃないですか。応援してもらってアタシは嬉うれしいです」

「拙せつ者しやは、もしこんな姿をマコト様に見られたら………」

　涼すず葉はは拳こぶしを握り締めた。

「舌を嚙かむでござる」

「またですか」

　かなでがまたため息を吐き出した。

「昨日ちゃんと確認したじゃないですか。本当に涼葉さん大丈夫ですか？って。そしたら大丈夫、しっかりやるって言ってたじゃないですか。いまさら泣き言言わないでくださいよ」

「そうでござった」

　涼葉は拳を握り締めた。

「拙者は決めたでござる。マコト様のためにここは生き恥をかこうと。これに参加さえするだけで米が貰もらえるでござる」

「そーそー、ましてや入賞なんかしちゃったら家電製品やなんかももらえちゃいますからね。きばっていきましょ～～」

　かなでが微笑ほほえんだ。

「大丈夫ですよ。言わなきゃばれっこないですから。もちろんマコトさんがこんなとこ来てるはずないし」

　かなではぐるっと観客席を見渡した。

「ほら、やっぱりマコトさんはいませんでしたよ……………」

　そこで、かなではちょっと浮かない顔をした。

「ど───したでござるか？　まさかマコト様が？」

「いや、マコトさんの顔は見えなかったです。それは確かです。それは確かなんですけど」

　かなではもう一度ぐるりと客席を見渡し、その一点で視線を止めた。

「誰か知り合いがいるでござるか？」

　涼葉も客席に目を向け、やはり同じ一点で視線を止める。

　涼葉が「ん？」って顔になる。

　目をごしごしとしてから、もう一度それを見つめ、そして顔をひきつらせる。

「な、なんでござるか？　あれ」

「う～～ん、なんて言いますか、あれですよね。よくテレビの映画とかでやってる」

「そんなのありえないでござるよ」

「そ～～なんですけどね。でも現実に目の前にいるんですからどうしよもないですよ。現実を認めないと」

　全すべてを知り尽くした長老のような顔でそう言ってから、かなでは付け加えた。

「そう言えば、血ち桜ざくらの忍にん薬やくの巻き物にもありましたね。あ～ゆ～風になっちゃうための薬」

「血桜でござるか」

　涼すず葉はの表情が強こわ張ばる。

「そういうことでござるか。あやつは血桜の忍しのびなのでござるな」

「いえ、そう断言してる訳じゃなくて、血桜の巻き物にそんなのがあったな～って。でもあれは噓うそっこだって評判の」

「い～～や、血桜の忍びに決まってるでござる。きっとこの場にマコト様が現れると思いやって来たでござるよ」

「いや、それはど～～かな～～って」

「きっとそうでござる！！！」

　涼葉が何ど処こからか取り出した白い玉を地面に叩たたき付けた。たちまに、会場内が白い煙けむりに覆おおい尽くされる。

　煙が晴れた時、ステージのライトの上には忍にん者じや服となった涼葉がいた。

「血桜の忍びめ、そのような姿になって我らの目を誤ご魔ま化かしたつもりだろうが、無む駄だでござるよ！」

　客席に向かってびしりと指を突きつける。

「あ～～あ、涼葉さんってば一人で突っ走っちゃうんですから」

　ぶつぶつ言いながら、涼葉の後ろからかなでが姿を現す。同じく忍者服だ。

「ま～、個人的に興味はありますからお手伝いはしてあげますけどね」

　わくわくって音が聞こえてきそうな瞳で、かなでは見つめた。

「もし本物だったらすごいことですもんね。捕まえてちゃんと調べちゃいましょ！」

「先せん手て必勝でござる！」

　飛び込んでいく涼葉の後ろに、かなでもくっついていった。
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「ど～～～なってんだよ！！！」

　マコトは走ってた。全速力で走ってた。

　全速力で走って、前方にあったトイレに駆かけ込んだ。

　トイレの扉に背中を預けて、大きく息を吐はき出す。とりあえずの危険は去ったようだ。

「なんなんだよ一体」

　マコトは呟つぶやいた。

　なんだかよく分からないけど、いきなり忍にん者じや服になった涼すず葉はとかなでが追いかけてきたのだ。いくら叫んでも聞いちゃくれない。

「もしかして、僕がびっくりした顔で応援してなかったから怒ったのか？」

　もしそうだとしたら、壮絶な怒り方だなってマコトは思った。

　だけど、別にコンテストのこと知らされてなかった訳だし、それはないか。

　そこでマコトは閃ひらめいた。

「そうか、僕に来られたくなかったのにいたから、それで怒ったんだ」

　それにしたって怒りすぎだぞって思う。

　それに、気になるのは涼葉の奇妙な言葉だ。

『血ち桜ざくらの忍しのびめ、そのような姿になって我らの目を誤ご魔ま化かしたつもりだろうが、無む駄だでござるよ！』

「意味が分からない」

　マコトは首を振ってから、手洗い場へと向かった。顔でも洗ってすっきりしようとしたのだ。

　そこで、マコトは思わず目をぱちくりさせた。

　理由は単純だ。鏡に自分の顔が映ってなかったからだ。

　だけど、服だけは映っている。なんだかものすごくおかしい。

　こんな光景を、ＳＦ映画で見たことがあった。どうもそれのようだ。

「これって、これって、これって」

　マコトはド驚きよう愕がくで叫んだ。

「と～～めい人間じゃないか！！！」

　一体これはど～ゆ～ことなんだ？

　信じられない現実に呆ぼう然ぜんとするマコトの頭に、昼の出来事が浮かび上がった。

　わに太た朗ろうにへんてこな薬を飲まされたこと。

　わに太朗がおかしなことを言ってたこと。

　透すき通ってないねとかなんとか。

「そうか、あの薬は透明人間になる薬だったのか！」

　マコトは純粋に感心した。

「とんでもない薬じゃないか。このことを知ったら、世界中の諜ちよう報ほう機関が押し寄せてくるぞきっと」

　そんなことを想像し、えらいことだなって考え込む。

　だけど、そんな先のことを心配するよりも問題は今だ。マコトにとっちゃ今がえらいことなのだ。

　ど～～したらいいのか？

　考えるマコトの耳に、通路の方向から声が聞こえてくる。

「いたでござるか？」

「いません」

「おかしいでござるな。確かこっちに来たはずでござるが」

「あ、おトイレがありますよ。ちょっとこの中を調べましょうか」

　えらいこっただ。

　あたふたと慌あわてたマコトは、苦く肉にくの策さくを取ることにした。

　できることなら取りたくない、苦肉の策を。




　男子トイレの扉を開けて、涼すず葉はとかなでが入ってきた。

「いたでござるか？」

「いませんね～～～。どこにも」

　二人はトイレの中をざっと見回ってから、出ていった。

「くぅぅぅぅぅ、血ち桜ざくらの忍しのびめ。一体どこに逃げたでござるか？」

「でも本当に血桜の忍びなんですかね？　もしかしたら本物の透明人間さんかも」

「そんなものがいる訳ないでござるよ！」

　涼葉が叫んだ。

「ま、確かにそうですよね」

　かなでが夢を失ったように肩をすくめた。

「血桜の忍びが新しく作り出した薬を使ってマコト様を狙ねらっているでござる。そうに違いないでござる」

　涼葉は手しゆ裏り剣けんを握り締めた。

「拙せつ者しやがマコト様のためにとあれだけの覚かく悟ごを決めて恥ずかしい格好をしていたのを台無しにしてくれた礼をたっぷりするでござるよ」

　めらめら燃えてる涼葉に、かなでがため息を吐はき出す。

「多分薬を飲んだのは下げ忍にんの方だと思いますけど、今日は大変ですね。涼葉さん手加減しそうもないから」

「今度はあっちを探すでござる」

「はいはい」

　二人はトイレを出ていった。




　しばらく後、何もない空間からホッと息を吐き出す音が響いた。

　そう、マコトだ。二人が来る直前に服を脱いで窓の外に隠したのだ。

　すっかり透明人間になっちゃってるマコトだから、服を脱いじゃえばもう何も見えなくなってしまうのだ。

　すっかり存在感の薄くなってしまったマコトは、思いきりクシャミをかました。

「いかんいかん、とりあえず服を着なければ」

　窓の外に手を伸ばして、隠しておいた服を着込む。

「さて、これからど～したもんだろうか？」

　マコトは考え込んだ。

　涼すず葉はとかなでに正直に訳を話せれば問題ないのだけれど………。

「問題は、正直に訳を話す時間をくれるかどうかってことだよな」

　あの様子のことだ。見つかったら最後一気に手しゆ裏り剣けんが放たれることだろう。

　言い訳を言いきる前に、マコトは手裏剣で串くし刺しになってるはずだ。

「やっぱり、この薬を作った人んとこに行って元に戻る薬をもらうってもんだよな」

　マコトはゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「わに太た朗ろうくんのとこに」
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　ひまわり市の外れにある山、その奥にぼろっとたたずむ廃工場。言わずとしれた血ち桜ざくら忍にん群ぐんのアジトだった。

　アジトでは、下げ忍にん達がのんびりとたたずんでいた。

「それにしても良かったよね」

「本当本当、わに太朗様が薬作るのに飽あきてくれて」

「知ってるか？　わに太朗様が作ってたのって、印いん尾び地じ分ぶ瑠るだったらしいぞ」

「印尾地分瑠ってあれだろ？　飲むと透明人間になっちゃうって薬」

「そ～～そ～～、すごいよな。もし透明人間になったら」

「透明人間になったら………」

　下忍一同、口をそろえて呟つぶやいた。

「虎牙ベンガル様の顔にいたずら書きしてやるのにな」

　さらに調子に乗った。

「それだけじゃないぞ。こっそり虎牙様の頭をトラ刈がりにしてしまうことだってできるぞ」

「洗濯バサミを顔にくっつけたってばれないし」

「寝床に忍しのび込んでオナラをしてきたってばれないから叱しかられないんだ」

「やりたい放題じゃないか」

　わいわいとそんな空想話で花を咲かせてる下忍達の後ろから、ぬっと巨体が現れる。

「ほほ～～～～～～、やりたい放題だと？」

　拳こぶしをボキボキと鳴らす血桜虎牙の登場だった。

「あ、虎牙様！　これはその！」

「なんて言うか、言葉のあやでして！」

　もちろん下げ忍にん達の言い訳なんて通用するはずもなく、華か麗れいに虎牙ベンガルによってぶっ飛ばされる。そしてうずたかく積まれた。

「おい、犬いぬ之の介すけ」

　虎牙が、脇で四つん這ばいになってた忍にん者じやに声をかけた。

「ばう！」

　その忍者は、一声吠ほえるととことこと下忍の山に駆かけ寄っていき、片足を上げた。

　おしっこし～～～～～。

　そして何事もなかったかのように戻ってきた。

「べ、虎牙様」

　かろうじて意識のある下忍がかすれた声を出した。

「犬之介様のお散歩ですか？」

「フン、他ほかにやる奴やつがおらんからな。一人で外に離すと厄やつ介かいなことになるし」

　虎牙は足下の忍びに目を向けた。

「その鼻さえなかったらすぐにでも段ボール箱に詰めて捨ててくるのだがな」

　忍びは円つぶらな瞳で虎牙のこと見つめてた。

　血ち桜ざくら犬之介。それがこの忍びの名前だ。血桜忍にん群ぐん中ちゆう忍にんの犬之介は姿は人間だけれども心は犬っていうちょっと変わった方なのだ。

　だけどその鼻は侮あなどるなかれだ。警察犬も真まっ青さおの嗅きゆう覚かく力りよくを保有している。

　散歩さえ欠かさなければ不平も不満も言わず働いてくれる。そんな忍びなのだ。

「そうだ、お前ら行ってこいよ。しばらくぶりの散歩だからなかなか満足してくれんとは思うが。なあに明日の朝までには終わるだろ」

　さっさと仕事を押しつけようとする虎牙だったけど、下忍達は誰も返事しなかった。

　虎牙の鉄てつ拳けんの威力に、とうとう全員そろって意識不明になってしまったのだ。

「仕方ない。わしが行くとするか。まったく、軽く殴なぐった程度で意識を失うとは、修行が足りんぞ」

　ぶつぶつと文句を言いながら虎牙が歩き始めた時だ。

　犬之介がひくひくと鼻を鳴らした。そして頭を低くするとある方向へ向かって静かに唸うなり始めた。

「ど～～したのだ犬之介」

　虎牙の声なんか届いていない様子で、犬之介は今度は吠ほえ始めた。

「わん！　わんわんわんわんわんわんわん！」

　犬之介が走り出した。咄とつ嗟さのことで虎牙が思わず手た綱づなを離してしまう。

「わんわんわんわんわん！！！」

　犬いぬ之の介すけは激しく吠ほえながら何処いずこへと走り去っていった。

「どうしたんだ？」

　呆ぼう然ぜんとして虎牙ベンガルは呟つぶやいた。

　どうも、何かに敵意を抱いだき追いかけて行ったようだけど、虎牙が見るかぎり誰もいなかった。

「あいつ、幽ゆう霊れいでも感じたのか？」

　動物には霊感があるって話を思い出し、虎牙はちょっと震えた。

「くわばらくわばら」




　もちろん、犬之介が追いかけてたのは幽霊でもなんでもなかった。

　透明人間になった春日かすがマコトだ。その嗅きゆう覚かくと犬（体は人間だけど）ならではの超感覚でマコトの存在をしっかりと捕えたようなのだ。

「わんわんわんわんわんわん！！！」

　目を血走らせ、牙きばを剝むき出して追いかけてくる男、恐ろしいったりゃありゃしない。

「うわ～～～～～」

　必死になって逃げるマコトだったけど、木の根っこに足をつまずかせて素すっ転ころぶ。裸足はだしだったからその痛さも倍増だ。

「く～～～～」

　つま先を抱かかえて痛みを我が慢まんしているマコトの前に、犬之介がやってきた。

　ヨダレのしたたり落ちる口には人間とは思えない牙が突き出している。鋭い瞳はしっかりとマコトを見み据すえていた。

　これから襲いかかろうとしてるのは、誰が見たって明らかだ。

　あ～～、どうしよ。思えば犬と仲良くできた記憶があんましないんだよな。幼稚園のあの時も、小学生のあの時も、中学生のあの時も、ずっと嚙かまれたもんな。

　マコトは後悔した。いくら透明だからってこんな恐ろしい所に足を踏み入れてしまった自分を嘆いた。

　だけど嘆いてばかりいたってどうにかなる訳がない。

　最後の手段とばかしに、マコトは手を突き出した。

　そして、精一杯毅き然ぜんとした態度で叫んだ。

「お手………」

　数秒の沈黙後。

「がうぅぅぅぅぅぅぅ！！！」

　犬之介が飛びかかってきた。

「あ～～、やっぱりダメだったか～～～」

　嚙まれる運命を予感したマコトだったけど………。

「犬いぬ之の介すけ？」

　聞き覚えのある声がマコトの耳に届いた。

「あ、やっぱり犬之介だ」

　木々の隙すき間まからひょっこり顔を出したのは、ほかならぬわに太た朗ろうだ。

　それまで敵意を剝むき出してた犬之介が途と端たんに尻尾しつぽを振り出す。く～～んく～～ん言ってわに太朗のとこに向かった。

「あはは、いいこいいこ」

　わに太朗は犬之介の頭を優しく撫なでた。

「そ～だ、そう言えば今日はまだ散歩行ってないよね。一緒に行ってあげようか？」

「わん！」

「それじゃ行こ！」

　走り出そうとするわに太朗に、マコトは声を飛ばした。

「わに太朗くん！」

「…………ん？」

　わに太朗が振り向いた。

「気のせいかな？　マコト兄ちゃんの声が聞こえたような気がしたんだけど」

「気のせいなんかじゃないよ。ここにいるんだよ。見えないけど」

　マコトは力一杯叫んだ。

「透明人間になっちゃったんだよ！！！」

「透明人間に！！！」

　わに太朗がぱ～って顔を明るくした。

「それじゃ薬が成功したってことなんだ。やった、やった」

　犬之介の両手（前足？）を取って踊るわに太朗に、マコトは言った。

「その、喜んでないでなんとかして欲しいんだけど」

　ものすごくムッとした顔で言ったんだけど、残念ながらわに太朗には見えてなかった。




「もとに戻す薬は残念だけどまだ作ってないんだ」

　廃工場の脇の小さな倉庫で、わに太朗は言った。

「え～～、それじゃずっとこの透明のままなのか！」

　思わず嘆くマコトだけど、わに太朗はゆっくりと首を横に振る。

「大丈夫だよ。ボクがなんとかしてあげるから」

　わに太朗の手には、大きなハケが握られていた。

「血ち桜ざくら特製の絵の具で、マコト兄ちゃんに色をつけてあげるね」

　そして、わに太朗の手によるマコトの着色作業が始まった。

　実に忍にん者じやらしく、その作業はものの数秒で終了する。

「ほら、出来たよ。こんなのでどう？」

　渡されたカガミを、マコトは覗のぞき込んだ。

　確かに色がついていた。それは間違いない。もうマコトを見て透明人間だと言う人はいないだろう。

　だけど、みんなこう叫ぶはずだ。

『きゃ～～見て！　パンダ模様の人がいるわ！』

「あのさ、わに太た朗ろう君。できれば白と黒じゃなくてもっとほかの色を使って欲しいんだけど」

「う～～ん、分かった。それじゃこれでどう」

　またハケが動いた。そして作品は完成した。

　鏡を覗き込み、マコトは呟つぶやいた。

「なんて言うか、グリーンマンだよな。これって」

「格好いいでしょ」

「いや、格好いいとか悪いとかじゃなくて、普通の色にして欲しいんだけどさ。ちゃんと肌色を使って」

「え～～、そんなんじゃつまんないよ。ちょっとくらい変えようよ」

「変えない！」

　強く言われて、わに太朗はしぶしぶと頷うなずいた。

「分かった、ちゃんとやるよ」

　ハケが高速で動かされる。そして、マコトは完成した。

　完かん璧ぺきだった。肌の色も髪の毛の色も、唇くちびるの色も、全すべてが完璧だった。

　ただ、目と口の中が透明なのがとてつもなく無気味だったけれど。

「はい、この目薬さして。それからこの飴あめ嘗なめて。仕上げにこの歯ブラシで歯を磨みがけば歯が白くなるよ」

　わに太朗に言われた通りにすると、完璧になった。

　春日かすがマコト、完全復活だった。

「うん、ありがとう。こんなもんだよ」

　マコトは鏡を見ながら満足気に言った。

「だけど、絵の具じゃすぐに落ちちゃうかな？」

「血ち桜ざくら特製の絵の具だもの。お風ふ呂ろに入ったって大丈夫だよ」

　わに太朗が自信たっぷりに言う。

「もとに戻る薬を大至急作るから、出来たら持ってくよ。しばらくはそれで我が慢まんしててね」

「分かったよ。ま、これならしばらくは大丈夫だろうし」

　鏡を見ながらマコトがいろんな表情をしてる時だ。倉庫の扉がどんどんどんって叩たたかれる。

「わに太た朗ろう様、わに太朗様、いらっしゃられますか？」

「虎牙ベンガルだ！」

　わに太朗が素早く囁ささやいた。

「裏に穴があるからそこから出よ。大丈夫。山のふもとまで送ってくから」




「開けますぞ。わに太朗様」

　虎牙が扉を開けた。暗い倉庫内に光が差し込む。

「おかしいな、確かに声がしたのに」

　と、足下に転がってる絵の具の壺つぼに気がつく。

「誰だ？　血ち桜ざくらの忍しのび絵の具を勝手に持ち出して使ったのは」

　虎牙が持ち上げた壺には、こんな文字が書かれてた。

『忍び絵の具赤（水性）』
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「ふ～～、ずっと裸はだかでいたもんだからすっかり冷えちゃったよ」

　春日かすが邸ていの風ふ呂ろ場にて湯につかりながら、マコトは温まった息を吐はき出した。

　倉庫から抜け出した後、アジト入り口付近に隠していた服を回収しなんとか戻ってきたのだ。

　で、冷えた体を温めようと風呂を沸かして入ったのだ。

　まだ涼すず葉はとかなでは帰ってきていない。もしかしたらいまだに透明人間を探してデパートを駆かけ回ってるのかもしれない。

「さてと、体を洗うとするか」

　幾分温まった体で湯ゆ船ぶねから出ると、イスに座る。ボディーソープをたっぷりつけた垢あかこすりでごしごし体をこする。

　体を洗い終わったら今度はシャンプーだ。

　頭をわしゃわしゃわしゃわしゃ洗う。

　もともとそんな長くない髪の毛だ。すぐに洗い終わってしまう。

　ざっぱんと頭からお湯をかぶって完成だ。

「よし、こんなもんか」

　って目の前の鏡を見て、マコトは目ぱちくりさせた。

　理由は単純だ。鏡に自分の顔が映ってなかったからだ。

「鏡、くもってるのかな？」

　洗面器でお湯をぶっかけた。やっぱり映らなかった。

「もしかして………」

　マコトは辺りを見渡し、そして初めて気がついた。

「絵の具が流れちゃってるじゃないか！」

　浴よく槽そうの湯だって乳にゆう白はく色しよくに染まってる。絵の具が溶とけてしまった証拠だ。

「ど～～すりゃいいんだよ」

　思わず呆ぼう然ぜんとしちゃってた時だ。いきなり、風ふ呂ろの扉ががって開いた。

「あ、マコトさんいませんね」

　かなでだった。

　マコトは慌あわてて前を押さえた。透明になってるからそうする必要はこれっぽっちもないんだけど、いわゆる条件反射って奴やつだ。

「かなで、いたでござるか？」

「いいえ、きっと部屋で眠ねむってるんですよ」

「そうでござるな。靴もあったし。夕飯までは邪じや魔まをしないようにするでござる。それにしてもあの忍にん者じやは一体どこに行ったでござるか？」

「まあまあ、そんなカッカしないでくださいよ。コンテストは中止になっちゃいましたけどアタシが福引きでお米当てたんですから。しばらくはもちますよ」

　風呂の扉が閉められた。

　ほっと胸をなで下ろすマコトだけど、事態はとんでもない方向に流れ出した。

「そ～～だ、涼すず葉はさん。せっかくだからお風呂入っちゃいましょ！」

　ええええええ！

「買い物行って汗かいちゃったでしょ。決まり～～～」

　曇りガラスの向こうで、かなでが服を脱ぎ出すシルエットが見える。

　もう、それだけで意識がぶっと飛びそうになる。

　いかんいかん。

　マコトは激しく首を横に振った。

　早く大声を出して自分がここにいることを知らせなくては。それから風呂を出て事情を説明して。え～～と、ゲームをしていたらそこにわに太た朗ろう君が来てそれで……。

　落ち着こうと順序だてて考えたのが裏目に出た。

「わ～～～い」

　かなでがガラス戸を開けて浴室に飛び込んできてしまったのだ。

　もちろん、服は脱いでた。

　だから、すっぽんぽんだった。

　マコトは一言も喋しやべれなくなった。

　かなでの裸はだかに、目が釘くぎ付けになった。

　見ちゃダメ見ちゃダメって頭では思うのだけれども、目が言うことを聞いてくれない。

　瞼まぶただって瞬まばたきを放ほう棄きしちゃってるくらいなのだ。

　注目すべきは、かなでの見事なおっぱいだ。

　雑誌の巨乳グラビアにだって負けてない。

　か、かなでさん。普段から大きい大きいとは思ってたけど……。

　ごくって、マコトは唾つばを吞のみ込んだ。

　こ、こんなに大きかったなんて。

　思わず思った。

　これじゃ、ボクシングの練習に使えそうじゃないか！

　歩くごとに揺れるおっぱいなんてなかなか拝おがめるもんじゃない。

　ここまで大きいと、人を殺せるかもしれん。

　なんてことしみじみと考えたマコト。

　ぶわっち！

　マコトの鼻から鼻血が噴ふき出した。慌あわてて押さえたけど、鼻血の色も透明だからばれる心配はなかった。

　もちろん、透明になってるマコトには気がつかず、かなではにこにこしながら浴よく槽そうに近づいてくる。

「あら、マコトさん入浴剤入れたんだ。何だか血ち桜ざくらの絵の具みたいな匂においしますけど気のせいですよね。それ～～！」

　じゃっぼ～～～んってかなでは湯ゆ船ぶねに飛び込んだ。

　その音で、マコトはハッって我に返った。

　いかん、このままじゃ出血多量で死んでしまう。なんとかここから脱出しなければ……。

　かなでは浴槽の中で泡あわと戯たわむれてる。少しくらい物音がしたって気にするタイプじゃないだろう。

　マコトはよろよろと戸へと近寄った。そして戸を開けようと手を伸ばし…………。

　だけどその必要はなかった。

　戸は向こう側から開けられた。

　そして、そこには涼すず葉はがいた。

　これからお風ふ呂ろに入ろうってとこだったから、もちろん服は脱いでた。

　だからすっぽんぽんだった。

　そりゃかなでに比べればダイナマイツという点においては負けてる。

　だけど見劣りするってことは全然ない。

　形のいいおっぱいにプクンとしたピンク色の突起。スタイルは抜群にいい。鍛きたえているだけのことはある。

　ぶわっち！

　さらに大量の鼻血をぶっ飛ばし、よろめいた。

「！！！」

　涼すず葉はが少しだけ眉まゆを顰ひそめた。

「ど～～したんですか？」

「いや、気のせいか人の気配が」

「なに言ってるんですか。アタシと涼葉さんしかいないじゃないですか」

「そうでござるな」

　少しだけ小首を傾げながらも、涼葉はかなでの隣へと体を沈める。

　泡あわ風ぶ呂ろにつかる二人の少女。

　なんて言うか、ものすごくきてた。
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　こいつはやばいぞ。

　マコトはゴクリと唾つばを吞のみ込んだ。

　そりゃ、このまま見物していたいって気持ちもある。マコトだって健全な男の子だ。

　危険をおかすよりもここでじっとしてて二人が出るのを待った方がいいんじゃないかとも思った。

　だけど、二人は忍しのびだ。もしここでマコトの気配がばれでもしたら。

　お前はもう死んでいる。

　誰かが耳元で囁ささやいた。

　とにかく！　とにかく、なんとかして逃げ出さねば！

　マコトは作戦を練った。

　ここから逃げ出すためには戸を開けなくてはならない。だけど何もないのにいきなり戸が勝手に開いたら怪しまれてしまう。かなで一人なら誤ご魔ま化かせても涼すず葉はが相手じゃそうはいかない。

　とてつもなく困難な任務だった。

　スネークさんだって嫌いやがること間違いなしだ。

　マコトは考えに考えに考えた。そして結論を出した。

　何か別のものに二人の注意を向かせるしかない！

　さしあたって思いついたのは一つだけだった。

　風ふ呂ろの栓せんを抜こう。少なくなるお湯に二人が騒ぎ出すスキを見てここから逃げ出す。

　幸い泡あわ風呂でデンジャラスな膨ふくらみは隠れている。だから任務もこなしやすい。

　マコトはゆっくりと湯船に近寄った。そして風呂の栓のチェーンにそっと手を伸ばす。

　そこで、計算が狂った。

　いきなりかなでが立ち上がったのだ。

「さ、体洗おっと」

　マコトのすぐ右隣に、かなでのおっぱいがやってくる。

　マコトとの鼻先との距離はわずか五センチ足らずだ。

「拙せつ者しやも…」

　涼葉も立ち上がった。

　マコトのすぐ左隣に、涼葉のおっぱいがやってくる。

　マコトの鼻先との距離はやはりわずか五センチ程度だ。

　右を見てもおっぱい。

　左を見たっておっぱいだ。

　おっぱい天国だ（バカ）。

　だだだだ～～～～ん！

　そんな効果音すら聞こえてきそうな攻撃に、マコトが思わず後ずさる。

　たまたまそこに、石せつ鹼けんがあった。

　左足が石鹼を踏みつけた。

　そして、任務は失敗した。
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「マッコト兄ちゃ～～～ん！！！」

　夜の春日かすが邸ていに、わに太た朗ろうがやってきた。

「ねーねー、マコト兄ちゃんは？」

「それが、いないんですよ」

　心配そうな顔でかなでが言った。

「まさか、血ち桜ざくらの手に」

　涼すず葉はも顔をしかめてる。

「う～～～ん、ボクが見る限りじゃ血桜はいつも通りだよ。ちょっと出かけてるだけなんじゃないかな？　そっか、いないのか」

　残念そうに、わに太た朗ろうは呟つぶやいた。

「それじゃ伝言頼める？」

「い～ですよ。なんて伝えましょうか？」

「うん、あのね」

　軽く唇くちびるを嘗なめてから、わに太朗は言った。

「薬の効き目は半日もたてば消えるからって伝えといてくれない」

「薬の効き目でござるか？」

「そ～、薬の効き目。言えば分かるから。それじゃね」

　わに太朗は弾はずむように帰っていった。

「一体なんなんでござるか？」

「なんなんですかね？」

　二人は首を傾げた。

　残念ながら答えは出なかった。

「それより、マコト様でござる」

「そ～です。マコトさんです」

「拙せつ者しや、その辺りを見てくるでござる」

「それじゃアタシはマコトさんのお友達の家にお電話かけますね」

　二人は慌あわただしく活動を始めた。

「そ～～だ。そう言えば脱ぎ捨てた服がお風ふ呂ろ場ばにあったっけ。その中に携帯電話があるかどうか調べてこよっと」

　数刻後。

　風呂場から、かなでの声が響いた。

「大変です！　素すっ裸ぱだかのマコトさんがお風呂場で倒れてます！」




「マコト様、マコト様」

　って声で、マコトは目を覚ました。

　そこは居間だった。

　自分は蒲ふ団とんに寝かされてた。

　後頭部が割れそうに痛かった。

　手で触さわってみると包ほう帯たいを巻かれてた。

「………………」

　呆ぼう然ぜんとしてるマコトに、涼すず葉はが説明した。

「風ふ呂ろ場ばで倒れてるのを見つけたでござるよ」

「風呂場で？」

「も～、びっくりしちゃって。二人でここに運んだんですよ。あ、ちゃんとパジャマもその時に。パンツを穿はかせたのは涼葉さんで」

「かなで！」

　その時の光景を思い浮かべたのか、涼葉が顔を真まっ赤かにして叫んだ。

「にしてもマコトさん。ど～～して電気もつけないでお風呂にいたんですか？」

「…………………」

　マコトはまだ黙ってた。

　なんてことない。思い出せないのだ。

　えっと、確かわに太た朗ろうくんが来て、それで福ふく本もとから電話があって………

　そこで記憶はぷっつりと途切れてる。

　記憶の扉は固く閉じられたまま。押しても引いても開きゃしない。

「う～～む」

　悩んでるマコトに、涼葉が言った。

「きっと、風呂に入ろうとして足を滑すべらせたのでござろう。ささ、夕飯にするでござる」

「う～～～ん」

　マコトはまだ悩んでいた。

　風呂場で何かを見たような気がする。

　そしてそれはものすごいものだったような気がする。

　だけどそのものすごいものが何なのかが、どうしても思い出せない。

「う～～～む」

　まだ考え込んでるマコトの耳に、その声が聞こえてきた。

「こらかなで！　ご飯前に食べるなと言ったでござるに」

「大丈夫ですよ。マコトさんと半分こしますから」

　台所の方からかなでがぱたぱたやってくる。

「マコトさんマコトさん。半分こしましょ」

　突き出されたのは、雪ゆき見み大だい福ふくだった。

　ピキーンってマコトの頭に光が走った。

　失われた記憶の扉が、がちゃがちゃと音を立てたのだ。

　マコトは叫んだ。

「こいつだ！」

「はい？　雪ゆき見み大だい福ふくがどうかしたんですか？」

　かなでがきょとんとして尋ねた。

　マコトは何も答えなかった。

　叫んではみたもののなにがなんだか分かってないのだ。

「う～～～む」

　マコトはまた唸うなった。

「いらないんでしたらアタシが二つ食べちゃいますよ」

　唯一の手がかりは、かなでの口の中に吸い込まれていった。

「お風ふ呂ろ………雪見大福」

　一見すると無関係のようなこの二つだけど、じっくり考えてみてもやっぱり無関係だった。

　だけど、閉ざされた記憶のカギがあるのは確かだ。

「う～～～む」

　マコトはまた唸った。

　思い出せない自分がはがゆくてしょうがない。

　なんだか、男としてなんだかものすごくもったいないことをしてるような不思議な気分なのだ。

「お風呂と雪見大福、お風呂と雪見大福、お風呂と雪見大福」

　ぶつくさ呟つぶやくマコトに、雪見大福をごっくん飲み下したかなでが顔を向けた。

「お風呂と雪見大福？」

　かなでは笑いながら言った。

「そりゃ～溶とけちゃいますね」




　結局、記憶は戻らなかった。

　機会があれば催さい眠みん療りよう法ほうを受けてみようと、マコトは思っている。





第二十三話　完















　　　最終話　春日マコト抹殺指令！
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　深夜、小雨こさめの降るひまわり市の外れの山道で、その工事は行われていた。

　季節外れの大雨のせいで崖がけが崩れてしまったのだ。何台ものシャベルカーが崩れた土や石を掘り起こしている。

　小さいとはいえ隣の町とをつなぐ大切な道路なのだ。ここが閉へい鎖さされるとかなり大回りをしなくちゃならなくなる。

「ううう、寒い」

　車止めの、ピカピカ光る電光棒を振り回してた若い作業員がぶるぶるって震えた。

「なんか急に寒くなってきやがったぞ。ど～したんだ？」

　ぶるぶる震えてる作業員に、声がかかる。

「おい、一いつ平ぺい。どうしたんだ？」

「あ、山やまさん」

　寄ってきた年配の作業員に、一平は軽く笑って見せた。

「なんかしんないけど、急に背筋がぞくぞくっとして。もしかしたら風か邪ぜかも」

「お前が風邪？　そんなことはないだろ」

　そこで山さんは、思いついたように付け加えた。

「もしかしたらこいつなのかもな？」

　手を胸の前に出してだらんとたらす。文句なしに幽ゆう霊れいを表してる。

「バカ言わないでくださいよ」

　一平は軽く鼻で笑った。

「そんな幽霊なんて」

「いや、ありえない訳じゃないんだぞ。なんてったって向日葵ひまわり藩はんの城しろ跡あとが近いからなあ」

「城跡？　ああ、オイラ遠足で行ったことありやす。石しか残ってないとこっすよね」

「ああ、隣の国を攻めた後で仕返しにあって焼かれたんだよ。殿との様ばかりか若殿様も殺されてな」

　山さんがどこからか取り出した懐かい中ちゆう電灯で自分の顔を下からライトアップした。

「襲撃が行われた、こんな小雨こさめの夜には、殺された殿様と若殿様の霊れいが現れては通りかかる人間に襲いかかっているんだとさ」

「ひゃ～～～～～～～～～～～～～～」

　真剣に怖がる一いつ平ぺいに、山やまさんはかっかと笑った。

「なんてな、そんなの大噓うそだよ。確かに、殿との様と若殿様が殺されたってのは本当のことで墓もちゃんと作られてるが、幽ゆう霊れいが出たなんて話聞いたことないぞ」

「も～～～～、驚かさないでくださいよ山さん」

　唇くちびるを尖とがらして文句をぶ～たれてから、一平は真顔で尋ねた。

「それにしても、山さん詳しいっすね」

「まあな。こう見えても、学生時代は歴史研究部に所属してたからな」

　山さんは眉まゆ毛げをにょきにょきさせて自じ慢まん気げに言った。

「さ、風も強くなってきたし、さっさと仕事をしてしまおう。このままじゃ本当に風か邪ぜをひいちまうからな」

「そうっすね」

　一平が頷うなずいた直後だった。

　ががががががががががががががが。

　ギスイ音が夜の闇やみに響き渡る。

「どうした？」

「何かあったんじゃないのか？」

　二人して暗い道路を走る。少し先の工事現場で、事故は起こっていた。

　ショベルカーが転倒していた。岩石に乗り上げてバランスを崩してしまったようだ。

「あ～～～、なんてことをしてくれるんだ」

　カマキリみたいな顔の現場監督が頭をかきむしった。

「今から代わりのショベルカーを呼んでいたら工事が間に合わんぞ。まったく」

　カマキリ監督がねちねちと嫌いや味みを言い始めた。

　要約すると、どうしてこんな初歩的なミスをするのか信じられない。このミスのせいで自分のキャリアに傷がついたらどうするんだ。このタイムロスで出た損失はみんなの給料からさっぴいておく。ちなみにこのみんなってのに自分は入っていないんだぞ。

　なんてことを言ってた。

　作業員達は押し黙ってカマキリ監督を睨にらみつけた。

　最近、本社から派は遣けんされてきたこいつのことが実はみんな嫌いだったのだ。ぶつぶつ文句を言うし、細かなことにうるさいし、ケチだし嫌味だし足が臭くさいし。

　支給される弁当の質が落ちたのもこのカマキリ監督のせいなのだ。

「山さん。オイラもう我が慢まんできないっす！！！」

　一平がぴかぴか光る電光棒を振り上げた。

「落ち着けって！！！」

　山やまさんが一いつ平ぺいを怒ど鳴なりつけた。

「そんなものを振り上げてどうする？　そいつはただぴかぴか光るだけでライトサーベルでもなんでもないんだぞ」

　山さんはくそ真ま面じ目めな顔をしてつるはしを突きつけた。

「やるならこいつを使え」

「……………山さん。さすがにこれは」

「……………冗じよう談だんだ」

　心の底から残念そうにそう呟つぶやいてから、山さんは事故現場に目を向けた。

　相変わらずショベルカーは倒れたままだった。な～～んちゃって、なんて言って起き上がってくれそうな気配もない。

　まず普通に考えれば、工事が中断されるのは仕方のないことだった。

　だけど、明日の朝までに工事を終わらせないとたくさんの人々が困ることも事実だ。第一自分達が困る。あのカマキリ監督のことだから間違いなく給料をカットすることだろう。弁当の質だってさらにさらに落っこちるかもしれない。そんなのはすごくいやだ。いやだったらいやだ。

　こうなったら、手は一つしかなかった。

「監督、工事を中止する必要はありません」

「なんだと？」

「彼らを呼べば大丈夫です」

　山さんの言葉に、カマキリ監督はいぶかし気に眉まゆ根ねを顰ひそめた。

「彼らとは誰だ？」

「ベンさん達です」

　そうだそうだ、ベンさんを呼べばいいじゃないか。

　きっとベンさん達ならなんとかしてくれるぞ。

　うん、それしかないそれしかない。

　古こ参さんの作業員達からそんな声が上がる。

「誰だ？　そいつらは？」

「たまに、アルバイトに来てる方たちです。少し変わってますが仕事っぷりはすごいんです。今日は休みの日なんですが、きっと呼べば来てくれるはずです」

「ふん、面おも白しろい」

　カマキリ監督はバカにしたように鼻を鳴らした。

「呼んでみればいいじゃないか。もしそいつらを呼んでここの工事が予定通り終われば給料を二倍にしてやろう」

　作業員達からどよめきが起こった。

「分かりました。その約束忘れないでください」

　ゆっくりと頷うなずく山やまさんに一いつ平ぺいが駆かけ寄る。

「ちょっと山さん。大丈夫なんですか？　ベンさんたちって確か電話も持ってないから連絡のしようが」

「大丈夫だ。急な仕事の呼び出しの時にはこれを使ってくれと渡されたものがあるのだ」

　山さんはポケットに手を突っ込むとおごそかにそいつを引っ張り出した。

「これだ！！！」

　じゃじゃ～～～～～～ん。

　現れた小さな笛ふえに、一同啞あ然ぜんとした。

「こいつを吹けばすぐに仕事の準備をして駆かけつけてくれるそうだ」

　山さんは静かに笛に口をつけた。そして息を吹き込んだ。

　聞き取るのも困難なくらい高い音が夜の闇やみを駆けていく。

　沈黙の中、時間だけが経過した。

「まったく、そんな笛でやってくる連中がいる訳ないじゃないか。人を馬ば鹿かにするにも程が……」

　カマキリ監督がまたねちっこい嫌いや味みを言おうとした時だった。

　夜の闇の中に、そいつらは現れた。

「ベンさん！」

「おう、山さん。呼ばれたから来たぞ。一体どうしたんだ？」

　泣く子も黙ってひきつけを起こすってくらいの怖い顔が現れた。言うまでもなく、血ち桜ざくら忍にん群ぐん副頭とう目もく、血桜虎牙ベンガルだ。

　ニッカボッカ姿で、背中には巨大なつるはしを背負ってた。

　その後ろにくっついてるのはいつも一生懸けん命めいな下げ忍にん達だ。同じくニッカボッカ姿で、手にはシャベルやつるはしを持ってた。

「実は、道路の補修をしてたんだがショベルカーが倒れてしまって……」

「ふむふむ、なるほどなるほど」

　虎牙はこくこくと頷いた。

「つまり、この岩や石をどかしてしまえばいいんだな」

「いや、それはショベルカーがやるから。ベンさん達はショベルカーを起こしてくれれば」

　山さんの声なんて聞いちゃいなかった。虎牙は下忍達を一いち瞥べつすると一言だけ言った。

「よし、始めるぞ」

「御ぎよ意い！！！」

　そして、仕事は始まった。

　それはそれは、信じられない仕事っぷりだった。

　たった一人で倒れたショベルカーを起こした虎牙ベンガルはそれをそのまま遠くへおしやり、今度は岩に飛びかかった。

　巨大な岩が持ち上げられ、ガードレールの向こうの崖がけに投げ捨てられる。

　下げ忍にん達もぼ～～としてなかった。大きな岩をつるはしで砕くだき、シャベルですくって一輪車に乗っけてひょいひょいと運ぶ。

　最近は、忍にん者じや刀とうや手しゆ裏り剣けんよりもつるはしやシャベルを握ってる時間の方が長い下忍達だ。その腕はかなりのものだ。

「思ったよりも手て強ごわいぞ。おい、爆ばく裂れつ筒とうを出せ！　火ひ達磨だるま三兄弟に作らせたのがあっただろ」

「どうぞ」

　下忍が無む造ぞう作さにポケットから引っ張り出したのはどう見てもダイナマイトだ。

「こら、そ、そういったものは許可を」

　カマキリ監督が何か言ったけど聞いちゃいなかった。虎牙はダイナマイトにさっさと火をつけると岩の隙すき間まに突っ込んだ。

　ちょどか～～～～～～～～～～～～ん！！！！

　壮絶な爆発が起こった。爆風でカマキリ監督が吹っ飛ばされる。

　だけど虎牙や下忍達はちっともこたえてなかった。何事もなかったかのように爆発で割れた岩を運んでいる。

「ほらよ」

「ほいきた」

「そらよ」

「そいきた」

「あらよ」

「あいきた」

「遊ぶなよ」

「なんだよ、せっかくあわせてやってるのに」

　下らない口ゲンカまで始めるほどの余よ裕ゆうっぷりだ。

「い、一体こいつらはなんなんだ？」

　口をぱくぱくさせるカマキリ監督に、山やまさんは得意気に言った。

「ひまわり市土木協会の秘密兵器、ベンさんと愉ゆ快かいな仲間達さ」

「恐るべし、ベンさんと愉快な仲間達……」

　そんな言葉を残して、カマキリ監督は気を失った。

　虎牙達の作業は続いてた。たっぷり一晩はかかると思われてた作業だけど、開始してものの十数分で、すでにその三分の二以上が終了しようとしてた。

「よ～～し、この調子で一気に片付けるぞ～～」

「お～～～～～～」

「働いた後の飯めしはうまいからな～～。楽しみにしてるんだぞ～～」

「お～～～～～～」

「こらそこ！！！　そんな軽い盛りで運ぼうなぞ手抜きにも程があるぞ!!」

　下げ忍にんが運ぼうとしてた一輪車めがけて虎牙ベンガルは岩石を投げつけた。ごんごんごんごんって音を立てて一輪車の上に岩石が山積みになる。二、三個間違って周りの下忍に直撃したけど、虎牙はちっとも気にしなかった。あまり部下を大切にしない上じよう司しなのだ。

　鬼おにのように岩石の積まれた一輪車を泣きながら押していく下忍を満足気に見つめてから、虎牙は改めてつるはしを持ち上げた。

「そ～～～らよ！！！」

　力いっぱいに岩石の隙すき間まにつるはしをぶちこむ。と……。

「ん？　なんだ」

　虎牙がいぶかし気に太い眉まゆを顰ひそめた。

「どうしたんですか虎牙様？」

「腰にきたんですか？」

「もう若くないんですからムリしちゃダメだって」

　最後の一人を問答無用にぶっ飛ばしてから、虎牙は言った。

「岩の隙間が光ったような気がしてな」

「年による疲れ目でチカチカしてんですよ」

　さらにもう一人ぶっ飛ばしてから虎牙は頷うなずいた。

「まあいい、掘り出してみればいいだけだ」

　虎牙がつるはしを捨てると、太い腕で掘り出し始めた。下忍達、そして作業員達が興味しんしんといった様子で取り囲む。

「なんなんだろうね？」

「徳とく川がわの埋まい蔵ぞう金だったりして」

「化石じゃないのか？」

「おまるだとか」

「バカ、おまるがあんな音立てる訳ないだろ？」

「金属で出来たおまるなんだよ」

「金属で出来たおまるか。便座が冷たそうだな」

　とまあ、そんなたいして意味のない会話がさざめき合う中、虎牙は最後の岩に手をかけた。

「よし、どかすぞ」

　気合一声で、虎牙が岩をどかした。

　その瞬間、強烈な光がほとばしる。効果音にするならギャラピカ～～ンってとこだ。

「こいつは！！！」

　夜の山道に、驚きの声が響き渡った。
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　すごい人だった。

　とにかくすごい人だった。

　ひまわり市の市役所近くに作られた真新しい平屋の建物。その前にはものすごい人だかりが出来上がってた。

「ほえ～～～」

　そんな人だかりをポカンと眺めて、若者は呟つぶやいた。

「まるで、夏休みのネズミーランドに来たよ～だ」

　春日かすがマコト。それが若者の名前だ。

　人の良さそうな顔つきの、平凡を絵に描かいたような若者だ。唯一の特徴と言えばちょっと太めの眉まゆ毛げくらいのものだろう。だけどそれだってさほど珍しいものじゃない。別に左右の眉毛がつながってる訳じゃないからそんなに目立ってない。

　肉体労働にはちょっと不向きなひょろんとした体。服装だって量りよう販はん店てんの安物で上下をそろえている。個性なんてものは感じられない。

　そんな特徴のないマコトだけど、その境遇だけは聞いた人が思わずウソだああああ!!　って叫んじゃう程に変わってた。

　なんてったって戦国時代からやってきた忍にん者じや達に命を狙ねらわれてて、なおかつ二人のくノ一いちと同居してるのだ。こんな境遇の奴やつなんて日本中探してもそうはいないだろう。断言したっていい、いる訳がない。

「ねえねえ、マコトさん。本当にここに行くんですか」

　隣に立っていた女の子が渋しぶい顔して呟いた。服の上からでも見てとれるくらいにプロポーションがいい。

　彼女の名前は、血ち桜ざくらかなで。マコトのことを狙う血桜忍にん群ぐんってとこの中ちゆう忍にんだったんだけど、ひょんなことから抜け忍にんして今ではマコトの家に居い候そうろうしてる天然系忍者だ。

　だけど、なんだかよく分からないことをやらかしてしまう忍者として、血桜ではそれなりに恐れられてたりする。そんな娘むすめだ。

「せっかく町に来たんですから、こんなとこ止やめて駅前デパートに行きましょ～～よ。そこでパフェ食べましょうよパフェ。ねえねえ」
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　ぐいぐいと手を引っ張るかなでに、マコトは苦笑いしながら言った。

「まあ、せっかくここまで来たんだから行っとこうよ。春休みも今日で最後なんだし。それに涼すず葉はがどこどこに行きたいなんて言うのは珍めずらしいことだからさ」

「そ～～ですね～～。涼葉さんが珍しく行きたいって言ったとこですからね。そりゃ～～、なにかとお世話になってるアタシとしては付き合ってあげないこともないですけど……」

　かなではもう一度人込みを見つめた。

　そして、また顔をしかめた。

「でも、あの人込みですよ」

「ま、確かに気持ちは分かる」

　同じく、あまり並ぶことの得意じゃないマコトがこっくりと頷うなずく。

「みんな、黄おう金ごん像ってのに魅ひかれちゃったんだろ～～な」

　マコトは手に持ってた地方紙を持ち上げた。

「それにしても、この真ん中に写ってる人、どこかで見たことあるよ～～な気がするんだよな。なんて言うか、もう二度と会いたくないような感じの。できれば来世でも会いたくないような」

　マコトがそんなこと呟つぶやいてる時だ。二人の脇にしゅばって現れる影があった。

　頭の後ろの高い所で髪の毛をしばった、目め許もと涼しげな美少女、マコト宅に居い候そうろうしてるもう一人のくノ一いちだ。

「マコト様。申し訳ないでござる」

　涼すず葉はは深々と頭を下げた。

「拙せつ者しやが財さい布ふを忘れたばかりにお待たせして」

「いや、別にいいんだけど」

　マコトは尋ねた。

「えらく速かったけど、そんなにすぐにバスが来たの？　家のへんってちょっと町外れだから一時間に一本か二本くらいしかバスないはずだけど」

「拙者、走ってきたでござる」

　涼葉は言った。言いきった。

「走ってきたって、僕の家からここまでってバスでも二〇分くらいかかる距離で」

「そうでござる。思ったより近かったでござるよ」

　涼葉が悔しそうに唇くちびるを嚙かみ締めた。

「もう少し遠ければ、絶対に追いつけたはずでござるに」

　やっぱり忍にん者じやってすごいな。

　今更ながら、マコトは舌したを巻いた。くるくると巻いた。

「も～～、いいですからさっさと行っちゃいましょ～～～よ」

　かなでが声を張り上げた。

「ちゃっちゃっちゃっと見ちゃって、それから駅前デパートに行きましょ。そしてチョコレートパフェを食べるんです!!」

　ずんだかずんだか歩いてくかなでを、涼葉とマコトは慌あわてて追いかけた。

　思わずうんざりとしてしまうような列の一番後ろに、三人はちょこんと並んだ。

「しかし、ちょっと不安でござるな」

　涼葉が口を開いた。

「何が不安なんだ？」

「血ち桜ざくらのことでござる」

　ぐるりと辺りを見渡し、涼葉は目を細めた。

「彼らも拙者達と同じく時を超えた身。この歴史資料展も興味を覚えてきているかもしれませぬ。もし鉢はち合あわせをしたら」

「そんなことないですって。涼葉さん」

　ケラケラ笑いながらかなでが言った。

「血桜の皆様ってそんな勉強熱心な人達じゃないんですから。これが世界の料理博覧会とかで無料でご飯を食べさせてくれるって言うなら、なにがなんでも来ると思うんですけどね。それに……」

　かなではクスクスって笑って付け加えた。

「ほかの皆様はともかく、虎牙ベンガル様は待つとか並ぶとかじっとしてるってことが人一倍嫌いな方なんですよ。行列に並ぶくらいなら舌を嚙かむっていつか言ってましたもの。そんな虎牙ベンガル様がこんなとこ来る訳ないじゃないですか。断言したっていいですよ。絶対に来ません！」

「そうでござるか」

　って返事する涼すず葉はだけど、どうも不安は拭ぬぐいされないようだ。

「しかし、拙せつ者しやどうも悪い胸騒ぎがするでござるよ」

「涼葉は疲れてるんだよ。今日の夕飯はカップラーメンか何かにして、家でゆっくり休もうじゃないか。春休み最後なんだし」

　マコトが笑いながら言った。

「かなでさんが言ってるみたいに、血ち桜ざくらの人達はこんなとこ来るはずないんだからさ」

　何度も頷うなずいた。

「そんなことないそんなことない」
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　残念ながら、そんなことあった。

　歴史資料展会場の通路で人の波にもみくちゃにされてるのは、他ほかならぬ血桜虎牙だったのだ。

　もちろん忍にん者じや服ではない。ちゃんと現代の格好をしてた。パジャマっていうかなりずれた格好ではあるけれど。

　周りに同じようなパジャマを着込んだ男達がいた。きっと下げ忍にん達だろう。

　なんだかパジャマパーティーから抜け出して来たような風ふう体ていで目立ちまくってたけど、虎牙も下忍達もちっとも気にしてなかった。下忍達は、オレ達ってナウいぜ、なんて思ってたくらいだ（恐ろしいことに）。

　そして、虎牙に関して言えば、周りを気にしてる余よ裕ゆうすらなかった。

「おい、あとどれくらいかかる？」

　険けん悪あく色いろに染まった虎牙が尋ねる。一人の下忍が隣の下忍の肩に飛び乗って前方を見み据すえた。

「そうですね。黄おう金ごん像が展示してある所まではざっとみつもっても十五分くらいじゃないでしょうか」

「十五分だと！」

　虎牙が鼻息を荒くした。

「わしはもう外から数えると一時間半もこうしているのだぞ。人込みの中で、じっとしてああ、もう我が慢まん出来ん!!」

　プシュ～～って虎牙の鼻から蒸気みたいなもんが噴ふき出した。虎牙の溢あふれんばかりの闘争オーラが臨りん界かい点てんを超えて体の外に漏もれ出しているのだ。

　これは、虎牙という暴走機関車が暴走を始める合図みたいなものだ。

「いかん！　虎牙様の限界が近いぞ！」

　下げ忍にん達がざわざわと騒ぎ出した。

「みんな、虎牙ベンガル様の気分を紛まぎらわすんだ」

「一番、血ち桜ざくら一いち郎ろう。歌を歌います。なみっのたにまにしのびのかげ～が～」

「ダメだ！　鼻息がおさまらん！　次！」

「二番、血桜シンジ。一発芸やります。あ、耳がおっきくなっちゃった」

「ダメだダメだ。そんな特異体質見せたってどうにもならんぞ。次」

「三番、血桜げら丸。スプーン曲げをします。……あ、箸はししか持ってない」

「ダメだダメだ！　話にならんぞ話に!!」

　なんてことやってるから、気がついたら虎牙の顔が真まっ赤かになってた。鼻や耳からもしゅーしゅー闘争オーラが出てた。

「いかん、せめて一般の人達に迷惑がかからないように全力で押さえつけるんだ！」

「さよなら、オレらの人生！」

　下忍そろって虎牙にしがみつき押さえながらはらはらと涙を流した。

　暴走５秒前、４、３、２、１。

　ついに暴走って時だった。レギオンみたいなことになってる虎牙達に声がかけられる。

「なんだ、工事現場の方々ではありませんか？」

　首を向けると、見慣れた顔があった。虎牙達が黄おう金ごん像を発見したって連絡を受けてすぐに駆かけつけて来た市役所の人だ。展示会場では係員をしているようだ。

「いらしてるのなら声をかけていただければよろしかったのに。そうすればすぐにお通ししたのに」

　下忍達は最後の希望を込めて尋ねた。

「あの、すぐに黄金像のとこまで行きたいんですけど！」

「あ、どうぞどうぞ。こちらに近道がありますので」

　市役所の人がテープで仕切られた通路を開けてくれた。

「この先を行けばすぐに黄金像ですよ」

「ありがとうございます！！！」

　下忍達は、虎牙を取り囲んだまま、わさわさと通路をつき進んだ。まるで人間で作られたボールのようだ。その無ぶ気き味みさ、異様さに通路の先の人達が思わずスペースを開ける。

「さ、虎牙様。着きました！」

　黄金像展示場所で、下忍達は人間ボールを解体した。

「さ、ど～～ぞ。心ゆくまでご覧らんください！」

　だけどそう言って指さしたのは、黄金像なんかじゃなかった。

　その脇に飾られる、大きなパネル写真だった。

「お、着いたか」

　虎牙ベンガルの顔がいつもの色を取り戻した。耳や鼻からぷしゅーぷしゅー噴ふき出してた闘争オーラもとりあえず収まる。

「どれどれ、あの時の素晴らしい写真でも見るとするか」

　そろって、写真に目を向けた。

「あ。見ろよオイラの顔。ちゃんと写ってるぜ」

「なにを、俺おれ様だって負けてないぞ。この角度が最高だろ！」

「見て見て、こっそりピースしたのがちゃんと写ってるぞ。う～～ん、やっぱりナウイ仕し種ぐさだよな。これって」

　わいわいと喜ぶ下げ忍にん達だけど、虎牙は喜んでなかった。

「おい」

　険悪を三〇年くらい熟成させておいた壺つぼを開いたような声を虎牙は出した。

「ど～～してわしが写っておらんのだ？」

「なに言ってるんですか。こんなにもちゃんと虎牙様の大きなお体が写ってるじゃないです………」

　下忍達は強烈に口ごもった。

　お体はちゃんと写ってた。

　だけど、お顔はしっかり切れていた。下あごしか写っていない。

　ひたすら強烈に口ごもってから、下忍達は苦しまぎれに言った。

「きっとあれですよ。虎牙様があまりにも人並み外れたいい男だから、カメラ取る人がついつい見つめられなかったんですよ」

「そ～～ですそ～～です」

　残った下忍達はこくこくと頷うなずくと、そろって叫んだ。

「虎牙様は人間離れした顔ですから」

　叫んだ後で間違いに気がついた。

「あ、しまった！」

　だけど時すでに遅かった。

　虎牙の顔色はまた真まっ赤かに染まってた。しかも耳や鼻や口、そこら中から闘争オーラーがにじみ出ている。

「あ、あ、あ、あ、あ」

　苦し紛まぎれに、下忍達はおっぱじめた。

「四番、血ち桜ざくら海え老び太た。海老ぞりをします！」

「五番、血桜指ゆび之の介すけ。親指を外して見せます！」

「六番、血桜鉛えん筆ぴつ丸まる。鉛筆をプルプル揺ゆらして曲がってるように見せます！」

「七番…………………………」

　さすがに無理があった。

　大量の闘争オーラを噴ふき出して、暴走機関車はスタートしてしまった。

「うが～～～～～～～！！！」

「ぎゃ～～～～～～～！！！」

　もちろん、警察が呼ばれた。
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　ピーポーピーポーピーポーピーポー。

　しばらく並んでて、やっと入り口のとこまでやって来たマコト達の耳に、その音は届いた。

「何かあったのかな？」

「何でしょ～かね。気になりますね」

　呟つぶやいたかなでがコクンと頷うなずいた。

「分かりました。アタシが調べてきますね」

「いや、別にいいのに」

「いいからいいから。それじゃ失礼しま～～す」

　そしてかなでは去っていった。じっと待ってるのがよほど退屈だったようだ。

　しばらくして、かなでは戻ってきた。

「なんでも、黄おう金ごん像を発見した工事現場の人達が来てて、黄金像を見てるうちに大喧げん嘩かを始めちゃったそうなんです」

「何な故ぜでござるか？」

「さあ、理由までは分かりませんけど。とにかくそ～～ゆ～～ことです。あ、マコトさん。そろそろアタシ達の番ですよ。早く早く」

　三人そろって、会場へと足を踏み入れた。

　会場内にはひんやりとした空気が漂ただよっていた。人が多いってことで冷房がきかされているらしい。

　即席で作られたわりにはちゃんとした展示会場だった。展示品が入ったガラスケースが並び、順路に従って人々が歩いている。

　さっそく、順路通りに眺めていくことにした。

「マコトさん、見てくださいよ。縄じよう文もん時代のおまるだって。すごいですよ。アヒルの部分が土ど偶ぐうなんですから」

「へ～～、すごいな」

　マコトは思わず感嘆の息を漏もらした。

「マコト様。弥生やよい時代のおまるだそうでござる。今度は埴はに輪わでござるな」

「ほ～～～、すごいすごい」

　今度もマコトは感心した。

「マコトさん。飛鳥あすか時代のおまるですって」

「マコト様、こちらは平へい安あん時代のおまる」

「う～～～む」

　マコトは唸うなった。

「ひまわり市ってのは、おまるの産地だったのか？　どうしてこうおまるばっか」

「あ、今度は戦国時代のコーナーですよ。大丈夫です。今度はおまるじゃないようですから」

　かなでの言う通り、今度はおまるじゃなかった。鎧よろい兜かぶとや錆さびた刀。甲かつ冑ちゆうなどが展示されている。なかなかの充実ぶりだ。

「へ～～、向日葵ひまわり藩はんの藤ふじ嵐あらし城が攻め滅ぼされた時のものだろうって説明に書いてある。すごいな。大昔ここでそんな戦いがあったなんて」

　ちょっと興奮した口調で言ってから、マコトは気がついた。

　とても寂しげな顔をする、涼すず葉はにだ。

　そうだ、涼葉はそんな戦国時代からタイムスリップしてきてるんだっけ。藤嵐城が攻められた時に若殿との様と逃げて。

　ちょっと反省したマコトは、小声で呟つぶやいた。

「ごめん。一人ではしゃいじゃって」

「気にすることないでござる。ちょっと昔を思い出してただけでござるよ」

　静かに、涼葉は笑った。

「何だか不思議な気分でござる。一年前に見た鎧兜や刀のこのように古びた姿を目にするとは」

　自分が超えた五〇〇年って時の長さを再認識し、しんみりとしてる時だ。

「あ～～～～、これアタシのです！　これアタシの！」

　一つのガラスケースを前にして、かなでが叫んだ。

「この短刀アタシのです。走ってて落っことしちゃったんです。よかった。まさかこんなとこで見つかるなんて」

　迷わずガラスケースを開けようとするかなでは、早さつ速そく係員に捕まった。

「本当なんですって、その刀はアタシのなんですって。誕生日にお友達からもらったんです！噓うそだと思うなら柄つかを見てくださいよ。かなちゃんにって書いてありますから。ね～～ってば」

　そしてかなでは連れていかれた。

　しばらくは帰ってこないんだろうなって、マコトは思った。

　二人は顔を見合わせると、くすって笑った。

「さ、黄おう金ごん像ってのを見に行くか」

「そうでござるな」

　かなでのおかげで明るくなった空気のまま、二人は黄おう金ごん像のもとへとたどり着いた。

　一ひと際きわ厳げん重じゆうなガラスケースの中に、その像はあった。

「すごいな、黄金だよ」

　マコトが呟つぶやいた。

「そんなに大きくはないけど、いくらぐらいするんだろうな。これって。なあ涼すず葉は」

　涼葉に顔を向ける……けど。

　涼葉は真ま面じ目めな面おも持もちで黄金像を見つめてた。

　その深刻な表情に、マコトはちょっと心配になった。

「なあ、涼葉。いくらなんでもそれだけはやっちゃいけないと思うんだ。うん、家の家計を心配してくれる気持ちは嬉うれしいんだけど」

「え？」

　一瞬、「？」って顔をしてから、涼葉はとんでもないと首を振った。

「違うでござるよ。拙せつ者しやは別にこれを盗ぬすもうとかそんなことなど考えてないでござる」

「そうか、ごめん。何か深刻な顔してたからもしやと思っちゃって」

「拙者はただ、これを昔どこかで見たことがあるような気がして、それで見てただけでござる」

「これを見たことがある？　新聞で？」

「違うでござる。もっと前でござる。えっと」

　涼葉は考え込んだ。だけど答えは出てこないようだ。

　こういった時は声をかけない方がいいってことをマコトはよく知ってたから、静かに黄金像に顔を向けた。

　何の神様を彫り込んだものかは分からないけれど、何だかものすごく悪そうな顔をしていた。もし映画やゲームなら悪役間違いないだろう。

　マコトの背筋がぞくぞくってした。なんだか睨にらみつけられたような気がしたのだ。

　そんなぞくぞくを、マコトが笑い飛ばした次の瞬間だ。

「マッコトさん！！！」

　かなでが空から降ってきた。

「も～～、ひどいんですよ。アタシのこと泥どろ棒ぼう呼ばわりして。あんまり頭にきたんで置いてあったお菓か子し全部食べて逃げてきました。あ、これが話題の黄金像ですね」

　かなでがガラスケースの向こうの黄金像に目を向けた。

「う～～ん、ちっちゃいですけどいくらぐらいするんでしょうね、これって。きっとすごい高いんでしょうね。これさえあればマコトさん家ちの家計も助かって、アタシも好きなアイスをたくさん買えるってことですね。夜中にこっそり盗ぬすみに来ちゃおうかしら？　あはは、冗じよう談だんですって冗談」

「こら待て！」

「おい！」

　人込みの中、書けてくる係の人達の声が聞こえる。

「も～～、しつこいんですから」

　かなではマコトの手をぐいっと引っ張った。

「さ、マコトさん。こんなとこ出て早く駅前デパートに行きましょ。ねえねえねえ、ねえったらねえ」

　どうやらここは逃げた方が良さそうだった。

「涼すず葉は！　行こう！」

「え、分かったでござる！」

　三人は、展示会場を逃げ出した。
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　その日の夜。

　草くさ木きも眠ねむる丑うし三みつ時。

　夜の闇やみを駆かける小さな影があった。

　家々の屋根を飛び石にして移動する影は、とある建物の前にしゅたっと飛び降りた。

『ひわまり市歴史資料展』って看かん板ばんを前に、影はこっくりと頷うなずく。

　影はしゅたっと地面を蹴け飛ばすと、建物の二階にある明かり取りの窓にとへばり着く。たちまちカギを開けると、建物内部に忍しのび込む。物音は一切立てない。信じられないくらいの潜入能力だ。

　資料展会場の床にしゅたっと飛び降りた影は、向こうから近寄ってくる光に気がつく。どうやら警備員のようだ。

　影は、その場でくるっと宙返りした。




「おや？」

　警備員さんは足下に転がってるその物体に小首を傾かしげた。

「どうしてこんな所にワニのぬいぐるみなんかが落ちてるんだ？」

　子供が落としてったんだろうって思って、警備員さんはワニのぬいぐるみを抱かかえ上げた。大きさもさることながら思ったよりずっしりとしている。

「最近のぬいぐるみはしっかり作ってあるんだな」

　なんてこと呟つぶやきながら、警備員さんは事務室脇の落とし物置き場にぬいぐるみを置いた。

「さてと」

　鼻歌を歌いながら警備員さんは歩き去っていった。




　しばらくが経過した。

　わにのぬいぐるみの口の部分がパックリと開く。

　中から顔を出したのはぷくぷくのリンゴほっぺの男の子。血ち桜ざくら忍にん群ぐん頭とう目もくの、血桜わに太た朗ろうくんその人だ。

　血ち生なま臭ぐさい集団の頭目として生まれたのに、気弱で優しくて礼れい儀ぎ正しい子に育ってしまった問題児だ。もちろんこの問題児ってのは忍にん者じや業界的にのことで、世間一般的には問題なんてないとってもいい子だ。

　そんなわに太朗くんはわにの着ぐるみを着たまま、よいこらしょっと立ち上がると、ぺたぺたと歩き出した。

「えっと、こっちの方でいいのかな？」

　と、わに太朗が何かに気がつく。角の向こうからやってくる気配に気がついたのだ。

　わに太朗は咄とつ嗟さにわにの口を閉じてその場にうずくまった。




「あの、わに太朗様」

　端たん正せいな顔立ちの若者は、目の前のぬいぐるみに向かって少しだけ疲れた声で話しかけた。

「わに太朗様。そのようにわにのぬいぐるみのふりをされても困ります」

　同じく端正な顔立ちの少女が頷うなずく。

「そうです。顔を出してくださいまし。わに太朗様」

　わにのぬいぐるみは動かなかった。あくまでぬいぐるみをつき通すつもりだ。

　それでも、若者と娘むすめは辛しん抱ぼう強く待ち続けた。

　しばらくして観念したのか、わにの口がぱっかりと開きわに太朗が顔を出した。

「あはは、バレちゃった？　オロチとミカゲ」

　わに太朗は二人に向かって特大の笑顔を向けた。

　血桜オロチとミカゲ。わに太朗の護衛を主な任務とする血桜忍群の中ちゆう忍にんだ。それぞれ首に白蛇へびと赤蛇を巻き付けている。蛇を使った不思議な忍にん法ぽう、そして体術のキレには定評がある。

「やっぱりオロチとミカゲはさすがだよね。ボクの忍にんぐるみの術を見破っちゃうんだから」

　あんな所にわにのぬいぐるみが転がってればどんな節ふし穴あなだっておかしいと思うわ！

　なんてつっこみを入れるオロチとミカゲじゃなかった。

　二人はわに太朗直属の忍しのびなのだ。わに太朗が死んでこいって言えば喜んで死んで来ちゃうくらいに忠誠心は厚い。

　プラスアルファー、ちょっと別なものもあるのだけど。

「わ、わに太朗様に誉ほめられてしまった」

「うれしすぎだわ」

　オロチとミカゲはひとしきり感動にうち震えた。

　心ゆくまでプルプル震えてから、二人はわに太た朗ろうに目を向ける。

「それで、わに太朗様。こんな夜更ふけにこんな所へ一体なんの用事でございますか？」

「うん、実はね」

　わに太朗は話し出した。

「ほら、虎牙ベンガル達がお仕事しててピカピカ光るヘンテコな人形を見つけたって言ってたじゃん。それを見に来たんだよ」

　そこでちょっと恥ずかしそうに呟つぶやいた。

「本当は今日虎牙達と一緒に見に行くはずだったんだけど、デパートの屋上に行っちゃったんだ。ドッコイマンのヒーローショー見に」

　そのことはオロチとミカゲもよく知っていた。なんってったって一緒だったのだ。

「見に行かなかったって言ったら虎牙達に悪いかなって思ってさ。だから見に来たんだ」

「わに太朗様、なにもそんなに気を使わなくてもよいのに」

「ああ、なんて心優しい方なんでしょう。わに太朗様」

　二人にうっとりとした目で見つめられて、わに太朗はちょっと照れくさそうにわにの後頭部を搔かいた。

「オロチとミカゲも一緒に見に行こ」

「もちろんですとも」

「ご一緒させていただきます」

「それじゃ行こ」

　わに太朗を先頭に、てくてくと歩き出す。矢印通りに進んでいけばたどり着けることだろう。

　と、オロチは首に巻かれた白蛇へびの異変に気がついた。

　かま首を持ち上げて、シャーシャーと威い嚇かく音を出してるのだ。

「どうした？　白しら玉たま丸まる」

「兄さん。私の赤あか玉だま丸まるも様子がおかしいわ。どうしたのかしら？」

　ミカゲの首に巻き付く赤蛇も同じようにかま首を持ち上げている。

　白玉丸に赤玉丸。神秘的な蛇という生物ならではの、不思議な能力を持つ二匹だ。

　これまで見つけてきた落とし物の数は一つや二つじゃない。十や二十じゃない。百や二百。下へ手たしたらもっとだ。

　任務の最中に迷まい子ごになってしまった下げ忍にんを見つけ出したこともある。これは血ち桜ざくらでも表彰されたほどだ。

　そんな二匹が、いつものクールさとは正反対に落ち着きを失っている。

「ミカゲ」

「兄さん」

　二人は顔を見合わせた。

　何かは分からないが、二匹が危険を知らせていることだけは確かだ。

「わに太た朗ろう様」

「すぐに戻りましょう」

「え、なに言ってるの二人とも。暗いのが恐くなっちゃったの？」

　わに太朗はくすくすと笑った。

「大丈夫だよ。ピカピカの人形見たらすぐに帰るから。僕だって夜更ふかししたくないし。明日も朝から遊びたいし」

　わに太朗はぴょんって飛ぶと黄おう金ごん像が展示されてるガラスケースの前に立った。

　わにのポケットから奇妙な道具を取り出す。紙コップを逆さまにしてそこに取っ手をつけたような奇妙なものだ。

　がんどうと呼ばれる忍にん者じやの懐かい中ちゆう電灯のミニサイズのようだ。

　コップの中のろうそくに火をつけると、わに太朗はガラスケースにそれを向けた。

「あ、あったよ。ピカピカ光る人形。へ～～、こっち見て笑ってる。あはは、へんな顔だな。ねえ、オロチとミカゲも見なよ」

　わに太朗が振り向いた瞬間、ガラスケースが粉々に砕くだけ散った。ガラスの破片が辺りに散乱し、黄金像が床に転げ落ちる。

　一いつ斉せいに電気がつく。非常ベルが鳴り響く。警備員の人の怒ど鳴なり声も聞こえる。

「あ、早く逃げなくっちゃ」

　逃げようとするわに太朗だけど、廊下に転がってる黄金像に目が止まる。

「落っこちたままじゃ可哀かわい想そうだね。拾ひろって置いといてあげよ」

　わに太朗が黄金像に手を伸ばす。

「わに太朗様！　ダメでございます！」

「わに太朗様！」

　オロチとミカゲが声を飛ばしたけど間に合わなかった。わに太朗の手が、黄金像をしっかりと摑つかむ。

　その瞬間、黄金像は笑った。

　高らかに笑う黄金像の声を、オロチとミカゲは間違いなく耳にした。




　　　　　５




　翌日は、雲一つないいい天気だった。

「春休みも終わりか～～」

　机の上にべ～～ってアゴを載のせて、マコトは呟つぶやいた。

「今日から三年生になるんだもんな～～」

　マコトは辺りをぐるりと見渡した。

　昨年度とちっとも変わらない、いつもの面子メンツがずらりと並んでた。

「あ、ちょっと。あんた今アタシのパンツ見たでしょ」

「見てないよ。そんなの誤解だよ。うひゃ～～」

　福ふく本もとが女子連合に簀すのこ巻きにされてた。そしてげしげし蹴けりを入れられてた。

「あいつは三年になっても変わらないよな。本当に」

　マコトがやれやれって息を吐はき出した時だった。

「マコト様！」

　血けつ相そうを変えた涼すず葉はが教室に飛び込んできた。ちょっと人間離れしちゃってる速度だ。

　きっちりと福本を踏みつけてから、涼葉はマコトの席に到着した。

「す、涼葉、ダメだって学校でそんな忍にん者じやっぽい速さで走っちゃ」

「それどころじゃないでござる。今、職員室に行ったらテレビがついていて、そこでニュースをやってたでござる。あの黄おう金ごん像が盗ぬすまれたでござる」

「あの黄金像って言うと、昨日見に行ったあれか？　そりゃ大変だなぁ」

　そう呟つぶやいてから、マコトは尋ねた。

「だけど、ど～～して涼葉がそんなに慌あわててるんだ？」

「その、ニュースでやってたでござるが………」

　涼葉は少しだけ逡しゆん巡じゆんしてから、意を決したように言った。

「警備員の人達が目撃した犯人は、ピンクの忍にん者じや服を着て、髪の毛を頭の両脇で束たばねた娘むすめだったそうでござる」

「ピンクの忍者服を着て、髪の毛を頭の両脇で束ねた娘………」

　マコトはちょっとだけ絶句しちまった。

　そんな娘に、ちょっとだけ心当たりがあったからだ。

　マコトの頭に、そんな娘の台詞せりふがフラッシュバックした。

『う～～ん、ちっちゃいですけどいくらぐらいするんでしょうね、これって。きっとすごい高いんでしょうね。これさえあればマコトさん家ちの家計も助かって、アタシも好きなアイスをたくさん買えるってことですね。夜中にこっそり盗みにきちゃおうかしら？　あはは、冗じよう談だんですって冗談』

「い、いくらなんでもそんなことある訳ないよ」

　頰ほおの辺りを引き攣つらせながら、マコトは言った。

「そんな……ねえ。いくらアイスクリームが食べたいからってそんなことするとは」

「そ、そうでござるな。たかがアイスクリームごときのために、そんな大それたこと」

　二人で必死になって笑顔を浮かべ合ってた時だ。

　ガララララって教室の扉が開かれ、件くだんの娘むすめがほくほく顔で入ってきた。

「あははは、購こう買ばいでアイス買ってきちゃいましたよ。アイスクリーム」

「かなでさん！！！」

「かなで！！！」

　裂れつ帛ぱくした声が響く。

「ど～～したんですか二人ともそんな恐い顔して。アイスでしたらまだ購買にたくさん」

　目をパチクリさせるかなでの両脇をしっかりと固めると、マコトと涼すず葉ははそのまま走り出す。

　アイスが落っこちて教室の床にべちょって落っこちた。

「ああああ、アイス～～～～～～！！！！！！！」

　かなでの悲鳴が響き、そして遠くなっていく。

　教室に残ってたクラスメイトは何事かと顔を見合わせた。

「ど～したんだ？」

「さあな」

　それから、落っこちたアイスクリームを見下ろした。べちょって床にくっついちゃってるから拾って食べる訳にはいかないだろう。

「お～い、誰か生物部呼んでこいよ」

　誰かが呟つぶやいた。

「迷い込んだ犬飼かってるって言ってたからプレゼントすれば喜ぶぞ」

　やがて、やってきた生物部によって落っこちたアイスクリームは回収され、学校で飼ってる犬のおやつとなったとさ。

　めでたしめでたし。




　めでたくない人もいた。

　血ち桜ざくらかなでその人だ。

　訳もなくマコトと涼葉に両脇を固められ、問答無用に連れてかれたのだ。

　しかもアイスクリームっていう最愛の友を犠牲にして。

　取り壊こわし間ま際ぎわの古い講堂へと連れてかれたかなでは、思いきり唇くちびるを尖とがらせて言った。

「いきなりこんなとこ連れてくるなんて。一体どういうつもりなんですか？」

　そこでかなでは「あっ」て声を上げると、ちょっとだけはにかんでマコトのこと見つめた。

「ダメですよ。マコトさん。こんないきなりじゃ。ちゃんと言ってくれればいいのに」

「なんだか分からんけどちが～～～う!!」

　マコトは叫んだ。力一杯叫んだ。命の限り叫んだ。いろいろ考えるとなんかいけなそうだから深く考えないようにして叫んだ。

「そ～ですよね。それだったら涼葉さんがいるのがおかしいですもん」

　ふんふんと頷うなずいてから、かなでは改めて不機嫌になって尋ねた。

「それで、大切な大切なアイスクリームを犠牲にしてまでアタシをこんなとこ連れてくるなんて。一体なんなんですか？」

「なんなんですかじゃないでござる。お前と言う奴やつはなんということをしたでござるか！」

　涼すず葉ははかなでの肩をがしっと摑つかむと前後にかっくんかっくん揺らした。

「かなでさん。家の家計のことを心配してくれる気持ちは分かるけど、やっていいこととやっちゃいけないことがあると思うよ。今夜にでもこっそり返してくれば、あ、でもさっき食べてたアイスはもしかして………換金しちゃった後だとか」

　マコトは強烈に青ざめた。

「涼葉！」

「マコト様！」

　青ざめた顔を見合わせてから、二人はそろってかなでに向かって叫んだ。

「自首するんだ！」

「自首するでござる！」

「ちょっとぉぉぉ、アタシを置いて勝手にずんどこ進まないでくださいよ！」

　かなでが珍しく真剣な顔で怒った。

「お二人が何を言ってるのかちっとも分かりません」

「だから、黄おう金ごん像のことだよ」

「黄金像？　それってあれですか？　昨日見に行った」

「そうでござる。お主ぬしが盗ぬすんだ黄金像のことでござる」

「アタシが盗んだ？　黄金像を？　ちょっと待ってくださいよ！　アタシ黄金像なんて盗んでませんよ」

「だけど、昨日展示会場で言ってたよね。こっそり盗んじゃおうかなとか」

「そんなの冗じよう談だんに決まってるじゃないですか。いくらアタシでもいいことと悪いことの区別くらいつきます！」

　おまけに付け加えた。

「ちなみに、ヒヨコのオスメスの区別だってつきます。すごいでしょ。これは昔、中ちゆう忍にんのトサカ丸さんに教えてもらって」

　かなでの自じ慢まん話を遮さえぎって涼葉が尋ねる。

「それは本当のことでござるか？」

「本当のことですよ。神様にだって誓って言えます。アタシはヒヨコのオスメスの区別がつきますって」

「そっちじゃないでござる。黄金像を盗んでないって方でござる」

「そっちだって本当ですよ。神様に誓って言えます。アタシは盗んでません。冷蔵庫の一番下に隠してある高級アイスクリームをかけたっていいですよ」

　その一言に、涼葉とマコトは迷わず納得した。

「かなでさんがアイスクリームをかけるなんて」

「噓うそはついてないようでござるな。悪かったでござる」

「悪かったじゃないですよ。さっきのアイスクリームどうしてくれるんですか。弁べん償しようしてくれなきゃ口きいてあげませんよ」

「それは悪かったよ。後で同じの買って返すから。だけどそれじゃ警備員の人達が見たピンク色の忍にん者じやってのは一体」

「あら」

　かなでが声を上げた。

　花か瓶びんを割ってしまったことを見つかってしまったお子様のように、バツの悪そうな表情だった。

「あはは、なんだ。ご存じだったんですか。それだったらそうと早く言ってくれればいいのに。あはは」

「まさかかなで、本当に黄おう金ごん像を」

「違いますよ。アタシは黄金像なんか盗ぬすんでません。アタシが盗もうとしたのは……じゃなくって、取り返しに行ったのはアタシの短刀です」

　いや～～まいっちゃったねってかなでは後頭部を搔かいた。

「だけどガラスケースから取り出してみたらよく似てたけどアタシのじゃありませんでした。それで、ちゃんと元通りに返してたらいきなりベルが鳴り出して、それで警備員の人達がたくさん来て。も～～びっくりしちゃいましたよ。慌あわてて逃げたんですよ。おかげで寝不足で寝不足で」

　笑うかなでを、疲れきった表情でマコトと涼すず葉はは見つめてた。

「教室に戻るか、涼葉」

「そうでござるな。マコト様」

「ちょっと、二人ともアタシを置いてかないでくださいよ～だ」

　かなでも慌てて二人を追いかけた。

「ま、なにはともあれ、かなでさんが黄金像を盗んだんじゃないってことで安心したよ」

「本当でござるな」

　鈴葉もほっと息を吐はき出す。

「血ち桜ざくらに加えて警察にも追われることになるかと思ったらぞっとしたでござる」

「も～～、二人ともアタシのこと信用してないんですから。失礼しちゃいますよ」

　プンスカしてから、かなでは言った。

「そ～～言えば、最近血桜の皆さん大人おとなしくしてますよね。もしかしたらわに太た朗ろう様が説得してくれてもうマコトさんのこと襲うの諦あきらめたのかも」

「そ～～なら最高だよな。あんまし期待できないけど……」

　マコトが苦笑いしたまさにその時だった。

　いきなり、何の前触れもなく歩いてた横の壁がぶち壊こわれた。

　粉ふん塵じんの中、ぴょこぴょこと姿を現したのは、とっても可愛かわいらしい男の子と女の子だった。ちなみに服装は学生服とセーラー服だ。

『ど～～も、血ち桜ざくらにん吉きちです』

『ど～～も、血桜にん美みです』

　男の子と女の子はぺっこりと頭を下げた。その後ろには、バッテンにした木を持った黒くろ子こみたいな格好の人がいた。

「血桜いっぽく堂どう様！」

　かなでが口をぱくぱくさせる。

「どうしてこんなとこに？」

『や～～ね～～、いっぽく堂ってだあれ？』

『そうだよね。ボクらはにん吉くんとにん美ちゃんなのに。まいっか。細かいことは』

　二体の人形……もとい、二人はいきなりトゲトゲした武器を手にした。

　そして叫んだ。

『死んじゃえ～～！春日かすがマコト！』

　トゲトゲの武器を振り上げて、にん吉くんとにん美ちゃんが飛び込んでくる。もし涼すず葉はが短刀で防がなかったら今頃頭ず蓋がい骨こつをぐわしゃって潰つぶされてたに違いない。

『うわ、また邪じや魔まされちゃったね』

『こ～なったらもう手加減できないよ。やっちゃお』

　にん吉くんとにん美ちゃんが学生服とセーラー服を脱ぎ捨てた。その下から現れたのは血桜特有の真まっ赤かな忍にん者じや服だ。

「どうやら冷やかしではないようでござるな」

　涼葉も、セーラー服をひき千切り、薄緑色の忍者服へと変化する。

「かなで、お主ぬしも早く！」

「え、はい！」

　かなでもピンクの忍者服へと変化した。二本の短刀を引き抜いて構える。だけど足はぶるぶる震えっぱなしだ。

『うわ～～、子供相手に容よう赦しやないみたいだよ』

『よ～し、こうなったら必殺技を出しちゃうぞ～』

　にん吉くんの上に、にん美ちゃんが飛び乗った。

『にん吉くんにん美ちゃん。究極の必殺技！　竜りゆう虎こ桃もも色いろ大運動会最強攻撃だ！』

　そして素早く印いんを結んでいく。

「竜虎桃色大運動会最強攻撃ですって！！！！」

　真まっ青さおな顔でかなでが叫ぶ。

「その一発の技だけで一つの城を壊かい滅めつさせたっていうあの伝説の技！　あの超有名忍にん者じやの服部はつとりハンゾーさんさえこの技には逃げ出したっていう」

　印がどんどんと結ばれていく。技の発動は近いようだ。

「あ～～、もうおしまいです。も～～ダメです。も～～天国です。あ～～」

『準備完了！　いくぞ必殺！　竜りゆう虎こ桃もも色いろ大運動会最強こうげ……！』

「きゃ～～～～！！！」

「うわ～～～～！！！」

　悲鳴を上げるかなでとマコトだったけど、必殺技は発動されなかった。

　にん吉きちくんとにん美みちゃんがぱったりと倒れた。

　一歩遅れて、後ろに立っていた黒くろ子こみたいな人も倒れた。

「まったく、最初から人形を操っている忍び本人を攻撃すればよかったでござるに。ど～してしないごござるか？」

「いや、それは一応伝統なんで。見えないフリをしなくちゃいけないことになってるんです。見てしまったら伝統を侮ぶ辱じよくしてることになるんで」

「こんな時に訳の分からないことを」

　息を吐はき出してから、キリリと顔を引き締める。

「それにしても、これは一体どういうことでござるか？」

「分かりません。分かりませんけど、とんでもないことです。上じよう忍にんのいっぽく堂どう様がマコト様を狙ねらうなんて。そんなはずは」

『うふふふふふふ、びっくりしてるみたいね』

　にん美ちゃんがよろよろと顔を持ち上げた。

『教えてあげる。わに太た朗ろう様が出されたのよ。春日かすがマコト抹まつ殺さつ司し令れいを』

「えええ、そんなバカな」

『本当よ。ついにわに太朗様が決意なされたの。今朝、下げ忍にん中ちゆう忍にん上忍全すべての忍しのびが集められ、そして命令が下ったわ。春日マコトを抹殺しろって。上忍衆ですら動き出してるんですもの。残念だけどあなた達の命もあとわずか。うふふふふふ、うふふふふふ』

　ものすごく妖よう艶えんな笑いを響かせてから、にん美ちゃんはぱったりと倒れた。最後の方は強烈にキャラが変わってたけど、つっこみを入れる余よ裕ゆうのある人もいなかった。

「上忍衆が、動き出している…………」

　顔面蒼そう白はくでそう呟つぶやいたかなでがパッタリと倒れる。相当ショックな事実だったようだ。

　倒れたかなではそのままに、マコトと涼すず葉はは深刻な顔で唸うなった。

「どういうことでござるか？　わに太朗殿どのがマコト様抹殺の命令を出すなんて」

「もしや、この前わに太朗くんが家に遊びに来た時に二人でやった格闘ゲーム。あれが原因かも。ちょっとズルして勝ったから」

「そんなことぐらいでわに太た朗ろう殿どのが怒るはずないでござるよ」

「そ～だよな。わに太朗くんいい子だからな」

　二人で悩んでいる時に、その声が聞こえた。

「その答えは、おそらく呪のろわれた黄おう金ごん像のせいです」

　振り返ると、一人の女性が立っていた。昨年度まで向日葵ひまわり高校に通ってて、今年度から隣町の大学に通う美女。実はタイムスリップしてきたっていうお姫ひめ様。側そば之の小こう路じ桃とう香かだ。

「桃もも姫ひめ様。一体どういう」

「詳しい話はこの方にお聞きください」

　なんて言って、桃香の後ろからのっそりと姿を現したのは……。

「花はな滝たきセンパイ！」

　思いがけない知人の登場に驚いてから、マコトは一応、無視できないとこに全力で突っ込みを入れた。

「ど～～してリーゼントなんですか!!」
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「さてと、落ち着いたところで、説明しようじゃないか。呪われた黄金像について」

　リーゼントの花はな滝たきが、紅茶の入ったティーカップを片手に口を開く。

　ちなみに場所は桃とう香かの家、側そば之の小こう路じ邸ていだ。広大な敷地に大きな家。内装も恐ろしく豪ごう華かなものばかりだ。

　あれから、桃香専属運転手である時とき田たさんの運転するリムジンに乗って、ここまでやって来たのだ。

　ちなみに、どうしてリムジンの中で呪のろわれた黄おう金ごん像の話がなされなかったかと言えば、ずっとリーゼントの話をしてたからだ。

　花滝が、アフロを捨てて何な故ぜにリーゼントになるにいたったか、そんな理由がたっぷりと語られてたのだ（意味はないので省くけど）。

「もう想像はついてるかと思うが、その黄金像というのは昨日、展示場から盗ぬすまれたあの黄金像のことだ。あんなにピカピカしてるくせにあいつはとんでもない像なんだよ」

　顔をしかめて花滝は言った。

「はるか昔より時の権力者の手を点々としてきたという呪われた黄金像。それを手に入れた権力者は像の魔力により自己を失い鬼き人じんと化し、戦いくさに明け暮れそして最後には国とともに滅んでしまうということだ」

「それで、その呪われた黄金像と今回のこととどういう関係が」

「簡単なことだ。そのわに太た朗ろうっていう子供が黄金像を手に入れてしまったということだ」

「黄金像を盗んだのは、わに太朗殿どのでござったか」

「それは少し違うだろう。おそらく、黄金像の魔力に操られてしまったのだろうな」

「そしてさらに黄金像に操られて、僕のこと抹まつ殺さつしちゃおうって命令を出した」

「おそらくそうだろう」

「なんてこったい…………」

　大きく息を吐はき出してから、マコトは尋ねた。

「それにしても、どうして花滝センパイが側之小路センパイと一緒に？」

「うむ、まあ、桃香くんと出会ったのは偶ぐう然ぜんというのかなんと言うかだが」

「私から説明いたします」

　桃香がそっと話に加わった。

「実は今朝がた、時田から報告を受けまして。血ち桜ざくらの皆様が奇妙な動きをしていると」

「あの、つまんない質問なんですけど、ど～して時田さんがそんな報告を」

「いやいや、年寄りの趣味という奴やつですな」

　桃香の後ろにかしずいてた時田さんが、ほっほと笑った。相変わらず底の知れない老人だなってマコトは思った。

「だから私は、マコト兄様に危険を伝えようと車を飛ばしたのです。そしたら」

「俺おれが跳はねられたってことだ」

　全然えばれないとこなのに、花はな滝たきが無意味にえばって言った。

「ほら、上かみ加か峠とうげの近くの道んとこを歩いてたとこをドカってな。おかげでそれまで何してたかすっかり忘れちまったが、何かすごいことを発見したような気がするようなしないような……………まあいいそんなことは」

　花滝は強ごう引いんに話をもとに戻した。

「それで車の中で桃とう香か君の話を聞き、あと黄おう金ごん像が盗ぬすまれたって事実を統合させたら自然と今回の真相が想像できてな。それで二人でマコトの高校に向かったって訳だ」

「なるほど」

「あの黄金像は危険なものだからな。もっと早くに市に掛け合っておけば良かった。ま、俺おれ一人掛け合ったところでどうにもなんなかったと思うが、それでもな」

　悔しそうに言う花滝に、マコトはちょっとだけ感心したように呟つぶやいた。

「花滝センパイって郷土の歴史だけじゃなくって他ほかの歴史のことも詳しかったんすね。そんな黄金像のことまで知ってるなんて」

「う、うむそれは」

　少しだけ口ごもってから、花滝は決意したように顔を持ち上げる。

「いや、ちゃんと話しておこう。涼すず葉は君には少しつらい話になるかもしれないが」

「どういうことでござるか？」

「俺が黄金像のことを知っている理由は、それが郷土の歴史と関係あったからだよ」

「？」色に染まるマコトと涼葉の顔を見つめ、花滝は続けた。

「あの黄金像は、数々の人々の手を渡り、最後はここに、藤ふじ嵐あらしの国にたどり着いたのさ。藤嵐誠せい十じゆう郎ろうの手に」

「殿とのの！」

「もちろん、ちゃんとした歴史には残っちゃいないが、俺はその像のせいで藤嵐の殿様がおかしくなって急に隣の国に戦いくさなんぞをしかけたんだと思ってる。どうだ？　涼葉君」

「確かに、突然の奇き襲しゆう。おかしなことでござった」

　そこで涼葉は「あっ」と声を上げた。

「拙せつ者しや、拙者思い出したでござる。あの黄金像を見たことがあるでござる。藤嵐の城が焼かれる数日前、隣の鳥とり兜かぶとの国に奇襲をかける殿の懐ふところにあったものでござる」

「やはりそうか」

　花滝がそっと息を吐はき出した。

「あの黄金像のせいで、殿は鳥兜の国に奇襲をかけたということでござるか。そのせいで藤嵐城は焼け落ち、誠せい之の進しん様も」

　涼葉が声を詰まらせる。過去の凄せい惨さんな光景を思い浮かべてしまったのだろう。

「とにかく、これからのことを考えるのが大切だ」

　しんみりした空気を吹き飛ばすように、花はな滝たきが声を大きくした。

「なんとかわに太た朗ろう君から黄おう金ごん像を奪い返して破壊しないことには、この状況は変わらないだろ。それまではマコト、お前は外に出るな。命がいくつあっても足りないからな」

「このお屋や敷しきならば警備は完かん璧ぺきです。どうぞ安心していらしてくださいまし」

　桃とう香かが優しく言う。

「どうぞ、ケーキですだ」

　メイドの萌もえがワゴンにケーキを載のっけて入ってきた。

　そのケーキの甘あまい香りに、それまでずっと近くのソファーで横たわってたかなでがむっくりと起き上がった。

　上じよう忍にん総動員の事実にショックを受けて気絶してから、ずっとそのままだったのだ。

「わ～～い、ケーキですケーキ」

　ほくほく顔でかなではケーキに取りかかった。まるで吸い込むような勢いでケーキを平らげていく。

　口の回りを生クリームで武装してから、かなでは眉まゆ毛げと眉毛の間にミミズをタテに走らせた。

「あれれ、アタシなんでこんなとこにいるんですか？　確か学校にいたのに。学校で確か………」

　かなでの顔が徐々に青ざめていく。どうやら気絶した理由を思い出したようだ。

「な、何やってるんですかみなさん！　こんな所でのんびりケーキなんか食べてて！」

「ケーキを食べたのはお主ぬし一人でござるが」

　涼すず葉はの冷たい突っ込みもものともせず、かなでは慌あわてた。もとい、慌てまくった。

「あ～～、こ～～しちゃいられません。早く逃げないと。どこか遠くに行っちゃわないと！！！」

「そんな慌てなくてもいいよかなでさん。ここは側そば之の小こう路じセンパイの家なんだから。ここにいれば大丈夫だよ」

「皆様は血ち桜ざくらを甘あまくみてます！！！！」

　必死の形ぎよう相そうでかなでは叫んだ。

「だって、血桜には、匂においをたどれる忍しのびがいるんです。中ちゆう忍にんの犬いぬ之の介すけさんとか、上じよう忍にんの鼻はな毛げ大だい王おう様とか、あとそれから」

　かなでが指折り数えてる時に、時とき田たさんの腰がピーピーと音を立てた。通信機だ。

　それを手に取り、時田さんは耳に押し当てた。

「なんだ？　こら、なにを笑っておるのだ。聞こえんぞ！　はっきり喋しやべれ！………なんだって！！！」

　時田さんのヒゲがピクリと動く。

「正面入り口のバリケードが突破されただと！！！」




「いきなりなんの前触れもなく敵が襲いかかってきて！」

　トランシーバー片手に、男は笑いをこらえながら早口にまくしたてた。

　時とき田たさん直属の部下、側そば之の小こう路じグループ特殊工作部のエージェントだ。特殊任務遂行のため、過か酷こくな訓練を受けてきたエキスパートなのだ。

　だけど、彼らも、常識外れの血ち桜ざくら達にはかなわなかった。

「血桜忍にん群ぐん上じよう忍にん、血桜薬くす栗ぐり丸まる。こちょこちょこちょこちょこちょ」

　血桜忍にん者じやが、エージェント達をくすぐりながら駆かけ抜ける。ちょっとくすぐられただけなのに、エージェント達はもう腹を抱かかえて笑い転げた。

「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ」

「血桜忍群上忍、血桜小こ話ばなし丸、となりのやぶに竹が生はえたんだってね。バンブー！」

　また別の忍しのびが小話をしながら駆かけ抜ける。ちっとも成立してない小話なのに聞いたエージェント達はもう大笑いだ。

「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ」

「血桜忍群上忍、血桜腹ふく顔がん丸まる。ほらえっさっさ～～」

　また別の忍びが、腹踊りをしながら駆け抜ける。もちろんここでも困ったことにエージェント達は大笑いだ。

「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ」

　その三人だけじゃなかった。他ほかにも下げ忍にんや中ちゆう忍にんもわんさかと押し寄せている。まるで軍隊アリのように蹂じゆう躙りんして突き進む。

「隊長、どうか早くお逃げください！！！」

　それだけ言って、エージェントは力尽きた。




「血桜忍群総動員です！　も～～ダメです。も～～おしまいです。も～～長生きできません。も～～ここでおしまいです！」

　かなでがお経きようを唱となえ始めた。

「とにかく、早くここを後にしましょう」

　時田さんが壁の柱時計の針を不自然に動かした。次の瞬間、壁がゆっくりと動き大きな隙すき間まが現れる。隠し通路のようだ。

「中庭に繫つながってます。中庭にはこんなこともあろうかとヘリを待たい機きさせてあります。すぐに向かいましょう。空を飛びさえすればきっと匂においを辿たどることもできますまい」

　隠し通路を突き進み、その先にある大きな扉を開く。ヘリコプターが見えた。

　だけど、それに乗って逃げることはできなかった。

　ヘリコプターはスクラップになっていた。こんなんじゃ空を飛ぶなんてムリだ。できるとしたら水に沈むことぐらいだろう。

「くくくくくく、残念だったなあ」

　スクラップに腰をかけ壮絶な笑みを浮かべてるのは他ほかでもない、血ち桜ざくら虎牙ベンガルだ。その周りには下げ忍にん達が控えている。いつもはバカだのアホだのトーヘンボクだの言われてる下忍達だけど、こうやってたくさん集まり鋭い視線を向けている光景はとても不ぶ気き味みだ。まるで指令を待つ兵隊蜂ばちのようだ。

「まさかこんな日が来るとはなあ」

　心の底から楽しくて楽しくて仕方がないって感じに、虎牙は笑った。

「春日かすがマコト、草くさ影かげのくノ一いち、おまけにかなで。わに太た朗ろう様が本気になられた今、お前らの命も風ふう前ぜんの灯ともしびとゆー奴やつだな。覚かく悟ごしろ」

「おまけにって言わないでください！　なんかアタシがお荷物みたいじゃないですか！」

　無視できないとこに突っ込みを入れてから、かなでは叫んだ。

「それに、虎牙様！　落ち着いてください！　今のわに太朗様は本当のわに太朗様じゃないです！！！　悪い黄おう金ごん像に操られているんです！！！　だからマコトさん抹まつ殺さつ指令も間違いなんです！」

「フン、訳の分からないことをさえずりおって。そんなことで誤ご魔ま化かそうったって無む駄だだ。この場にて引いん導どうを渡してくれるわ！」

　虎牙が牙きばを剝むき出し吠ほえた。

「ものどもかかれ！！！！」

　下忍達が一いつ斉せいに襲い掛かる。涼すず葉はとかなでがその攻撃をさばく。

「かなで！！！」

「分かってますよ」

　かなでが地面に白い玉を叩たたきつけた。白い煙けむりがもくもくと出る。敵の目をくらます煙玉だ。

　煙が目にしみて苦しむマコトの手を、涼葉が引っ張った。

「こちらです！　このまま煙に紛まぎれて！」

「逃がすかああああああ～～～～～！！！」

　虎牙が叫んだ。

「火ひ達磨だるま三兄弟よ！！！」

　豪ごう邸ていの屋根に、突如爆発が起こった。色とりどりな七色の爆煙が立ち込める中、そいつらは姿を現した。

　赤や黄色のモヒカンにストライプ。忍にん者じや服にだってじゃらじゃらチェーンとかくっついてる。今にもヘビメタしそうな格好だ。

「長男、血桜木こっ端ぱ微み塵じん之の介すけ！」

「次男、血桜大おお山やま火か事じ燃もえ造ぞう！」

「三男、血ち桜ざくら爆ばく発はつ太た郎ろう！」

　声をそろえて、三人は叫んだ。

「三人そろって、火ひ達磨だるま三兄弟！！！」

　ずど～～～ん！！！

　三人の後ろで色鮮やかな花火が上がった。このためにちゃんと用意してあったようだ。

　無事に登場を終えた火達磨三兄弟は、肩を叩たたき合って感かん涙るいした。

「やったぞ、ついにちゃんと登場できたぞ」

「うう、良かったな。兄あに者じや。夏のきもだめしの時には本当にヒドイ目にあったからな」

「あの後、虎牙ベンガル様にはお仕し置おきされるし、それからしばらく下げ忍にん達ですらバカにしたような目で見られたし、飯めしの盛りも少なくなったし」

「ここで、春日かすがマコトを仕し留とめたら」

「ああ、飯の盛りも復活するさ」

　なんてこと話してる三人に、虎牙の怒ど号ごうが届く。

「なにを遊んでおる！　早く春日マコトを追わんか！！！」

「お任せを！　この日のために作り上げた必殺の武器。そして新型の火薬の威力、しっかりと見せてやる」

　火達磨三兄弟が屋根から飛び降りると、走るマコトらに向かって、巨大なバズーカを発射させた。

「火薬万ばん歳ざい！！！」

　ちゅど～～～～ん！！！

　三兄弟の裏にいた下忍達が華か麗れいに噴ふき飛んだ。

「ぎゃ～～～～～～～」

「いかんいかん、逆だった逆だった」

　三兄弟は、照れた表情でバズーカを逆さまにすると気を取り直して狙ねらいを定めた。

「火薬万歳！！！」

　ちゅど～～～～～～～～ん！！！

　砲ほう弾だんが発射される。ひゅるひゅると回転しながら、その砲弾はマコトらの頭上の壁に炸さく裂れつした。

　大量の爆ばく煙えん、そして噴ふん煙えんが巻き起こった。




「ごほごほごほ」

　粉っぽい空気にせき込みながら、マコトは立ち上がった。頭を打ったのかまだ意識はハッキリとしない。ぐわんぐわんと音を立てているようだ。

　そんなマコトに、涼すず葉はが駆かけ寄ってくる。

「大丈夫でござるか？　マコト様」

「なんとか無事だよ」

「そ、良かった」

　涼すず葉はは心の底から安心したって息を吐はき出した。

「拙せつ者しや、マコト様が死んでしまったかと思って、本当に心配したでござるよ。もしマコト様が死んでしまったら、マコト様が死んでしまったら」

　そこで、にんまりと微笑ほほえむ。

「拙者の手て柄がらがなくなってしまうでござるよ」

「え？」

　マコトは慌あわてて後ずさり叫んだ。

「なにを言ってるんだ？」

「くくくくく」

　涼葉が、いや、涼葉に化けた何者かが超高速で首を左右に振った。

　その動きが止まった時、すでにその顔は涼葉ではなかった。

　へのへのもへじだった。

「あ、お前はこの前、僕になりすまして涼葉とかなでさんに嫌われようとしたけど、最後は失敗して顔面神経痛になったっていう変装忍にん者じや！！！」

「屈くつ辱じよく的な説明ありがとう。だが鬼き怒ぬ川がわの山奥深くにある幻まぼろしの湯につかり、この変へん面めん丸まるは奇き跡せきの復活を遂げたのだあ！！！」

　変面丸がすごいスピードで顔をいじくり始める。ソニックブームが発生してしまうほどの素早さだ。手の動きは音速を超えているだろう。

　最後に鼻をびよんと引っ張って、血ち桜ざくら変面丸の変化は完成した。

「究極変へん菜な顔かおの術！」

　それは究極に変な顔だった。

「う～～ひゃっひゃっひゃっひゃっひゃっひゃひゃっひゃっひゃっひゃ」

　マコトは完全に敗北した。
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　なんだか頭に血が上るなあと思ってマコトは目を覚ましてみた。

　そしたら逆さまに吊つるされていた。頭に血が上って当たり前だ。

　だけど、死んではいないようだ。もし死んでたら頭に血が上って気持ち悪くなったりしないだろう。

　とりあえず生きてることを神様に感謝するマコトだったけど、少し離れた床を歩く下げ忍にんの声が聞こえてくる。

「おい、春日かすがマコトの処しよ刑けいっていつだ？」

「もうすぐだろ。だけど驚いたね。てっきりあの場で仕し留とめちゃうと思ったのに」

「わに太た朗ろう様が来て言ったんだよ。せっかくだからアジトでやろうって。春日マコトがじわじわと死んでいくとこを見ながら酒でも飲もうって」

「悪趣味だよな。わに太朗様。いつからそんな子になっちゃったんだろ？　俺おれ、なんかやだな」

「そうだな。やはりその体に流れるのは極ごく悪あくの血ということか。諦あきらめるしかないだろう」

　なんとも物ぶつ騒そうな会話だ。

「うう～～～」

　マコトは逆さまのままはらはらと涙を流した。

「できれば、あの場所で一気に止とどめを刺されてた方が幸せだったのかもしれん」

　短い人生だったな～～～。こんなことならもうちょっと大だい胆たんに生きてれば良かったかも。せっかく美女二人に囲まれてたんだから………………。

　ちょっと想像して、マコトは顔を赤らめた。死を目まの当たりにしたマコトの思考回路はちょっといつもより大胆になってしまったのだ。

　そんなマコトに、声がかけられる。見上げるとって言うか、見下ろすと、へのへのもへじな顔があった。

「あ、変へん面めん丸まるとかいう変装忍にん者じや！！！」

　マコトは頭にきた。ただでさえ逆さに吊つられてて頭に血が上ってるから湯沸かし器よりも簡単に沸ふつ騰とうできる。

「この野や郎ろう！　さっきはよくもやってくれたな！！！　お前のせいで腹筋が痛いんだぞ！！！　夜眠ねむる時にさっきの顔を見て思い出し笑いして眠れなくなったらどうしてくれるんだい！」

　やーのやーの吠ほえるマコトに、変面丸が素早く右手を動かした。次の瞬間、マコトを逆さまに吊ってた紐ひもが断ち切られ、マコトは地面に叩たたきつけられる。

「あたたたたたた」

　痛い所さすってから、マコトは信じられないって表情で呟つぶやいた。

「もしかして、もしかして僕のこと助けてくれるのか？」

「勘かん違いするな！！！」

　変面丸は叩きつけるように言った。無情にもマコトの足にしっかりと紐がくくりつけられる。もう片方は木に縛しばり付けられた。

　何度も何度も引っ張って結び目を強くしてから、変面丸はマコトにへのへのもへじ顔を向けた。

「お前に審判を頼みたいだけだ」

「審判？」

「そうだ。私がお前を笑わせ倒したことを知ったら怒り出した連中がいてな」

　変へん面めん丸まるがパチリと指を鳴らした。

　音もなく三つの影が現れる。

「ど～～も、血ち桜ざくら薬くす栗ぐり丸まるです」

「ど～～も、血桜小こ話ばなし丸まるです」

「ど～～も、血桜腹はら芸げい丸まるです」

　そして、変面丸を含めた四人はケンカを始めた。

「まったく、変面丸よ。お前の抜け駆がけには正直頭にきたぞ」

「そうだそうだ、春日かすがマコトを笑わせるのは俺おれがやろうと思ってたのに」

「ふん、そんな時代錯さく誤ごの腹芸などで笑わせられるものか」

「なんだと！　そういうお前だってなんだ。たかが顔芸じゃないか！」

「まあまあ、落ち着けって」

「うるさい！　くすぐりなんて邪じや道どうな技を使う奴やつがでしゃばるな」

「拙せつ者しやの技を侮ぶ辱じよくしたな！」

「これだから困ったものだね。ま、笑わせ技術で言えばこの俺っちの話術が一番なんだろうけど」

「やかましい、お前の小話なんて全然オチがね～～じゃないか」

「むき～～～～～！！！」

「という訳でだ」

　気を取り直して、変面丸はマコトに顔を向けた。

「この中の誰の術が一番なのか、お前に判断して欲しいのだ。これから一人ずつお前に技を見せていくから、総合的かつ公平に判断してだな」

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　とんでもないとばかしに、マコトは叫んだ。

「さっきみたいなのいくつも見せられたら、最後まで耐えられないよ」

「それもそうだ」

「ならば一体どうすれば」

　悩む四人に、マコトは言った。

「だったら、四人で技を見せ合えばいいじゃないか。最後まで残ってたのが優勝ってことで。名づけて！」

　妙に気迫を込めてマコトは叫んだ。

「ザ・笑わせデスマッチ！」

「ぬわんと、ざ・笑わせですまっち！　だと！」

　デスマッチの意味はよく分かってなかったけど、その言葉の響きに四人は何となく感動した。

「よし、ならば始めよう。その笑わせデスマッチを」

「おう！！！」

　そして、笑わせデスマッチが始まった。

　マコトは断固として瞳を閉じた。好奇心もあったけど、ここで目を開けることは自殺行為だってことは分かってた。バカらしいけれどもこいつらの忍にん術じゆつは本物だ。カルテットで目にしたらきっと腹ふつ筋きんがズタズタに引き裂さかれてしまう。

「こちょこちょこちょこちょこちょ」

「究極変へん菜な顔かおの術その三！」

「あらえっさっさ～～」

「魚屋さんが驚いた！　下ビラメ！」

　数刻の空白の後、爆発するような笑い声がまき起こった。

　そして、笑い声が止まった。

　マコトが恐る恐る目を開けると、変へん面めん丸まるを残して皆倒れていた。

「うふふふふ、やはり優勝はこのわたしゃあ、一番であ、あばぼあ」

　あまりに顔の肉をいじり続けて、何だかよく分かんないことになってた。うまく喋しやべれないのはそのせいだろう。

　その時、マコトは思いついた。生き延びる一つの術をだ。成功すれば時間稼かせぎにはなる。

「いや～～～、ほんとすごいっす。僕もう感激しました。変面丸様の術にはかないませんよ！」

「そうだろそうだろ、ぎぇぎぇぎぇぎぇぎぇぎぇ」

　崩れそうになる顔を押さえながら笑う変面丸に、マコトは目を細くして言った。

「その～変面丸様。冥めい土どの土産みやげにもう一度だけその術を見せてもらっていいですか？」

「そうだな、もったいないが冥土の土産だ。見せてやろうではないか。それで、どんな顔がいい？　草くさ影かげのくノ一いちか？　それともかなでか？　下げ忍にん達が持ってた書物に載のってた女子の顔でもいいぞ。小お倉ぐらモチ子とか言ったかな」

「ええ、小倉モチ子だって！」

　マコトがちょっと鼻息を荒くした。最近人気のアイドルで、マコトもけっこう好きなのだ。

　思わずそれでお願いしますって叫びそうになるのをぐっとこらえて、マコトは言った。

「その、僕の顔になってくれませんか？」

「お前の、その面おも白しろみのない顔か？　まあいいだろう。しっかり見ておくんだぞ」

　変面丸が勢いよく顔をいじ繰り出した。疲れてるのか時折間違って鼻がおでこにきちゃったりしてたけど、それでも最後はマコトの顔へと変へん貌ぼうする。

「どうだ？　冥土の土産には十分だろ」

　声までマコトの声になってた。

　そんな偽にせマコトに、マコトは叫んだ。

「あ、あんな所に、ＵＦＯが！！！」

　偽にせマコトはきょとんとしてた。ＵＦＯってのを理解してないようだ。

　コホンと咳せき払ばらいしてから、マコトは改めて叫んだ。

「あ、あんな所に、丸くてピカピカ光る未確認な飛行物体が！！！」

「なんだと!!」

　あっさりとマコトの指さす方向を見る偽マコト。その後頭部を、マコトは拾った木の棒ぼうでポカンと叩たたいた。

　偽マコトはあっさりと倒れた。

　マコトは急いで服を脱ぐと偽マコトの服と取り替えた。少しの間を置いて、下げ忍にん達がやってくる。

「春日かすがマコト。とうとう時間だぞ～～～」

「つらかったら楽にしてって言うんだよ。そしたら多分すぐに楽にしてくれるだろうから」

「助けてあげられるもんなら助けてあげたいんだけどね、そしたら僕らが殺されちゃうからさ」

「ま、諦あきらめてよ。多分、君なら天国行けるだろうからさ」

　下忍は、倒れてた偽マコトを抱かかえ上げて運んでいった。

「成功だ」

　木の裏からひょっこりと顔を突き出して、マコトは呟つぶやいた。

「よし、後はこのロープを何とか外してと…………………」

　ロープは案外簡単に外れた。さすがは顔を変える術以外は取り立てて強くもないと噂うわさされる変へん面めん丸まるが縛しばっただけのことはある。

「さあ、逃げるぞ逃げるぞ」

　マコトはこそこそと逃げ出した。

　少し離れた広場に、忍にん者じや達が集まってるのが見えた。中央に火が炊たかれて夕方のアジトを照らしていた。偽マコトはその近くに建てられた板に張り付けられている。

　そして、一段高い場所に、小さな影はあった。

　ゲーム好きのくせに、視力だけはいいってマコトには、その影の正体がハッきりと見えた。

　わに太た朗ろうだった。だけどその表情に愛らしいものはない。醜みにくく歪ゆがんでいる。まるで悪あつ鬼きのようだ。

　わに太朗の懐ふところからチラリと覗のぞく黄色の何かに、マコトは気がついた。

「黄おう金ごん像………………あいつのせいで、わに太朗くんが」

　マコトはゴクリと唾つばを吞のみ込んだ。

「あいつを奪い取って、壊こわしてしまえば」

　しばし沈ちん思ししてから、マコトは呟いた。

「やるだけやってみるか。死なない程度に」
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　広場では血ち桜ざくらの皆様による宴えん会かいが開かれていた。

　飲めや歌えや踊れや戦えのすごい宴会だ。ちなみにこの戦えっていうのは比ひ喩ゆ表現でもなんでもない。飯めしの取り合いをして戦ってる連中が本当にいた。もちろん食い意地の張ってる下げ忍にんの皆様だ。

「わに太た朗ろう様、とうとう悲願が果たせますな」

　嬉うれしくて嬉しくて仕方がないと言った様子で虎牙ベンガルが言う。たらふく飲んだのかその顔は真まっ赤かだ。

「これで亡き鯱しやち肌はだ丸まる様も修しゆ羅ら菊ぎく様もお喜びになることでしょう」

「悲願か。小さいな」

　わに太朗が軽く笑った。

「こいつを始末したら、今度はいっそ天下でも狙ねらってみようか」

「わに太朗様………………」

　虎牙の特大の瞳がうるんだ。

「わに太朗様の口からそのような勇ましいお言葉が出るとは、わしは嬉しいですぞ」

　近くにいた下忍を捕まえてび～～～むって鼻をかんでから、虎牙は顔を上げた。

「さ、わに太朗様。存分にお食べください」

「フン」

　軽く鼻を鳴らし、鳥のモモ肉にかぶりつくわに太朗は、そこで何かに気がつき目を細めた。

「ん、貴様何をしている？」

　わに太朗の側そばにこそこそって歩み寄ってきてた覆ふく面めんの忍しのびは、不自然なくらいに慌あわてた。

「なんだ、変へん面めん丸まるではないか」

　変面って書かれた忍にん者じや服を見て、虎牙は息を吐はき出す。

「何をしておるのだ？　こんなとこで？　それにどうしてそのように覆面を。ははあ、病み上がりに無理をしてまた顔面神経痛がぶり返したのだな」

　変面丸はこくこくと頷うなずいた。

　そんな変面丸に、わに太朗が言った。

「面おも白しろい、何か変装して見せてみろ」

「しかし、わに太朗様。こいつは今顔面神経痛で」

「なら声真ま似ねでいいさ。退屈しのぎに見てやるから何かしてみせろ」

「おい、変面丸。わに太朗様に何か声真似をしてさしあげろ」

　変面丸は素す敵てきに押し黙ってた。

「どうした？　具合でも悪いのか？」

　虎牙ベンガルの顔がいぶかしげにゆがむ。

　慌あわてて、変へん面めん丸まるは声真ま似ねを始めた。

「ほたる、じゅん！」

　声真似は不発に終わった。

　ものすごく居心地の悪い空気が辺りに漂ただよった。

　そんな空気をどうにかしようと、変面丸はまた口を開いた。

「なんだバカヤロウ！」

　空気は払ふつ拭しよくできなかった。むしろ悪化してしまった。

　これで最後だとばかしに、変面丸は声を張り上げた。

「なんだかな～～～」

「一体どうしたんだ変面丸、さっきから何の真似をしておるかさっぱり分からんぞ。しかも声も変わっておらぬようだし」

「つまらん。ならばせめて顔面神経痛とやらで歪ゆがんだ顔でも拝おがんでみるとするか」

　わに太た朗ろうが忍にん者じや刀とうを引き抜くと縦たてに走らせる。変面丸の覆ふく面めんが縦にすっぱりと断ち切られた。

　現れた顔は、へのへのもへじじゃなかった。

　眉まゆ毛げがちょっと太いけど、それ以外はさほど特筆すべき点のない人の良さそうな平凡顔。

　そう、春日かすがマコトその人だ。

　実はこの変面丸は本当の変面丸じゃなかったのだ。変面丸の衣い装しようを着て覆面で顔を隠してこっそりわに太朗の懐ふところから黄おう金ごん像を抜き取ろうとしてた春日マコトだったのだ（なにを今さらって感じだけど）。

　素顔を露あらわにしてしまったマコトは絶望的な気分になった。

　あ～～、死なない程度にがんばろって思ってたのにこんなことになっちゃうなんて。やっぱりさっさと逃げときゃ良かったかも。

　迷わず時じ世せいの句を詠よみ始めるマコトだったけど…………………。

「ほほう、こいつはすごいじゃないか」

　わに太朗が満足気に唸うなった。

「春日マコトそっくりに化けやがって」

「本当だぞ。変面丸。顔面神経痛というのはウソだったのか？」

　虎牙も頷うなずく。

「うむ、相変わらずの見事なばけっぷりだな」

　誤解してくれちゃってる！！！

　だけど、奇き跡せきはそんな長く続かなかった。

　一人の下げ忍にんが虎牙ベンガルのもとへやってきて囁ささやいた。

「虎牙様、虎牙様、ちょっと報告したいことが」

「なんだ？」

「その、春日かすがマコトの顔がですね。ど～～も崩れております」

「何を言うかと思えば。大おお方かた恐怖で歪ゆがんでいるのだろう」

「いえ、なんて言うかですね。そんなもんじゃないくらいに歪んでます。なにか今にもたれてしまいそうなくらいに」

「？？？」

　虎牙は視線を動かし、そして目を見開いた。

　本当に崩れていた。っていうかほっぺが落ちそうなくらい垂たれ下がってぶらぶらとしている。

「炎ほのおにあぶられて柔やわらかくなっちゃったんですかね。お餅もちみたいに」

「お餅だと……………………」

　少し考えてから、虎牙は閃ひらめいた。

「そうか！　分かったぞ。あれは春日マコトではない！　モチモチ肌の変面丸だ！」

　叫んでから、首をひねる。

「ということは本物の春日マコトは…………………」

　虎牙は先ほどまで自分が変面丸だと思ってた人物に目を向けた。

「お前かあああああああああああああああああああああ！！！」

　さすがに誤ご魔ま化かしがきかないってことで、マコトはさっさと作戦を決行することにした。

　わに太た朗ろうの懐ふところに手を突っ込むと、頭を覗のぞかせてた黄こ金がね色の何かを引っ張り出した。

「もとに戻るんだ！　わに太朗君！」

　そいつを力いっぱいごつごつした岩の地面に叩たたきつけた。

　ぶちゃって音がした。

　ぶちゃって音が。

「え？　ぶちゃ？」

　普通、黄おう金ごん像が砕くだけるとしたらパキンとかガチャンとかそんな音がするって相そう場ばが決まってる。もちろんこれまで黄金像が砕ける音なんて聞いたことないけど、だけど硬い音がすることは確かなはずだ。そんなぶちゃなんて音おかしすぎる。

　マコトは下を見て、音の正体に気がついた。

　バナナが潰つぶれて。

　バナナだった。

　どこからどう見てもバナナだった。保証書をつけたっていいくらいだ。

　マコトは思わず叫んだ。

「そんなバナナ……………………」

　一瞬の沈黙後、血ち桜ざくら忍にん者じや達が笑い出した。偶然にも彼らの笑いのツボにベストヒットしてしまったようだ。

　このチャンスを逃すほど、マコトは命を捨ててる人間じゃなかった。

「さいならバイバイ！！！」

　マコトは一いち目もく散さんに逃げ出した。

　しばし呆あつ気けに取られてから、虎牙ベンガルが叫んだ。

「何をしておる、追え～～～～～～～！！！」

　忍者達が一いつ斉せいにマコトのことを追いかけ始める。酔よっ払っているとはいえその動きは伊だ達てじゃない。

「うわ～～～うわ～～～～うわ～～～～」

　なんて叫びながら逃げるマコトなんて、さっさと取り囲まれてしまった。

「覚かく悟ご！！！」

　忍者達が飛びかかってくる。だけど、ジ・エンドにはならなかった。

　突然飛び込んできた影がマコトに飛びかかろうとしてた忍しのび達を叩たたきのめしたのだ。

「涼すず葉は！　かなでさん！」

「無事でござるか？　マコト様」

「お待たせしました！　助けにきましたよ！！！」

　涼葉とかなでがニッコリして言った。

「我らもおりますぞ！！！」

　わらわらと飛び出してきたのは、迷めい彩さい服に身を包んだ時とき田たさんと、同じような格好をしたエージェントの人達だ。完全武装で臨んでいる。

　さすがに酔っ払ってる場合じゃないなって、血桜忍者達も理解した。

　ついでに、食後の運動で横っ腹を痛くしてる場合でもないなって思った。

　全員そろって水場へと向かうと、頭から水をかぶり戻ってくる。そして襲いかかった。

　下げ忍にんだけが相手なら楽勝だったろう。だけど中ちゆう忍にんや、全員とはいえないまでも上じよう忍にんも加わっている。戦いは熾し烈れつを極める。

「涼葉さん。マコトさんを連れて逃げてください！！！！」

　迫る刃やいばを弾はじき、かなでが叫んだ。

「ここは私達でなんとかします!!」

「分かったでござる！」

　涼葉はマコトの手をぐいと引っ張った。

「マコト様、行くでござるよ」

　走り出す二人だけど…………………。

「させるか！！！」

　虎牙ベンガルが吠ほえた。大地を蹴け飛ばすと、涼すず葉はの前に立ちはだかる。

「我らがアジトへのこのことやって来るとはいい度ど胸きようだ。この場で見事引いん導どうを渡してくれようぞ」

　強敵の出現に、涼葉が思わず歯嚙がみする。

　その時だ。空から巨大な何かが飛来し、虎牙の目の前に突き刺さった。

　それは、黒光りする巨大な鎌かまだった。

「おっと、虎牙。そいつらの邪じや魔まするってんなら俺おれが黙っちゃいないぜ」

　しゅばって飛び降りて来たのは、隻せき眼がんの忍にん者じや。オーソドックスな戦闘では血ち桜ざくら一と噂うわさされる男、シカバネの異い名みようを持つ血桜カバネ丸だ。

　もちろんシカバネみたいな顔してるからこんな異名がついてる訳じゃない。どんな敵でも一瞬でシカバネに変えてしまうことからこの名がついた恐ろしい忍しのびだ。
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「どういうつもりだ？　カバネ丸。わに太た朗ろう様を裏切るつもりなのか！！！！」

「そういうことじゃないよ」

　大おお鎌がまを引き抜いて、カバネ丸はよいしょっと肩に乗っけた。

「こいつらの話を聞いてな」

　カバネ丸があごを動かした。その後ろにはオロチとミカゲがいた。

「今のわに太朗様は本当のわに太朗様ではない。本当のわに太朗様はこのようなことなぞ望んではいない！」

　オロチが声を張り上げる。

「今のわに太た朗ろう様はあの黄おう金ごん像に操られているの！」

　ミカゲが忍にん者じや刀とうをかまえた。二人の首に巻きついた二匹の蛇へびも鎌かま首くびを持ち上げて牙きばをむき出す。

「お前ら、一体なにを言って………………」

「頭の固いお前さんには説明しても通じっこないよ。とにかく、春日かすがマコトを追わせる訳にはいかないぜ」

　カバネ丸が大おお鎌がまを虎牙ベンガルに突きつけた。これまで何百というシカバネを作り出してきた大鎌だ。

「ぐうううううう、血ち桜ざくらの悲願が果たせるというのに。鯱しやち肌はだ丸まる様と修しゆ羅ら菊ぎく様の無念を晴らせるというのに！」

　怒りの形ぎよう相そうで、虎牙は唸うなった。

「お前らがそのつもりなら、わしとて容よう赦しやはせんわ！」

　虎牙は拳こぶしを握り締めると、ぶつぶつと呪じゆ文もんを唱となえ始めた。

「我が体内に眠ねむるケダモノの魂たましいよ！　今こそ封ふう印いんを解き目覚めるがよい！！！」

「いかん、虎牙様の狂きよう虎この術だ!!」

　絶望の悲鳴が下げ忍にんから漏もれた。

「虎とらになるつもりだ！」

「大変だ！！！　俺おれまだ死にたくない！！！」

　下忍達が慌あわてふためく中、虎牙は空を見上げ叫んだ。

「開眼しろ！　金こん色じきの瞳よ！」

　虎牙の瞳が金色に開き、獣けもののおたけびを上げる。地響きするかのごときの咆ほう哮こうだ。

「こいつは、まいったな」

　カバネ丸は舌打ちした。かつて一度戦ったことのあるカバネ丸には虎となった虎牙の強さが痛いくらいに分かってた。

「お前が死ぬか、俺が死ぬかのどちらかだな。こりゃ」

　半ば覚かく悟ごを決めて、虎となった虎牙に飛び込もうとしたカバネ丸の忍者服のすそがくいくいって引っ張られた。

　見ると、下忍がいた。

「なんだよ。悪いけど今はお前らと遊んでるヒマなんか」

　さっさとつき離そうとするカバネ丸に、下忍はある物を突き出した。

「これ、この前の教訓を生かしていつも持ち歩くことにしたんです。ど～～ぞ」

　それだけ渡すと、下忍は引っ込んでいく。

　カバネ丸はそいつに目を落とした。

「猫ねこまっしぐらのペディグリーチャム？」

　思わず鼻で笑っちまった。

「いくらなんでも、こんなもんでどうにかなる訳が」

　ごろごろごろごろごろごろごろごろごろ。

　梅つ雨ゆ時どきの空のような音が聞こえてきた。

　見ると、虎牙ベンガルが喉のどを鳴らしていた。その視線はカバネ丸の手の中の缶かん詰づめに注がれてた。

　ごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろ。

　喉を鳴らしてた虎牙は、甘あまえたように首を傾かしげた。夢に出てきそうなくらい不ぶ気き味みな光景だった。

　カバネ丸は手の中の缶詰に目を落として、思わず呟つぶやいた。

「どうにかなっちゃうかも」
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　薄暗い森を涼すず葉はとともに駆かけ抜けながら、マコトは尋ねた。

「みんなは無事なのか？　花はな滝たきセンパイは？　側そば之の小こう路じセンパイは？」

「大丈夫でござる。マコト様を捕らえた後、血ち桜ざくらはすぐに引き上げていったでござるよ。ただ、拙せつ者しや達はくずれた瓦が礫れきの下で、抜け出すのに時間がかかったでござる」

　涼葉は心の底から安あん堵どの息を吐はき出した。

「良かったでござるよ。本当に」

　そこで、涼葉の表情が強こわ張ばった。鍛きたえ抜かれた超知覚が何かを察知したのだ。

「マコト様!!」

　力一杯にマコトのことを突き飛ばす。それまでマコトの立っていた場所を投げ苦く無ないが突き抜けていき、その先にあった木に深く刺さった。

「残念、外しちゃったか」

　闇やみの中からゆっくりと姿を現したのは、わに太た朗ろうだった。

　無む邪じや気きな表情だけに、不ぶ気き味みさを感じさせる。

「目を覚ますでござる！　わに太朗殿どの！！！」

　涼葉が声を飛ばした。

「わに太朗殿は黄おう金ごん像に操られてるでござるよ！」

「ボクが操られている？」

　わに太朗はさもおかしそうに笑った。

「黄金像はボクに力を貸してくれてるだけなんだ。黄金像さえあればボクは何だってできるんだ」

　嬉うれしそうに、わに太朗は目を細めた。

「前のボクのように、臆おく病びようで何もできないなんてことはないんだ。もう暴力も怖くないし血も怖くない。血ち桜ざくら忍にん群ぐんの頭とう目もくとしてふさわしくなったんだ」

「それは違う！　わに太た朗ろうくん！」

　マコトが声を飛ばす。

「わに太朗くんは、優しいけど臆病じゃなかった。悪いことは悪いって言える勇気のある子だったよ。僕は血桜じゃないからよく分からないけど、かなでさんの話を聞いていつも思ってた」

　少しだけ息を吐はき出して、マコトは続けた。

「血桜の人達はみんなみんなわに太朗くんのこと好きなんだって。少し臆病でも思いやりがあって優しいわに太朗くんのことを、みんなみんな」

「うるさいうるさいうるさいうるさいうるさいうるさいうるさいうるさいうるさいうるさいうるさいうるさいうるさい！！！」

　わに太朗が叫んだ。

「そんなもの必要ない！　血桜の頭目に必要なものは力だ。全すべてをねじ伏せる残ざん虐ぎやくな心なんだ。春日かすがマコト。お前を倒し、ボクは血桜の頭目として名乗りをあげてやる。そしてこの国をボクのものにしてみせるんだ」

　わに太朗が忍にん者じや刀とうを引き抜くと、マコトめがけて飛びかかる。だけど、涼すず葉はの刃やいばがそれを阻はばむ。

　カキン！！！

　刃と刃がぶつかり合う音が響く。

「わに太朗殿がマコト様を狙うつもりであれば、拙せつ者しやは手加減はしないでござるよ」

「お前もだ！　お前も地じ獄ごくに送ってやる！！！」

　断続的に、刃が交わる音が、夕方の森に木こ霊だました。マコトではその細かい動きまでは捉えられないほどに激しい戦い。

　涼葉は努力の忍しのびだった。幼き頃より血のにじむような修行を繰り返し、数々の忍術、体術を会え得とくしてきた。もって生まれた才能もさるものながら、彼女が誠せい之の進しん護衛の任を負かされたのにはこういった気質も含まれていた。現代にタイムスリップしてからも、修行は欠かしたことがない程だ。

　まず普通に考えれば、まだ年とし端はもいかない忍びを相手に決して後おくれを取ったりなどしないだろう。

　しかし、わに太朗は別格だった。

　血桜わに太朗。その温和な性格が邪じや魔まをして、その秘められた能力の片へん鱗りんをたまに見せるに止とどまっていたが、その体に流れるのは連れん綿めんと受け継つがれる最強の忍びの血液だ。いわば天才の家系なのだ。

　齢よわい一〇歳さいでありながら、その技、術のキレは半はん端ぱなものではなかった。

　間合いをあけた涼すず葉はは、軽く奥歯を嚙かみ締めた。

　長年の経験から、長い戦いは不利だと判断したのだ。

　戦えば戦うほど、わに太た朗ろうは涼葉の動きのクセを覚えてしまう。そしてその弱点を突いてくるだろう。

　しかけるしかないでござるな。

　涼葉はわに太朗に一気に突進した。

　これまで全すべてをかけて鍛きたえ上げた瞬しゆん発ぱつ力りよくで、一瞬でわに太朗の背後に回りこむ。これにはさすがのわに太朗もついていけなかったようだ。

　これで終わりでござる！！！

　涼葉は短刀を構え、わに太朗の背中に突き立てようとした。

　だけど、そこに一瞬の躊躇ためらいが生じた。

　そのスキを、わに太朗は見逃さなかった。すぐに体を曲げて向きを変えると、無防備な涼葉のわき腹を思い切り蹴け飛ばす。全身のバネを使ってのその一撃はかなりの威力だった。

　吹っ飛ばされた涼葉は、後ろの木に背中を打ちつけた。

「一足先に地じ獄ごくへ行け～～～～！！！」

　苦く無ないを構えると、わに太朗は涼葉めがけて突進していく。

「止やめろ！」

　マコトが、二人の間に割り込んだ。

　苦無は、マコトの腹を突いた。

　ゆっくりと、マコトは膝ひざを落とした。

「マコト様！！！」

　突き刺すような悲鳴が、涼葉の口から漏もれる。

　その時、わに太朗の懐ふところから、黄おう金ごん像がこぼれ落ちる。

　悔しそうな表情で、黄金像は地面に落下した。

　瞳に宿っていたまがまがしい色が、すうっと抜けていく。

　わに太朗の手から、苦無が落っこちた。

「マコト兄………ちゃん」

「いててててて」

　マコトはお腹なかを押さえて飛び跳はねた。本当に刺されてたとしたらひどく元気すぎる。

「あの、マコト様。ご無事なのでござるか？」

「え？　ああ、こいつのおかげだよ」

　マコトは、着てた変へん面めん丸まるの忍にん者じや服の前を開いた。ジャラジャラと重そうな鎖くさりが現れる。

「鎖かたびらでござるか！」

「この忍者服を借りた後で、干してるのを見つけたんだ。気休めにはなるかなって思ってつけてたんだよ」

「マコト兄ちゃん。ボク、ボク、ボク、ボク」

　泣きじゃくるわに太た朗ろうの頭に、マコトはそっと手を置いた。

「いいんだよ。わに太朗くんは操られちゃってただけなんだから。こうやっていつものわに太朗くんに戻ったんだから。自分の力で」

「マコト兄ちゃ～～～～ん!!」




「よいこらしょっと、まったく、少しはダイエットしろってんだよ」

　カバネ丸が、虎牙ベンガルを引っ張っていた。

　狂きよう虎この術を破られ、カバネ丸にしこたま痛めつけられて気絶してるのだ。

「おや？」

　目の前の光景に、カバネ丸は目を細めた。

「おい、虎牙。起きろよ」

　虎牙を蹴け飛ばす。げしげしとやってたら、やっと虎牙が目を覚ました。

「なんなのだ一体」

「いいから見てみろよ」

　カバネ丸の指さした方向へと顔を向けた虎牙は、その光景に目を見開いた。

「ど～～ゆ～～ことだ。ぬわぜわに太朗様と春日かすがマコトがあんなにも仲良しこよしなのだ！」

「あれが本当のわに太朗様の姿なんだよ。なんてったって、あの二人はもうずっと前から知り合いだったらしいからな」

「ぬわんと！！！」

「なあ、もう止やめにしないか？」

　カバネ丸が静かに言った。

「藤ふじ嵐あらしの血を根ね絶だやしにしたところでどうなる？」

「それは、我らの悲願が、鯱しやち肌はだ丸まる様と修しゆ羅ら菊ぎく様の無念が」

「鯱肌丸様はともかく、修羅菊は分からんぞ。藤嵐の血を根絶やしにして喜ぶかどうか」

「どういうことだ？」

「…………お前は知らんかと思うがな、修羅菊と誠せい之の進しんは仲が良かったんだぜ」

「そんなバカな！」

「本当のことさ。こっそり二人で会ってたりしてたぐらいなんだからな」

「信じられん！　ならば何な故ぜあの時峠とうげで修羅菊様は誠之進のことを殺そうと」

「血ち桜ざくらの頭とう目もくっていう立場が、そうさせたんだろうな。そうしなければならなかったんだろうな。きっと」

「そんなバカな、バカな…………そんな」

　がっくりと膝ひざをつく虎牙ベンガル。他ほかの血ち桜ざくら忍にん者じや達も集まってくる中、わに太た朗ろうが声を張り上げた。

「血桜忍にん群ぐん頭とう目もく、血桜わに太朗として命令する。今後一切、春日かすがマコトの命を狙ねらうことは禁止する！　ボクがいてもいなくても関係なくだ！　もし、もしマコト兄ちゃんのこと狙おうとしたら、その時は、その時は」

　思い切り息を吸い込むと、わに太朗は叫んだ。

「大嫌いになっちゃうからね！！！」

　血桜一同、異論は口にしなかった。

　ただ、静かにその場にかしずいた。

　この瞬間、春日マコト抹まつ殺さつ指令は、消えうせた。




「ご無事ですか？　マコト兄様」

　時とき田たの後ろから、桃とう香かがマコトのもとに駆かけ寄って来る。

「だいじょ～～ぶですか？」

　かなでもだ。ぴょんぴょん飛びながらマコトのもとへとやってくる。

「え、ああ。まあちょっとお腹なかんとこ切っちゃったくらいで」

「お腹を！」

「切っちゃったんですか？」

　桃香とかなでが血けつ相そうを変えた。

「それは大変です。手当てなさらないと。どうぞ家にいらしてください」

「い～～え、マコトさんはお家うちに帰るんです。救急箱がありますから」

　かなでと桃香がちょっと睨にらみ合う。

　ちょっと火花バチバチだ。

　血桜も血桜で、なんだか和わ気き藹あい々あいとしてた。

「やったね、実は本当のこと言うとオイラあんまり気乗りしてなかったんだ」

「なんだ、奇き遇ぐうだな。俺おれもそうだったんだ」

　そんな雰囲気の中だったから、リーゼントが飛び込んできたのにもちっとも気がつかなかった。

「大丈夫かマコト!!」

　バットを片手に飛び込んできた花はな滝たきは、その雰囲気に目をパチクリとさせた。

「なんか知らんが、丸く収まったみたいじゃないか」

　めでたしめでたしって顔してから、花滝はう～～んて顔をした。

「なんだろう、何かこいつらに伝えなくちゃいけないことがあったような気がするんだが…………まあいいや。思い出せないんなら大したことないんだろ」

　軽く笑い飛ばした花はな滝たきの目に、その黄おう金ごん像は映った。

「なんだよ。まだ破壊してなかったのか。いかんな。こういったもんをほったらかしにしておいたら危あぶないじゃないか」

　花滝が白衣のポケットからトンカチを引っ張り出した。

「こいつでちゃんと壊こわしておかないとな」

　せ～～～の～～って振り回した時、花滝の背中がドンと押された。またしょ～もないことでケンカしてた下げ忍にんが当たったのだ。

　花滝はそのまま前のめりに倒れこんだ。呪のろわれた黄金像めがけて。

「ああああああああああああああああああああああああ」
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『くくくくくくくくくくく』

　地の底から響いてくるようなその声に、マコトは眉まゆ毛げをピクってさせた。

「なんだ？」

　首を動かすと、直立した花滝がいた。うつむき肩を震わせて笑っている。

「ど～～したんですか？　花滝センパイ。なにか悪いキノコでも」

『ぬははははははははははははははははは』

　花滝が顔を上げた。眼鏡めがねが怪しく光る。破は綻たんした笑い顔だ。

『ぐふふふふふふふふふふふふふ、先ほどはよくもやってくれたな』

　声すら、花滝のものではなかった。まるで化け物のようにしゃがれた声だ。

「あああああ、見てください！　センパイさんの頭に!!」

　突き出したリーゼント頭に、黄金像が突き刺さってた。思わず笑っちゃうほどにしっかりと下半身をうずめている。

『こいつの体は完全に乗っとった』

　黄金像を頭に突き刺した花滝（以降、面倒臭くさいので黄金花滝とする）は、得意気に歯を見せた。

[image: ]

「ふん、そんなこと言っておどしたってちっとも怖くないですからね～～だ」

　かなでが腰に手を当てると余よ裕ゆうしゃくしゃくで言った。

「だって、いくら黄金像さんが乗っとったって言ったって、センパイさんですよ。鼻歌しながら倒せちゃいますよ」

　かなでが拳こぶしを鳴らした。だけど鳴らなかった。しばらくがんばってもやっぱり鳴らないもんだから、何事もなかったかのように黄金花滝を睨にらみつけた。

「とにかく、何をしようったって無む駄だです。ここにはアタシの他ほかにも涼すず葉はさんもいるし、他にもわに太た朗ろう様に血ち桜ざくらの方々が勢ぞろいしてるんですからね。逃げ道はありません」

『確かに、逃げ道はなかったさ。さっきまではな』

　黄おう金ごん花はな滝たきは笑った。

『だけど、こいつの頭が教えてくれた。素晴らしい逃げ道のことをな！！！』

　黄金花滝は背中の後ろに隠してた消火器をその場でぶっ放すと、いきなり走り出した。

『土に埋もれて無む駄だに過ごした時を取り戻してやる！』

　そんな叫びが聞こえてくる。

「一体どういうことなんだ！！！」

　小首を傾かしげるマコトに、ふと一つの考えが浮かぶ。

「側そば之の小こう路じセンパイ。花滝センパイを車で跳はねたのは、上かみ加か峠とうげの近くだって言ってましたよね」

「え、確かそうでしたわね。時とき田た」

「はい、間違いありません。国道は混むので、より早く着けるようにあの道を走っていたところを、彼が飛び出してきました」

「その時の花滝センパイの様子は？」

「なんか喜んでいた様子でした。飛び跳はねるように道路に飛び出してきて」

「そう言えば、何か叫んでましたわ。えっと」

　ちょっと明後日を見つめてから、桃とう香かはその言葉を口にした。

「ゲートがどうのこうのと」

「ゲート……………………………………」

　マコトは思い出した。ずっとずっと前、花はな滝たきが妙な機材を引っ張り出して上かみ加か神社の辺りを調べていた時のことをだ。

　タイムスリップのゲートは再び開く。そんなことを言っていた。

「分かったぞ、あいつは過去に逃げるつもりなんだ。上加峠とうげのタイムゲートを使って」

「どういうことでござるか！！！」

「あの黄おう金ごん像は花滝センパイが忘れてる頭の中のことまで読んだんだよ！　きっとタイムゲートが開くんだよ！　今日」

　全員に緊張が走る。

　もし、黄金像が過去に戻ったら、きっとまたたくさんの武ぶ将しようを狂わしていくことだろう。歴史が変わることは間違いない。

「もしかしたら、大変なことになるやもしれませんな」

　時とき田たさんが頷うなずいた。

「もしあの人形が世界大戦時代にその力を振るったとしたら、この国の行方ゆくえすらも左右しかねない」

　スケールの大きさに、思わず血の気がひいてくる。

「止めなくちゃ！」

　マコトは固い決意を込めて呟つぶやいた。

「なんとしてでも！」
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『ぎょへへへへへへへへへへへ』

　奇声を発しながら、黄金花滝が車のアクセルをげしげしと踏みつける。

　時折首を左右に高速に揺らしたりなんかする。すぐにでもエクソシストを呼びたくなるような光景だ。

『邪じや魔まされないように手を打っておくか』

　黄金花滝は山道で急ブレーキをかけると、車を降りてガードレール前に立った。眼下に広がるのは生おい茂る丈たけの短い木々だ。

『匂におうぞ。はるか昔に流され大地に染しみ込んだ血の匂いがな。さすがは合かつ戦せん場じようだ』

　黄金花滝は両手を高くかかげ叫んだ。

『成じよう仏ぶつできずにくすぶる怨おん念ねんよ、俺おれの声に答えろ！』

　頭に突き刺さった黄金像が、怪しく光り輝いた。




「まったく、ど～～して花滝センパイ、こっちの車で行ってくんなかったんだよ！！！」

　ポンコツカーの助手席で、マコトはぶ～たれた。

　花はな滝たきは時とき田たのリムジンに乗ってってしまってたのだ。残されてたのは花滝の愛車のポンコツカーだ。

　ポンコツカーは前にも増してポンコツになってた。屋根が外れてオープンカーみたいになってた。ファッションで外したもんじゃないってことは痛いくらいに分かる。ベリって剝はがれた生なま々なましい跡が目だってた。

　運転する時田さんのこめかみにも十字キーみたいなバッテンが浮かび上がってる。リムジンを取られちゃったってのもあるし、こんな車を運転しなくちゃなんない屈くつ辱じよくってのもあるだろう。

「どうでござるか？　追いつくでござるか！」

　涼すず葉はが後部座席から顔を突き出した。

「心配はいりません。たとえこんな車でも、この私の腕で………」

　時田さんが、言葉を止める。その上品な白い眉まゆ毛げが「ん？」ってなった。

「なんですかな？」

　前方を見み据すえる。いちばん目のいいわに太た朗ろうが叫んだ。

「うわ～～、なんかお化け屋や敷しきみたい！」

「本当ですね。お化け屋敷にいそうな方々がいます」

　かなでも頷うなずく。

「お化けみたいな人達……………？」

　マコトも、その人達がどんな人達なのか気がつく。

　どう見たって、いわゆる亡ぼう霊れい落ち武む者しやって奴やつだ。

「これもあの黄おう金ごん像の力のせいなのか？」

　マコトは思わず叫んだ。

「そんなのってありかよ！」

　だけど、不満を言ったってどうにもならなかった。

　亡霊落ち武者の方々はわさわさと集まってくる。

　止まった車を取り囲むように後から後からわさわさわさわさ。

「ええ、手間がかかるがここは切り開くしかないでござるな。かなで」

「はい、分かってます」

　二人が車から飛び降りようとするが、その必要はなかった。

　赤い軍団が怒ど濤とうのように亡霊落ち武者に襲いかかり、四し散さんさせる。

　虎牙ベンガルを先頭にした、血ち桜ざくら忍にん者じや達だった。

「道は我らが開く！　進め！」

「虎牙さん………」

　驚くマコトに、虎牙ベンガルが言った。

「誤解するなよ。春日かすがマコト。我らは別にお前の手助けをしようなどとは思っていない。歴史がどうなろうと知ったことではない。ただ、ただな」

　ふしゅ～～って、鼻息を吹き出す。

「我ら血ち桜ざくら忍にん群ぐんがあのような人形ごときにコケにされたことが許せないだけ。それだけのことだ」

「ありがとう」

　マコトは静かに頭を下げた。時とき田たさんも一礼し、アクセルを踏む。

「虎牙！　ありがと！！！」

　わに太た朗ろうの声が、走り去るポンコツカーから聞こえた。

「まさかお前が一緒に来るとは思わなかったぜ、虎牙」

　からかうように、カバネ丸が言う。

「てっきりいつまでもあそこで落ち込んでると思ってたんだがな」

「バカにするな」

　ムッとした顔で虎牙は言った。

「わしとてこの時代に来て一年がたつのだ。多少の柔じゆう軟なん性とやらは養われておる」

「みんな聞いたか？　柔軟性だってさ」

「うわ～～、石頭の代名詞みたいな虎牙様からそんな言葉が聞けるなんて予想もしなかったね」

「明日は雨降るかも。傘かさの用意しとかなくちゃ」

　余計なこと口ばしる下げ忍にん達は、いつものごとく虎牙の鉄てつ拳けんの餌え食じきとなった。

「遊んでる暇はないぞ。どんどん来るぜ」

　カバネ丸の言葉に、虎牙は下忍達を殴なぐるのを止やめた。言われた通り、亡ぼう霊れい落ち武む者しやはわしゃわしゃと押し寄せてくる。

「いいだろう。相手になってやろう！」

　虎牙の腕から仕し込こみ爪づめががちょんと飛び出す。

「うが～～～～！」

　虎牙が爪を振り回しながら亡霊落ち武者の群れに突っ込んだ。面おも白しろいように亡霊武者達がぶっ飛ばされ、そして散り散りになっていく。

　下忍達も負けてない。団体で押しかけてポカスカポカスカやって倒していく。ちょっと卑ひ怯きようだけど、実に彼ららしい攻撃だ。

　カバネ丸の大おお鎌がまも、きらめきのごとくの速度で大量の敵を切り裂さく。

『えりゃえりゃえりゃ！　どうだ、まいったか。うわ～まだたくさんいるよにん美みちゃん！』

『本当だね。だけどがんばらなくっちゃ！　にん吉きちくん』

　にん吉きちくんとにん美みちゃんもがんばってた。もちろんその後ろにいる黒くろ子この人は見えないつもりだ。伝統だから仕方ないのだ。

「兄あに者じや、我ら火ひ達磨だるま三兄弟の力、見せてやろうぞ」

「おうよ、行くぞ必殺」

「七色爆ばく裂れつ弾だん！」

　火達磨三兄弟も盛大に爆発を起こしてた。

　頭からペットボトルの水をかぶりながら、泥どろブナもがんばってた。

　全身キノコに覆おおわれてる奴やつもいた。キノコをロケットのように打ち出して戦っている。

　血ち桜ざくら上じよう忍にん、血桜どんこ之の介すけだ。何年かぶりに目を覚ましてくれたようだ。

　鼻から枝豆を飛ばして敵を攻撃する奴もいた。口から金魚を飛ばして敵を攻撃する奴もいた。反復横跳びで敵を切り裂く奴もいた。皿を回したり竹馬に乗ってる奴もいた。歯をみがいている奴もいた。

　血桜忍にん群ぐん、本当の総動員だった。全員紹介できないのが残念なくらいだ。

「化け物集団とまで呼ばれた我ら血桜忍群と本物の化け物。どちらが強いか力比べといこうじゃないか！」

　壮絶な顔で吠ほえる虎牙に、亡ぼう霊れい落ち武む者しやの人達もちょっと怯おびえた。




「やったぞ、もうすぐ上かみ加か峠とうげだ！！！」

　しばらく車を走らせ、あと少しで上加峠という時に、ポンコツカーはその動きを止めた。

　いくら愛を込めて殴なぐったり叩たたいたりしても、ポンコツカーはとまったままだった。どうやら天てん寿じゆをまっとうしてしまったようだ。

　亡霊落ち武者の人達がわらわらと追いかけてくる。

「仕方ありませんな」

　時とき田たさんが小こ脇わきに抱かかえてたでっかなバッグからいろんな物ぶつ騒そうなもんを引っ張り出した。マシンガンとかバズーカとかそういった代しろ物ものだ。

「ここは私にお任せを。皆様は早く」

「分かった！！！」

　マコト、涼すず葉は、かなで、わに太た朗ろうの四人は、一路、上加峠へと向かった。

　上加峠の、上加神社に。
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　黒いリムジンが山道に止まる。黄おう金ごん花はな滝たきは車を降りるとすぐ脇の石段を駆かけ上がった。やがて、その先に小さな社やしろが見える。上加峠の上加神社だ。

　花滝が測定に使ってた機械や、計算に使ったノートやペンが散乱してた。

　黄おう金ごん花はな滝たきは時計を見た。午後の五時を回ったところだ。

『そろそろだ。計算さえあっていれば、もうすぐ』

　黄金花滝が喉のどをゴクリと鳴らす。と、測定に使ってた機械の電針がピクリと小刻みに震えた。

『もう五、六分といったとこか』

　黄金花滝がそう呟つぶやいた直後だ。

「そこまでだ！！！」

　背後からの声に黄金花滝は振り返った。

　そして、にんまりと微笑ほほえんだ。

「来たか。思ったより早かったな」

　マコト、涼すず葉は、かなで、わに太た朗ろうの四人だ。

　ちなみに、はーはー息を切らしてるのはマコト一人だ。基礎体力が違うから仕方ないのだ。

「覚かく悟ごするでござる！」

　涼葉が刀を構える。かなでも、そしてわに太朗も同じく武器を取り出し構えた。

　どう考えたって黄金花滝に勝ち目なんかなかった。なのに、その顔には不ふ敵てきな笑みが浮かべられていた。

「やれやれ、このように弱々しい肉体の俺おれに三人がかりとは卑ひ怯きようじゃないか」

　黄金花滝は眼鏡めがねをくいと押し上げた。

「ならば、こちらも助すけっ人とを呼ばせてもらうことにしよう」

　黄金花滝がパチリと指を鳴らした。地面の中からせり出してくるように、一つの人影が現れる。

　ケダモノのような風ふう体ていの男だった。その鋭い瞳からはお前らぶっ殺すぞ的な眼光がほとばしっている。ガラの悪さは超一流だった。虎牙ベンガルが可愛かわいく見えるほどだ。

　かなでとわに太朗が驚きの声を上げた。

「鯱しやち肌はだ丸まる様！！！」

「父さん！」

「えええええ！！！」

　マコトと涼葉が仲良く驚いた。

「この男が、血ち桜ざくら鯱肌丸なのでござるか？」

　マコトと涼葉は、わに太朗と鯱肌丸の顔を交互に見比べ、そして大きく息を吐はき出した。

「親子だなんて、絶対に信じられないでござる」

　だけど、驚きにひたってる場合じゃなかった。鯱肌丸が牙きばをむき出して襲いかかってきた。

『こいつの怨おん念ねんは尋じん常じようでなかったからな。呼び出すのにさほど苦労はしなかったさ。行け！！！』

　鯱肌丸の猛もう攻こうに、三人がかりでも太た刀ち打うちができないようだ。

「父さん！　止やめてよ！」

「鯱しやち肌はだ丸まる様！　落ち着きください！　ねえ、アタシかなでですよ。よく叱しかられてたかなでですよ。ねえねえねえ」

　わに太た朗ろうとかなでが声を飛ばすけど、怨おん念ねんの塊かたまりである鯱肌丸には通用しなかった。

『残念だったな。せっかくここまで来たのにな』

　黄おう金ごん花はな滝たきの笑い声が響いた。

「くっ」

　マコトは、奥歯を嚙かみ締めた。

　こんな状況なのに、何もできない自分が悔しかった。だけど、のこのこ飛び出していったって自分は戦力の足しにもならないことはよっく分かってた。

　僕にできることって何かあるのか？　僕にできることって？

　そんなこと考えるマコトの目の前に、一本の刀が突き刺さる。激しい戦いの中、かなでの持ってた刀が弾はじかれ飛んできたのだ。

「あ～～～ん、もう」

　かなではさっさと別の武器を出して戦いはじめてた。これが武士だったら、刀は魂たましいとか言って慌あわてて拾いに来るんだろうけど、忍にん者じやにとって刀は戦う道具にすぎない。代わりがあるならわざわざ危険をおかして拾いになんか来ないのだ。

　マコトは刀を見つめ、そして決意した。

　こっくりと頷うなずくと、その刀の柄つかを握り締めて走り出す。

「マコト様！」

「おっりゃ～～～～～～～～～～～～～！！！！」

　マコトが突っ込んでいったのは、黄金花滝のもとだった。

『ぬぬぬぬぬぬぬぬぬ！』

　逃げる黄金花滝を追いかけて、マコトは刀を振り上げた。

「花滝センパイ！　勘かん弁べん！」

　ズバッ！！！！！！

　鈍にぶい音がして、真っ黒い塊が宙に浮かび上がる。ぶった切られた花滝ご自じ慢まんのリーゼントの先っぽだ。

　リーゼントの先っぽはそのままくるくると回転しながら落っこちる。そしてその衝しよう撃げきに黄金像が転がり落ちる。

　マコトは落っこちた黄金像めがけて突っ走った。

『いかん！！！！』

　黄金像から離れたものの、まだまだ操られてる黄金花滝が叫んだ。

『そいつを止めるんだ！！！』

　鯱しやち肌はだ丸まるが牙きばをむき出してマコトに襲いかかる！　とんでもなく恐ろしい形ぎよう相そうだ。

　だけどマコトは足を止めなかった。ポケットからハンマーを引っ張り出す。

「これで、これで本当の最後だ！！！」

　力いっぱい、マコトがジャンプした。

　鯱肌丸も、反対側からマコトに向かって襲いかかった。

　鯱肌丸の鋭い爪つめがマコトの体をえぐろうとしたまさにその瞬間。

　振り下ろしたマコトのハンマーが、黄おう金ごん像を打ち砕くだいた。

『グギャ～～～～～～～～～～～～～～～』

　黄金花はな滝たきの断だん末まつ魔まの悲鳴が、辺りに響き渡った。




　ひっきりなしに湧わき出ていた亡ぼう霊れい落ち武む者しや達が、その場にぐじゅぐじゅと崩れ落ちていく。

「春日かすがマコト達がうまいことやってくれたようだな」

　カバネ丸が大きく息を吐はき出す。

「ふん、暴れ足りぬわ」

　爪を引っ込めながら、虎牙ベンガルが不満気に呟つぶやいた。

「さてと、わに太た朗ろう様の様子を見に行かねば」




「終わったようですな！」

　弾たま切れになったマシンガンを下ろし、時とき田たさんが呟く。

「室長！」

　見ると、向こうからエージェントの人達が走ってくるところだった。

　そして、桃とう香かと萌もえも。

「お嬢じよう様」

　時田はちょっとだけ気恥ずかしそうな表情を浮かべた。

「できれば秘密にしておきたかったのですが、知られてしまいましたな。私の裏の顔を」

「気にすることないのですよ。時田」

　にっこり笑って桃香は言った。

「ずっと前から知ってましたもの」

　時田はしょえ～～～～って顔になった。
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「やったでござるよ！　マコト様！」

　いつになく興奮した涼すず葉はの声で、マコトは目を覚ました。

　粉々になった黄金像を目にして、初めてマコトは成功したってことに気がついた。

「本当、びっくりしました。マコトさんのおかげですよ！！！」

　かなでもこくこくと頷うなずく。

「そっか、なんとかいったんだ。良かった。良かった」

　立ち上がろうとしたけど、腰が立たない。

　ちょっと照れくさそうに微笑ほほえんでから、マコトは首を動かした。

　そして、その光景を見た。

　わに太た朗ろうが、立っていた。そしてその目の前に、鯱しやち肌はだ丸まるがいた。

　相変わらずの悪者顔だけれど、その瞳は優しく細められている。

『強くなったな。わに太朗』

　鯱肌丸はそう言って、わに太朗の頭に手を置いた。

　それから、ゆっくりと首を動かし、マコトへと目を向けた。

『礼を言うぞ。誠せい之の進しんの血を引く者よ』

　最後にそう言って、鯱肌丸の姿はゆっくりと薄れていった。

　わに太朗は顔をごしごしってこすって涙を拭ふいてから、マコト達に顔を向けてニコって笑った。

　ちょうど、その時だった。

　軽い地面の振動が始まった。そして、上かみ加か神社の中央あたりが、うっすらと光を放ちはじめる。やがてそれは光の穴となる。

「開いたな。穴」

　マコトが小さく呟つぶやいた。

「開いたでござるな」

　涼すず葉はも、頷うなずく。

「きっとこの穴の向こうには、涼葉のいた時代があるんだろうな」

「そうでござるな」

　しばしの沈黙。

「なあ、涼葉。僕、さっき思ったんだけど、誠之進って人は死ななかったんじゃないのか？」

「え？」

「だって、涼葉がタイムスリップした時に死んじゃってたとしたら、子供を残すなんてことできなかっただろ。そうなると、おかしいよ。だってさっき」

「マコトさんのこと、誠之進の血を引くものって言ってましたものね。鯱肌丸様」

　かなでが言った。

「花はな滝たきセンパイに聞いたことがあるんだ？　藤ふじ嵐あらし城じよう跡せきにある塚って、ずっとずっと後に立てられたものだって。中にちゃんとお骨こつが入ってるかどうかは分かってないんだってさ」

「…………………………」

「もしかしたら、元の時代に戻ったら、誠せい之の進しんって人、生きてるかもしれないよ、だから」

　帰れとは言えなかった。帰ったらどうだ？　とも言えなかった。言える訳がなかった。

「どうする？」

　そんな曖あい昧まいな言葉で、マコトはしめくくった。

　沈黙が流れた。世界の終わりまで続くような、そんな長い長い沈黙だった。

「マコト様」

　意を決したように、涼すず葉はは言った。

「拙せつ者しやは、戦国の世に忍しのびとして生を受けたでござる。誠之進様をお守りするのが、拙者の使命でござる。もし誠之進様が向こうの時代に生きていられるのであれば、拙者は過去へと戻り、お守りしなければならないでござる」

「そっか」

　力なく、マコトは頷うなずいた。

「そうだよな。うん。それが当然だと思うよ」

「かなで、お主ぬしはどうするでござるか？」

「え、アタシですか？」

　腕を組んで考え込んでから、かなではも～～しわけなさそうに言った。

「涼葉さんには悪いんですけど、アタシはこの時代に残ろうと思います。この時代の方が何かアタシの性しように合ってるような気がするんです」

「ボクも、ここに残りたいな」

　わに太た朗ろうが口を開く。

「ここなら、戦いくさだ戦だって騒ぐこともないし。もう血ち桜ざくら忍にん群ぐんも悪いことしなくて生きてけるし」

「そうでござるな。それがいいと思うでござる」

　涼葉はこっくりと頷くと、そっと手を伸ばした。

「マコト様。いろいろとお世話になったでござる」

「こちらこそ、本当にありがとう」

　長いようで短い、握手。

「それでは、失礼するでござる」

　涼葉はマコトの瞳を見ないように、クルリと背中を向けると、光のトンネルに向かって走っていく。そして、勢い良く飛び込んだ。
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　光に包まれていく涼葉に向かって、無意識のうちにマコトは力いっぱい叫んでいた。

「涼葉！　待って……………」

　もう声は届かなかった。涼葉の姿は、光の中へと消えていた。

「マコトさんが行かないでって言ったら、涼葉さんきっとこの時代に残ったんでしょうに」

　少しだけ、ほんの少しだけ非難するように、かなでが言う。

　マコトは静かに首を横に振った。

「いいんだよ。涼すず葉はが決めたことなんだから」

　それから、気を取り直したように声を張り上げた。

「そ～～だ、花はな滝たきセンパイ起こさなくちゃ。きっと騒ぐぞ。魂たましいがああとか言って」

　マコトは、離れたとこで転がってる花滝に歩み寄ると、揺り起こした。

「花滝センパイ、花滝センパイ、起きてくださいって」

「なんだ？　一体ど～したんだ？　ど～～して俺おれはこんなとこにいるんだ？」

　花滝は軽い頭に気がついてぺたぺたと触さわった。

「あ～～～、俺の魂が！！！」

　ぎゃ～～のぎゃ～～の、騒いでから、おまけにもう一度叫んだ。

「あ～～～、思い出したぞ～～～～！！！」

　血けつ相そうを変えてマコトにすがりついてまくし立てる。

「大変なんだ。ゲートがまた開くんだ。しかも今日だ。時間は」

「ゲートならもう開いてますよ。ほら」

「ん？」

　ずれ落ちてた眼鏡めがねをくいっと持ち上げて、花滝はマコトの指さす方向を見つめた。

　そして、呟つぶやいた。

「違うぞ、開いてなんかないぞ。あれは、開きかけだ。大きさはあんなもんじゃない」

「え？」

　マコトは首を動かした。ポッカリと広がる光のトンネル。そこからさほど離れていない場所、かなでとわに太た朗ろうがいる。

　慌あわててマコトは叫んだ。

「離れて！！！！！」

　次の瞬間だった。光の穴がぐわっと開いた。これまでとは比べ物にならないくらいの大きさだ。

　光はかなでとわに太朗の立っている地面にまで達していた。

「え？」って表情のまま、かなでとわに太朗は光の中に吸い込まれていく。

「あああああ！！！」

　飛び出そうとするマコトを花はな滝たきが慌てて押さえた。

「無む駄だだ。あの光に飛び込んだらもう戻ってこれないぞ」

「だけど、だけど、だけど」

　二人の前に、紅あかい集団が現れる。虎牙ベンガルを先頭にした血ち桜ざくら忍にん群ぐんだ。

「時超えの光か」

　光のトンネルに目を細めてから、虎牙はマコトらに顔を向けた。

「わに太朗様は？」

「………………光に巻き込まれて」

「お戻りなられたか。あの時代に」

　虎牙は大きく息を吐はき出した。

「わに太朗様がお望みであればこの時代で生きていくのも悪くないと思っておったが、これも宿命なのかもしれんな」

　虎牙は忍しのび達を見渡すと、大声で叫んだ。

「皆の者！　わに太朗様を追うぞ！」

「お～～！！！」

　血桜の忍び達が次から次へと光の穴へと飛び込んでいく。そこに躊躇ためらいとかそんなものはなかった。

　マコトの耳元でカバネ丸が言った。

「驚いてんだろ？　よくもまあ、こうも躊躇いもなくぽんぽん飛び込んでいけるもんだって」

　照れくさそうに、カバネ丸は笑った。

「俺おれらみんな、わに太朗様のことが大好きなんだよ。極ごく悪あく集団の中にぽっこり生まれた良心の結晶みたいなわに太朗様のことがな。だから、わに太朗様が行かれるとこ、それが俺らの場所なのさ」

「こら、カバネ丸。早くせんか」

「わ～～たわ～～った。じゃ～～な」

　大おお鎌がまを背負いなおすと、カバネ丸はさっさと光の中に飛び込んだ。

　最後に、虎牙ベンガルだけが残った。

　光のトンネルの前に立ち、虎牙は春日かすがマコトに顔を向けた。

「草くさ影かげのくノ一いち、そしてかなでに守られていたとはいえ、我ら血ち桜ざくらに狙ねらわれながらよくぞ一年間生き延びた。春日マコト」

　虎牙はにんまりと微笑ほほえんだ。

「その運の良さだけは、誉ほめてやる」

　それだけ言うと、虎牙は光の中に飛び込んだ。

　それを待っていたかのように、光の穴は消えうせた。跡形もなく。

　また、いつもの赤茶けた大地だ。

「行っちゃったな」

　マコトはがっくりと、膝ひざを下ろした。

　それまで穴の開いていた場所を、いつまでも眺めていた。

　こうして、時を超えてやって来た忍にん者じや達は、現代という時を後にし戻っていった。

　彼らが活躍した、もとの戦国の世に。
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　ほんのりと暖かい風が吹いてくるそんな三月の日。向日葵ひまわり高校は卒業式だった。

　卒業証書を片手に、学校を出てきたマコトを、花はな滝たきと桃とう香か、時とき田たさんが迎えた。

　ちなみに花滝の頭はアフロ頭だ。また原点に戻ったようだ。

「おめでとうございます。マコト兄様」

「ありがと」

　照れたように、マコトは笑った。

「側そば之の小こう路じセンパイも花滝センパイもすみません。わざわざ僕の卒業式に来てくれるなんて」

「水みず臭くさいこと言うなよ。俺おれ達の仲じゃないか」

　マコトの肩をばしばしと叩たたきながら、花滝が言う。

「そうです」

　元気に頷うなずいてから、桃香は少しだけ寂し気に尋ねた。

「その、本当に行ってしまわれるのですか？」

「え、はい」

　マコトはこっくり頷いた。

「大学行くほどの頭もないし、せっかくだからしばらく南の島でのんびりするのもいいかなって思って」

「出発はいつだっけ？」

「一週間後です」

「見送りには行くからな」

「ありがと～～ございます」

　ゆっくりと頭を下げた。

「それじゃ、僕は帰ります」

「それなら車で」

「いえ、大丈夫です。それに、最後だからいつものルートで帰りたいんです。のんびり」

　マコトは深く頭を下げた。

「それじゃ」

　とぼとぼと校門へと向かって歩いていく。

「まさか、あいつが南の島行きを決意するとは思わなかったな」

　花はな滝たきがあごのとこをしゃくりながら呟つぶやいた。

「意外だったな。あんなに嫌いやがってたのに」

「側そば之の小こう路じグループに入っていただくよう何度もお誘いしたのに」

　桃とう香かの呟きに、花滝が苦笑する。

「ま、そのうち気が変わるかもしんないし」

　そこで、花滝はちょっと考えてから、ぼりぼりとアフロ頭を搔かいた。

「そ～～だな～～、マコトの代わりに俺おれが立候補しちまおうかな？　俺もあと何年かしたら卒業だし、就職活動もそろそろ」

「それでは、失礼します」

　時とき田たさんの運転するリムジンに乗って、桃香はさっさと行ってしまった。

　通り過ぎていくリムジンを見送って、花滝は呟いた。

「なんだかな～～～」




　いつもと同じ通学路を、ゆっくりとマコトは歩いた。

　商店街を抜け、住宅街を横手に歩き進む。やがて、視界に入る緑の占有率が増えていく。郊外へと出た証拠だ。

　緑の向こうに一軒家が見えた。春日かすが家けだ。

　幼い頃からずっと暮らしてて、すっかり見慣れてる家。だけどなんだか特別のようなものにも思える。

「ここで暮らすのも、あと少しか」

　マコトは呟いた。

　当初、二年ということだった父親の南の島赴ふ任にんだけどその期間が延びたのだ。それにともなって、マコトの島行きを催さい促そくする声も強くなった。

　それに従って、高校卒業後に、南の島に行くことにしたのだ。

　もちろん、アルバイトしながらずっと一人暮らしを続けるという選択肢しもあった。だけど………。

　ど～～も、静かな家の居心地が悪くなってしまったのだ。

「賑にぎやかすぎるくらい賑やかな一年間だったからな。毎日毎日わいわいして、命狙ねらわれてたけど、楽しかったよな」

　少しだけ遠い目をした。

「涼すず葉は達、元気してるかな？」

　そこで、思わず吹き出す。

「なにバカなこと考えてるんだろ。涼葉達が元気にしてるかなんて。もうとっくの昔に死んじゃってるのに。ずっとずっと昔に」

　涼葉達が戻ったのは今から五〇〇年も昔の戦国時代だ。どんなに長生きしたってこの時代に生きている訳がない。

　子孫だったら生き延びてるかもしれないけど。

　子孫か………。

　マコトは、いつか花はな滝たきが言っていた言葉を思い浮かべた。

『マコト、俺おれはちょっと思ったんだが』

　涼葉達が過去へと戻ってから数日後、コーヒー片手に花滝がこんなことを言った。

『戦国時代に帰った涼葉君は、藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんと再会したんじゃないのか？　そして誠之進と結ばれて、子孫を残したんじゃないのか？　そうしてその血筋が、お前なんじゃないのか？』

　嬉うれしいことなのかもしれなかったけど、なんだかちょっと悔しかった。

「ま、どうにしろ、きっと幸せに生きたはずだよ。うんうん、そうに違いない」

　マコトは、自分に言い聞かせるように繰り返しながら、玄関の扉のカギを開けた。

「ただいま」

　涼葉達が過去に戻ってから一年、ずっとずっと沈黙がマコトのことを迎えてくれていた。今日もそのはずだった。

　だけど、違っていた。

「おかえりでござる！」

　その声に、マコトは俯うつむいてた顔を持ち上げた。

　そして、玄関の所に立つ娘むすめに気がついた。

　若葉色の忍しのび装しよう束ぞく、そしてひっつめにされた髪の毛。

　鋭いけれど、その奥に優しさを潜ひそめた瞳。

　草くさ影かげ涼すず葉はだった。

「す、涼葉！！！」

　マコトは大声を上げると、一気に後ずさった。玄関の扉に背中を押しつけ、驚き三〇〇パーセントで叫んだ。

「ど～～してここに！」

　信じられない状況に口をパクパクさせてから、マコトはかすれた息で叫んだ。

「まさか、幽ゆう霊れい」

「違うでござるよ。マコト様。幽霊などではないでござる」

「それじゃ、それじゃどうして。過去に戻らなかったってことなのか？　だけどあの時いなくなって、それにこの一年一体どこに」

「一年もたってしまっているでござるか。だけど、だけど良かったでござる。再びマコト様に会うことができて」

　涼葉は大きく息を吐はき出し、そして恥ずかしそうに呟つぶやいた。

「あの時超えの光の中に体が包まれていく中、マコト様の声が聞こえた時、拙せつ者しやは気がついたでござる。今の拙者がお側そばに仕つかえていたいのは、誠せい之の進しん様ではなく、マコト様だということに」

　顔を真まっ赤かにして、涼葉は言った。

「だから拙者は、だから拙者は光の中必死にもがいたでござる。必死になってもがいて、そして気がついたら、また上かみ加か神社にいたでござるよ。そして、ここに駆かけつけたでござる。この、家に」

「涼葉」

「マコト様、拙者。またここで暮らしてもいいでござるか？　またマコト様のお側に、いてもいいでござるか？」

　恥ずかし気に、だけど不安気に、涼葉はマコトを見上げた。

　マコトは、喜びを隠そうともせず、力一杯に叫んだ。

「大歓迎だよ！」

「マコト様………」

　涼葉の瞳一杯に涙が浮かび上がる。嬉うれし涙だ。

　感極きわまって、涼葉がマコトにしがみついたその時だった。

「あ～～～～、涼葉さんずるいです～～～。自分ばっか」

　一年ぶりだけど、ちっとも違和感を感じさせない声が響き渡った。

　マコトは脇わきを見て、天てん井じようからぶら下がってるかなでに気がつき大声を上げた。

「かなでさん！！！」

「やっほ～～、マコトさん。あれれ？　ちょっと見ないうちに顔が大人おとなっぽくなっちゃいましたね。アタシの気のせいかな？」

　しゅたってマコトの隣に落っこちてくると、かなではにこって笑った。

「あはは、血ち桜ざくらかなで。ただ今戻りました」

「ど～～して？　だってかなでさん達はタイムゲートに巻き込まれて……」

「はあ、そ～～なんですよ。あの後タイムゲートに巻き込まれて、アタシ達はもとの世界に戻っちゃったんですよ。血桜の皆さんと。まあ、今更アタシのこと抜ぬけ忍にん呼ばわりして襲ってくる人はいなかったから良かったんですけどね。あ、そう言えばアタシの立場ってどうなってるんだろ。もうマコトさんのこと狙ねらわないって言ってるならまた血桜に戻ってもいいかしら？」

　ちょっと話を脱線させてから、気を取り直してかなでは戻ってきた。

「それでですね、アタシ達が戻ったのは、あの夜なのかは分からないんですけど、やっぱり雨が降ってました。空がごろごろしてて。戻ってきたんだってしみじみしちゃってる時に、下げ忍にんの皆様が残念そうに言ったんです。こんなことなら未来の物をおみやげにでもして持ってくれば良かったって。で、アタシはたまたま持ってたこれを自じ慢まん気げに出してあげたんです」

　かなでは、何でも出てくる胸の谷間から一本の鉄のスプーンを取り出した。

「い～でしょ。アタシは持ってるんだよって見せびらかそうと思ってこれを空に突き上げたら、そこにガラガラピッシャ～～ンって」

「雷が落っこちてきて、気がついたらまたこの時代に来てたってことなのか？」

　最強に疲れた表情でマコトは言った。

「そ～～なんですよ」

　こっくりと頷うなずいた。

「最初はま～～皆さんなにがなんだか分からなくなって、ポカンとしてたんですけどね、ま～～これも運命だってことで、みんなでこの時代で生きてくことにしたんです。とゆ～～訳で、マコトさん。そして涼すず葉はさん。これからも仲良くしてくださいね」

　かなでがぺっこりと頭を下げる。

　涼葉とマコトはお互いに顔を見合わせ、そしてどちらともなく笑い出した。

　力一杯笑ってから、かなでに顔を向けると、マコトは大きく頷いた。

「よろしく、かなでさん」

「よろしくでござる。かなで」

「あははははは」

　大きな口を開けて笑ってから、かなでは思い出したように呟つぶやいた。

「そ～だ、わに太た朗ろう様がマコトさんにお願いがあるそ～ですよ」

　かなでの後ろからひょこっとわに太朗が姿を出す。いつどうやって後ろに隠れたかは大いなる謎なぞだ。

「戻ってきちゃったよ。マコト兄ちゃん」

「お帰り。わに太た朗ろうくん」

　優しく微笑ほほえみかけてから、マコトは尋ねた。

「お願いって何かな？」

「うん、それなんだけどね」

　もじもじしながら遠慮がちにわに太朗は言った。

「あのね、血ち桜ざくらのアジトがね、なくなっちゃってたんだ。それでね、ちょっとの間だけ泊めてもらうと助かるんだけど」

「なんだそんなことか。もちろん大丈夫だよ」

「本当！！！」

　わに太朗の顔がパ～～って明るくなった。

「良かった。心配してたんだ。あんな大おお勢ぜい大丈夫かなって？」

「え？　大勢？」

「みんな～～～、大丈夫だって」

　わに太朗が、玄関の外に声を飛ばした。

　その声に呼応したかのように、木陰や茂みの中からぞろぞろと血桜忍にん者じや達が姿を現す。

「いや～～～助かったよな」

「だけど嬉うれしいよね。オイラ前からこんな家に住んでみたかったんだよな」

「奇き遇ぐうだな。オイラもなんだ」

「おじゃましま～～す」

「冷蔵庫の中開けてもいいかな？」

「わお、なんだかおいしそうなものがはいってるぞ、ちょっとおよばれしちまおうぜ」

　マコトの目の前を、どやどやと血桜の忍しのび達が通りすぎ家の中へと入っていく。

　呆ぼう然ぜんとしてるマコトの肩を、やってきた虎牙ベンガルががしがしと叩たたいた。

「いや～～～、もし断られたら無理矢理にと思っておったが、良かったぞ。正直助かるのでな。これが昨日の敵は今日の友という奴やつだな。がはははは」

　そんな調子のいいことを言いながら家の中にどかどかと上がり込む。

「虎牙様、虎牙様、ここオイラ達の部屋にしていいですか？」

「バカモノ！　お前ら下げ忍にんは外で十分だ！　穴でも掘って眠ねむれ！」

「え～～～～！！！　いいじゃないですか？　自じ慢まんじゃないですけどオイラ達そんな広くなくても平気ですよ。虎牙様と違って無む駄だに体大きくないから」

「わしの体が無駄に大きいだと？」

「あわわ」

「よくも言ったな！　歯をくいしばれ～～」

「いや～～～～」

　毎度おなじみの教育的死し導どうが始まったようだ。

　反対に風ふ呂ろ場ばの方でも騒ぎが聞こえてくる。

「おい、泥どろブナ。風呂桶おけから出ろよ。俺おれ達だって風呂沸かして入りたいんだから」

「おで、…………水から出たくない」

「しょ～～がね～～な。引っ張り出そうぜ」

　シュパパパパパパン！！！

「うわ、こいつ水カマイタチの術使いやがったぞ！」

「泥ブナ！　当たったら死んじまうじゃね～～か！」

　台所の方からも声が聞こえてきた。

『にん美みちゃん、おいしそうな物があるね』

『そうね、とてもおいしそうねにん吉きちくん』

『ボクらだけで食べてしまいたいところだけど、さっきからボクらの後ろでお腹なかをぐーぐー鳴らしてる人がいるんだ。ボクらとはちっとも関係ない人だけど』

『黒い頭ず巾きんをかぶってる人でしょ。私達にはちっとも関係ないけれど』

『ぐーぐーうるさいからちょっとだけ分けてあげない？　ちっとも関係ない人だけど』

『そうね、あげましょ。ちっとも関係ない人だけど』

　洗面所の方からだって声が聞こえてくる。

「う～～む、久しぶりに鏡で自分の素顔を見てみたが、相変わらず特徴のない顔をしているな。鼻をむの字にでも変えて見るか」

　庭だって大変だ。

「うわあ、クマだ！！！」

「シカだっているぞ、タヌキやキツネやイタチだって」

「毛け田だ五ご郎ろう、調教なら山に行ってやってくれ！！！」

　春日かすが家けはもうてんやわんやの大騒ぎだ。盆ぼんと正月が来たっておいつかないほどに。

「マコト様、本当にいいでござるか？」

「ははははははは」

　ぎこちなく笑ってから、マコトはやけくそのように叫んだ。

「大歓迎だよ！！！」




　涼すず葉はは春日邸ていの空を見上げていた。

　心地よく涼しい風が吹く夜。晴れた日の夜らしく、空はきれいに澄すみ渡っている。星がとても綺き麗れいだ。

「あ、こんなとこにいたんだ」

　窓から顔を出したマコトが破は顔がんすると、窓から外へ出て屋根の上を歩いてやってくる。

「ど～～した？　疲れちゃったか？　まあ仕方ないと思うけど」

　マコトは苦笑いした。

「血ち桜ざくらの人達っておかしいくらい元気だからな～～～」

「そうでござるな」

　涼すず葉はも頷うなずいた。

　春日かすが邸ていでは大宴えん会かいが行われてるのだ。桃とう香かの提供でお酒も肴さかなも山のように用意され、もう大騒ぎだ。

「あんな大騒ぎの中でもかなでさんとわに太た朗ろうくんは、普通にテレビ観みて喜んでるんだもん。慣れって怖いよな」

「本当でござるな」

　少しだけの沈黙。

「ずっと後悔してたんだ。ずっとずっと」

「え？」

「涼葉が戦国時代に帰るって言った時、どうして僕は引き止めなかったんだって」

　気恥ずかしそうに耳の後ろを搔かいてから、マコトは続けた。

「引き止めたからって涼葉がこの時代に残ってくれたかなんて分からない。だけど、言っておきたかったんだ」

　大きく息を吐はき出す。

「だから、だから、もう後悔しないように、言うよ」

　マコトは軽く咳せき払ばらいすると、涼葉の顔を見つめて言った。

「ずっと、この家にいてくれよ。僕と一緒に」

「マコト様」

　涼葉は笑った。心の底から嬉うれしそうに、微笑ほほえんだ。

　掟おきてとか使命とか、そんなもの全く関係なしに、一人の若い娘むすめとして、涼葉は言った。

「拙せつ者しやは、ずっとマコト様の側そばにいるでござる。絶対に」

「涼葉……………」

　見つめあう二人。その距離がゆっくりと近づいていって……………………。

「マッコトさ～～ん！！！！」

「マコト兄ちゃん！！！」

　かなでとわに太朗の声に、くっつこうとしていた二つの影は慌あわててその距離を開けた。

「トランプやりませんか？　トランプ」

「かなでにいろいろ教えてもらったんだ。ババ抜きとか七並べとか。やろやろ」

　ぴょんぴょんとマコト達のとこにやってきたわに太朗は不思議そうに小首を傾げた。

「あれれ？　マコト兄ちゃんも涼葉お姉ちゃんもど～～して顔が真まっ赤かなの？」

「なんでもないよ」

「そ、そうでござる。なんでもないでござる」

　二人が慌あわてて言う。

　かなでがじとってした目で二人を見つめた。

「二人で何してたんですか？　怪しいです」

「そんなことないって、なあ涼すず葉は」

「そうでござるよ。マコト様」

　二人は顔を見合わせぎこちなく笑った。

「さ、トランプやろトランプ」

「そ～～でござるな。拙せつ者しや負けないでござるよ」

「わ～～いわ～～い」

　マコトと涼葉、わに太た朗ろうが窓から引っ込んでいく。

　一人残されたかなではまだ浮かない顔で呟つぶやいた。

「怪しいです。とっても」




　一方その頃、春日かすが邸ていの居間では…………。




「三六番、血ち桜ざくら茂しげ造ぞう！　小指一本で逆立ちしてみせます！」

「おおおおおおおお！！！」

「三七番、血桜米よね丸まる！　忍にん者じや刀とうを吞のみ込んで見せます」

「おおおおおおおおお！！！」

「三八番、血桜船ふな太た郎ろう！　皿回しをします」

「おおおおおおおおお！！！」

「あ、落としちゃった！」

「ぶ～ぶ～～ぶ～～」

　もう宴えん会かいが始まって数時間はたっているというのに、彼らのテンションは上がりっぱなしだ。

「三九番、血桜菜な之の介すけ。イボイノシシの真ま似ねを…………」

「え～～～い、止やめんか！！！」

　下げ忍にんによる一発芸大会に、酔よっ払った虎牙ベンガルが乱入した。

「どいつもこいつもたるい芸を見せやがって、このわしが宴会芸の見本というものを見せてやる」

「え？」

「四〇番、血桜虎牙！」

　酔っ払った虎牙は、もったいをつけてから叫んだ。

「裸はだか踊りを！」

「虎牙ベンガル様！　それだけは止やめてください！」

「そ～～ですよ！　一応女の子もいるんですから？」

「うがあああああああああ、脱がせろ──」

　いつものごとく止めに入った下げ忍にん達が面おも白しろいようにぶっ飛ばされていく中、ビールの缶かんを片手に血ち桜ざくらカバネ丸は苦笑した。

「あいつらは戦国時代だろうがこの時代だろうがちっとも変わらないよな。ホント」

　それから、ふと首を動かす。

　酔いつぶれた下忍に向かってとくとくと語りつづける花はな滝たきの姿があった。

　いいかげん酔っ払ってるらしく、相手が聞いていないのにもかかわらず喋しやべりつづけている。

「同じ時にタイムスリップしても、その時の微妙な条件によって飛び越える時間の幅には多少のズレがあるのさ。だから、一年もの時がたってしまって。まあ分かりやすい計算式で説明するとだな」

　ちっとも分かりにくい計算式が並べられる。もちろん聞いてる人間なんて皆かい無むだ。

「ズレ…………か」

　そこで、カバネ丸はちょっと思いついた。

「もしかしたら、修しゆ羅ら菊ぎく様や誠せい之の進しんの奴やつも、時を超えたのかもな？　たどり着いた時代は違うかもしれないけど。もし二人で同じ時代にたどり着いてたとしたら、案外結ばれてたりして、それでその子孫が春日かすがマコト……………」

　カバネ丸は思い切り吹き出した。

「そんな出来すぎた話ないよな。ふつ～～」

　カバネ丸が缶ビールをあおった時だ。

「ぎゃ～～～～！！！」

　虎牙に吹っ飛ばされた下忍の一人が、カバネ丸の方へと飛んできた。カバネ丸は立ち上がることなくそれを避よけた。普通の人にはあぐらしたまま瞬間移動したようにしか見えない。それぐらいの素早さだ。

　どんがらしゃんしゃんしゃんしゃんしゃん！！！

　下忍は、壁際に積まれていたダンボール箱に突っ込んだ。

　ダンボールの中に詰まってた物が散乱する。

「ま、しょ～～がね～～な～～」

　少しは片付けてやろうとしたところで、カバネ丸の手が止まった。

「ん？　なんだ？　この分厚い本は？」

　小首を傾げるカバネ丸の横から、桃とう香かが顔を出す。

「あ、これはアルバムですね」

「あるばむ？　なんだそいつは」

「写真をはさんでおくものです」

「ほ～～、なるほどな」

　カバネ丸はこくこくと頷うなずいた。

「マコト兄様の、アルバム……」

　桃とう香かが喉のどをゴクリと鳴らした。

「見せてもらっても、怒られませんよね」

「ま～～、大丈夫なんじゃないのか。ほらよ」

　カバネ丸が突き出したアルバムを、桃香は開き、口元をほころばせた。

「うわ、マコト兄様、小さい頃からやっぱり素す敵てきだったのですね」

「素敵？」

　カバネ丸はちょっと眉まゆを顰ひそめた。

　素敵って言葉を使うには、力不足じゃないのか？　あの顔は？

　そんなこと思ったのだ。

　だけどまあ、素敵か素敵じゃないかなんて人それぞれが判断することだ。他人がとやかく言うことじゃあない。

　大人おとななカバネ丸はなんの突っ込みも入れなかった。

　桃香は喜びながらページをめくっていき、そしてその手を止める。

「あら、マコト兄様のご両親なのですね」

「春日かすがマコトの両親か」

　カバネ丸が呟つぶやいた。

「あいつが藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんの血を引いてるってことは、両親のどっちかがそうだってことだよな」

　ちょっとした興味を覚えて、カバネ丸はアルバムを覗のぞき込んだ。

「ん～～と、どれど………」

　カバネ丸が硬直した。

　カチンコチンになって硬直する。

　数秒の後、カバネ丸は力いっぱい叫んだ。

「あった～～～～～～～～！！！」

　いつもクールなカバネ丸がそんな悲鳴を上げたもんだから、下げ忍にん達が何事かと寄ってくる。

「ど～したんですか？　カバネ丸様」

「探し物でも見つかったんですか？」

「あ、アルバム見てる」

「なんかすごい写真でもあったんですか？　大だい蛇じやが人を吞のみ込む写真か何か」

　下忍達もアルバムを覗き込んだ。そして叫んだ。

「ああああああああああああああああああああああああ！！！！」

「なんなのだ一体。せっかくわしの裸はだか踊りをたっぷり見せてやろうと思ったのに」

　ふんどし一つになった虎牙ベンガルがふらふらとやって来る。桃とう香かが慌あわてて逃げ出した。

「べべべ、虎牙様！」

　下げ忍にん達が呂律ろれつの回らない声を出した。

「しゅしゅしゅしゅしゅしゅしゅしゅしゅしゅ」

「落ち着けってまったく」

　虎牙は下忍達からアルバムをひったくった。

「まったく、この写真が一体どうしたって」

　そこで虎牙は片方の眉まゆを吊つり上げた。

　幼いマコトと、そして両脇に立つ両親の姿。

　父親も、母親も、虎牙には実になじみの深い顔だった。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！」





おわり
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　　　あとがき




　忍にん者じやの女の子と一緒に暮らして、お風ふ呂ろ開けると洗面器が飛んでくる。

　そのシーンが書きたいがために始めたこのシリーズ。

　そのシーンは一巻でもう終わってしまって、はてこれから何をしよ～かなんて考え込んだりもしちゃったけれど、なんだかんだでここまで続きました。

　虎牙ベンガルはどんな風に下げ忍にんを痛めつけるのか？　そしてどんなバカらしい上じよう忍にんが出てくるのか？　毎回そんなことを考えるのが楽しかったです。

　今までもそうだし、これからもそうなんだけど、僕はわりと思いつきで原稿書いたり名前決めたりするクセがあるので、それがハッキリと現れちゃってますね。とくに上忍の人達の忍にん術じゆつとか名前とかに。

　血ち桜ざくら木こっ端ぱ微み塵じん之の介すけとか血桜大おお山やま火か事じ燃もえ造ぞうとか血桜爆ばく発はつ太た郎ろうとか血桜小こ話ばなし丸まるとか血桜腹はら芸げい丸まるとか血桜薬くす栗ぐり丸まるとか血桜どんこ之介とか。

　あと、本編に名前は出てきてないけれど、口から金魚を吹き出して敵を倒す血桜歩ぽ無ん府ぷ之の介すけとか、鼻からエダマメを飛ばして敵を倒す血桜枝えだ豆まめ太朗とか、歯磨きが趣味でニカって笑うと歯がピカ～～～ンってして敵の目をくらましてしまう血桜殿でん太た瑠るとか考えたっけ。

　これはこれで突っ込み所満まん載さいなのでいいと思ってます。

　それにしても、このシリーズやってて一番感じたのは、

　わに太た朗ろうを書いているときがなんか楽しい！

　僕の中で、小学生とか少年とかがブームになっているのかもしれません（読んでる本はそういうのばっかだし）。

　なにはともあれ、最終回です。

　最後までお付き合いくださいました読者の方々に心の底からありがとうを言いたいと思います。




　ありがとね。




　それでは、また。





阿あ智ち太た郎ろう









　なんちゃって次回予告




　現代で生きていくことになった血ち桜ざくら忍にん群ぐん達。やはり子供は小学校に通わなくちゃということで、わに太た朗ろうは近所の小学校に通うことになった。もちろん忍にん者じやだってことは秘密にしてたけど、常識外れのわに太朗の行動にクラスメイト達は興味津しん々しん。そして、一人の女の子に正体がばれてしまう。わに太朗君の小学校生活、これからどうなる？

『わにわに絵え忍にん記き』第一話　転校生はわにわにＢＯＹ！


（なんか面おも白しろそうだから機会があったらやってみよっかな）
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年の10月３日、長野県の南のほ～～～で生まれた。あちこち引越してたけど、今は東京の西のほ～～～で暮らしてる。夢は南のほ～～～の島で釣りをしながらのんびり暮らすこと。スイカが好き。
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イラスト／宮みや須す弥み

ゲーマーでイラストレーターで漫画描き。主な作品に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』（電撃文庫）、『女神天国』（電撃コミックＥＸ）などがある。
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いつもどこでも忍２にんにんニンジャ⑥




春日かすがマコト抹まっ殺さつ指し令れい！








阿あ智ち太た郎ろう
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